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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　柴乃櫂人




　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







プロローグ


１　Ｄａｔａ


２　Ｄｕｅｌ


３　Ｄｅｓｐｅｒａｔｅ


４　Ｄａｎｃｅｒ


エピローグ





　あとがき







　プロローグ







　ポケットに入っていた百円玉。


　空港の展望ブースの望遠鏡は、誰だれも使っていなかった。


　レンズを通して見上げる空は狭せまく、押し潰つぶされそうな感覚に陥おちいる。


　轟ごう音おんを残して飛び立った旅りよ客かく機き。


　そこに、彼女はいる。


　徐じよ々じよに小さくなっていく飛行機を丸い視界に捕とらえながら、思おもい浮うかべるのは一昨日おとといの会話ばかり。


　──くだらないケンカだった。


　原因はなんだったか。


　カレーの味だったか。いや違ちがう、カレーの具材で揉もめたのだ。ナスくらい入れたっていいじゃないか。せっかく親がいない日曜日、カレーでも食べた後にＤＶＤでも見ながらバカ話をする。それが彼女との休日の過ごし方だった。


　付き合いが長い分、些さ細さいなことでもケンカをしてしまう。


　小動物が牙きばを剝むいたような、必死だけど愛あい嬌きようのある顔。それを指し摘てきするとさらに顔を赤くして怒おこるのが楽しくて、ついからかってしまう。


　だけど、あの日はやりすぎた。丸くて大きい目にうっすらと涙なみだが浮かんだのを見た時には、もう遅おそかった。


　──帰ってきたら、仲直りするか。


　二週間の海外旅行だ。きっとアイツも土産みやげのひとつでも持ってくるだろう。


　そしたら、またいつものようにバカ話をする関係に戻もどればいい。


　目を伏ふせ、そろそろ見えなくなる飛行機を、最後にもう一度見ようと望遠鏡を覗のぞいた。


「……？」


　ゴミが張り付いたのかと思った。


　旅客機に何かがへばりついているように見えたのだ。


　目をこすって、もう一度レンズを覗く。


　しかし奇き妙みような汚よごれは消えない。


　飛び立つ飛行機の──右う翼よく。


　そこに、人が立っているように見えたのだ。


　しかも、歩いている。


　男──だと思う。大きな身体からだをしているから。


「……??」


　妄もう想そうか、それとも幻げん覚かくか。


　何度も目をこするが、それでも消えない。


　常識的に考えて、ありえない。飛んでいる飛行機の翼つばさに人間が立っているなど。


　では──あれは幽ゆう霊れい？


　何も分からない。


　混乱した頭を覚ますように、翼の上の人間はアクションを起こす。


　片手を天高く上げたように見えた。


　すると飛行機の上から、光る巨きよ大だいなものが降ってきた。





　──あれは、槍やり？





　そう感じた次の瞬しゆん間かん、飛行機全体が光に包まれた。


　爆ばく発はつ──


　気づいたのは、光が炎ほのおに変わって空中に撒まき散らされるのを見てからだった。


　レンズの向こうの光景が信じられなくて、望遠鏡から目を離はなす。しかし肉眼で見ても空の光は消えていなかった。


「なんだぁぁぁぁっ！」


「きゃああああああっ！」


　見間違いかと疑う前に、展望ブースで騒さわぎ出す人たちが現実で起こった事件なのだと教えてくれた。今さら望遠鏡に百円玉を入れ、空に散る炎の塊かたまりを見ようとする者も。


　サイレンのような警報が鳴り、展望ブース以外でも人が騒ぎだす。


　──爆発した。


　誰もが、そう叫さけぶ。


　──爆発した。


　アイツを乗せた飛行機が。


　その事も充じゆう分ぶんすぎるほど衝しよう撃げき的だったが、


　──なんだったんだ、今の。


　飛行機の翼にいた人間。


　巨大な光の槍。


　その二つが、現実感を奪うばってゆく。


　夢物語のような出来事なのに、翼の人間と光の槍は鮮せん明めいに記き憶おくに残っていた。目を閉じても頭を抱かかえても消えてくれない。


　ずっと──


　あの、槍が。


　彼女の命を奪った、あの槍が消えないのだ。




　１　Ｄａｔａ







　身体の前で登山用リュックを抱だきかかえたまま、少女は東京駅の改札を抜ぬけた。財さい布ふをリュックにしまうと、八や重え洲す口から周囲を警けい戒かいしながら外に出る。


　思っていた以上に簡素な町だと思った。


　もっと人が多くて、至る所にオシャレな店が並んでいるのかと思いきや、タクシー乗り場の向こうには役所のようなビルしか見えない。


　十三歳になったばかりの彼女の感覚では、東京という都市には煌きらびやかな店があり、美男美女が高そうな服を着て歩いているイメージがあった。しかし実際には真ま面じ目めそうなスーツを着たおじさんばかりだ。スーツのサラリーマンくらい、札さつ幌ぽろにも大勢いる。


　もちろん派手なのは大きな町だけだという事くらい分かっているが、「東京駅」と言うからには、東京を象しよう徴ちようするかのように豪ごう華かだと思っていたのだ。


　強こわ張ばった顔をさらに引き締しめ、彼女は一歩踏ふみ出した。


「島しま原ばらさん──島原糸いとさんですね？」


　そこに、上から声がかかった。


「は、はいっ！」


　思わず直立不動の姿勢をとってしまう。


　そこには黒いスーツを着た男の人が立っていた。二十代くらいで髪かみを金きん髪ぱつに染めているが、高い身長の男の人。彼の他にも四人の黒スーツの人たちがこちらにやってきた。


「お迎むかえにあがりました」


　と、最初に声をかけてくれた金髪の人が一礼する。彼らが乗ってきたであろう、やはり黒い車がロータリーに停とめてあった。


「あ、あの……」


　糸はあらかじめ言われた通りに質問する。


「〝弁べん慶けい機関〟の方ですか？」


「ええ、そうです。よろしくお願いしますね」


　優やさしい笑えみで手を差し出す金髪の男。


　しかし、糸はその手をじっと見つめたまま動かない。


　右手の甲こうに彫ほられている十じゆう字じ架かのタトゥーも気になったが、問題はそこではない。


「……どうかされましたか？」


「あ、あのっ」


　糸は考える。


　──どうしよう、約束の言葉と違う。


　それにあの黒い車も約束とは違う。


　東京に来る際に合言葉は教えてもらった。それは本物か偽にせ者ものかを見分けるためのものだったが、もしも本当に偽者に遭そう遇ぐうしたらどうすればいいのか教わらなかった。


　登山用リュックを強く抱きしめ、糸は十字架のタトゥーの男を見る。


「どうぞ、詳くわしい話は車内で致いたしますので」


　彼は糸の肩かたを抱だくようにして、黒くろ塗ぬりの車へ案内しようとする。


「や……やめてくださいっ！」


　その手を振ふり払はらった。


　タトゥーの男は自分の手を見つめ、そして仲間たちを見る。


「どうやらバレたみたいだ」


「そのようだな」


　他の黒服たちも頷うなずき、糸に向かって一歩ずつ進む。


　五人の男たちが輪になって少女を囲む姿は異様だったが、通行人は誰だれひとりとしてこちらに気づいていない。


「誰か──」


　助けを呼ぼうとするが、その前にひとりの黒服が糸に触ふれた。


「だ、ダメですっ！」


　その手も払う糸。


「私に触さわらないで！」


「安心しろよ。別にケガとかさせたりはしない。おとなしくしていれば、だがな」


「そうじゃなくて──」


　糸は潰つぶれるほどリュックを抱きしめながら、精せい一いつ杯ぱいの声で叫ぶ。





「私にひどいことすると、呪のろわれますから！」





　一瞬の静せい寂じやく。


　普ふ通つうならば、その後に待っているのは大だい爆ばく笑しようだろう。


　呪われる、などと馬ば鹿かげた話をまともに信じるわけがない。


「……おい」


「ああ……」


　が、黒服たちは一歩下がり、糸を遠巻きに観察する。


　糸の言葉がハッタリではないと分かっている。


　──この人たち、私のことを知っているんだ。


　だからこそ、拉ら致ちしようとしているのだ。


「構うことはねぇよ。こっちだってそれなりの覚かく悟ごはしてるんだ」


　そう言って手を伸のばしたのはタトゥーの男。


　糸の身体を抱きかかえるようにして持ち上げる。


「やっ……！」


「車に入れちまえば、後はどうにでもなるだろ。呪われるようなことがあったって、あの人がなんとかしてくれる」


「あ、ああ。そうだな」


　残りの黒服も、糸を持ち始める。両手両足を振り乱して暴れたかったが、三人がかりで担かつぎ上げられているので全く身動きが取れなかった。


「離してください！」


　糸の悲痛な叫びも聞き届けられない。


　まさか東京に来てすぐにこんな目に遭あうなんて。


　こんなことなら、北海道に残っていた方が──


　いや。


　もう、その選せん択たく肢しはないのだ。


　だから糸はここにいる。


　──自分で、なんとかしないと。


「助けてっ！」


　声を嗄からして叫んだ、その時だった。





「すまない──遅おくれた」





　ハスキーだけど、しっかりと耳に残る女の声。


　ロータリーのワゴン車から降りてきたのは、二人の男女だった。どちらも糸より少し年上、高校生か大学生くらいに見える。


　濃こい灰色の制服に身を包んでおり、硬かたそうな靴くつの音がアスファルトに響ひびいた。


「予定の電車より一本早いものに乗ったのだな。そのせいで探すのが遅れてしまった。許して欲しい」


　片方は声の主。黒服の男たちに負けないくらい背が高く、モデルのようにスタイルの良い女性。薄うす茶ちや色いろの髪は短く、モデルというより海外の一流スポーツマンに見える。


　柔にゆう和わとは言えないが、氷の彫ちよう像ぞうのように張はり詰つめた美しい顔立ち。東京の女性は派手な服や化け粧しように頼たよらなくても輝かがやいていると思った。


「──とりあえずお前ら。そいつから手を離はなせ」


　そしてもう一人。顔自体は精せい悍かんで凜り々りしいのだが、怖こわい形相でこちらを睨にらんでいる。職務上、仕方のないことなのかもしれないが、その憮ぶ然ぜんとした態度は糸まで威い圧あつしており、目を合わせにくい。


　そして、二人に共通する奇き妙みような装備。





　左ひだり腰こしに提さげている鞘さや──日本刀。





　一いつ般ぱん常識に照らし合わせれば、個人が東京駅前で携けい帯たいしていい代しろ物ものではない。


　だが、それを見て糸の不安は安心に変わった。


　この人たちが、本当の約束の相手。


「てめぇら──！」


　黒服たちの判断は早かった。


　糸を投げ捨てるように手放した彼らは、懐ふところから拳けん銃じゆうを抜いたのだ。いきなり投げ捨てられた事もそうだが、彼らが銃を携帯している事にも驚おどろいた。


　黒服たちの正体は、糸には見当もつかない。


　ただ、拳銃などという日本ではおよそ見ることのできない武器が五丁、それを高校生くらいの二人が持っている刀に向けたという事実。


「貴様らの身み柄がらも拘こう束そくさせてもらう。おとなしく捕つかまれば手て荒あらな真ま似ねはしない」


　女の方が刀の柄つかに触れながら問う。


　その質問の答えは、黒服たちの拳銃が下げられていないことからも明白だ。


「──そうか」


　五秒ほど待ってから、女性が頷く。


「では実力行使に移る」


　彼女から黒服たちまで、およそ二十メートルほど離れていた。


　それなのに、その距きよ離りを一瞬で消した。


「な、なぁああっ！」


　彼女に一番近かった黒服が発はつ砲ぽうしようと引き金を引く。


　が、弾だん丸がんは発射されない。


「えっ──」





　指をかけていたトリガーのみが、ポロリと落ちていた。





　どうやって斬きったのか見当もつかなかった。


　トリガーの周囲にだって部品はあり、しかも相手はそこに指をかけていたのに。


　すでに女性は刀を鞘に戻もどしていた。


　動作をまったく見ていなかったが、居い合あい術じゆつの類たぐいだろうか。


「く、そぉっ！」


　破は裂れつ音に耳を塞ふさぐ。


　もう一人の黒服が発砲したのだ。


　が、弾丸は誰にも当たらなかった。


　糸が目を閉じて身を屈かがめている間に──


「わあああっ！」


　鮮せん血けつが飛び散った。


　先さき程ほど発砲した男の太ふと股ももに刀が刺ささっている。それを引き抜ぬいたのは、正面から近づいてきた女性の剣けん士し。


　では、もう一人の男の方は──？


「ふっ！」


　糸の疑問を解消するかのように、黒い影かげが頭上を飛び越こえていった。


　三メートルほどの高さを跳ちよう躍やくするのは、刀を握にぎった男の人。


　体重が消失したかのように空を飛び、奥で車に逃にげ込もうとした黒服の顔面を蹴けり飛ばす。


「ぶぉおおっ！」


　落下のスピードと蹴りの威い力りよくで昏こん倒とうした黒服。その目の前に下りた男の剣士は、刀を抜いて別の黒服に肉にく薄はくする。その速さと身のこなしは、まるで天てん狗ぐのようだ。


「はっ！」


　その光景に気を取られていたもう一人の拳銃をはたき落とす女剣士。


「観念しろ、クソ野や郎ろう共」


　最後に残った金きん髪ぱつの黒服に切っ先を突つきつけ、恫どう喝かつする男の剣士。


「や、やっぱりそうだ……！」


　残った二名の黒服が、情けない声を上げる。





「こいつら〝Ｄアーム〟使い……〝伝承者テイルキーパー〟だ！」





　Ｄアーム。


　それが何を指すのか、糸にも分かっていた。


　彼らが握っている、あの日本刀。


　常識的に考えて、人間が三メートルもの高さを跳躍できるわけがない。走り高たか跳とびの選手だって二メートルがせいぜいだ。


　それを可能にしたのが、あのＤアーム。


「銃を捨てろ」


「ちっ！」


　刀を突きつけられていた男が、拳銃を強ごう引いんに向ける。


「どうせ捕まるんだ！　だったら相あい討うちだ！」


「やめろ！　本当に斬るぞ！」


　男の剣士が怒ど鳴なるが、


「うるせぇ！　テメェも道連れだ！」


「このっ……！」


　すると男の剣士も動いた。剣で拳銃を叩たたき落とそうとするのだが──


「おわっ！」


　何かにつまずいたようにバランスを崩くずした。


　そのまま体当たりするようにタトゥーの男にぶつかり、もつれ合うようにして転がる。二人同時に倒たおれたのだが、起き上がるのはタトゥーの男の方が早かった。


「ま、待てテメ──いてっ！」


　撃うっても当たらないと思ったのか、それとも自信がないのか。とにかくタトゥーの男は拳銃で剣士の顔面を殴なぐると、そのまま遁とん走そうしてしまう。


「あっ、おい！」


　もう一人の女剣士は、別の黒服を捕ほ縛ばくしていて手が出せなかった。エンジンがかかったままの黒くろ塗ぬりの車に乗り込み、猛もうスピードで逃げてゆく。


「待てコラァ！」


　追いかけようとして、男の足が止まる。やっぱり車の速度には敵かなわないようだ。


「私だ。一人逃のがした。すぐに追ってくれ。特とく徴ちようは金髪で右手に十じゆう字じ架かのタトゥー。車種とナンバーは──」


　女剣士がインカムに話しかける。


　よく見れば剣士たちの制服には簡素だが電子機器のようなものがいくつか装備されていた。まるで特とく殊しゆ部隊のようだ。


　倒れた黒服たちに手て錠じようをかけ終わると、最後に女の剣士が糸を見る。こちらに近づくにつれ、大きな黒目や厚い唇くちびるがよく見える。見み惚とれるくらい綺き麗れいな人だ。


「改めて──怖い目に遭あわせてすまなかった。我々は〝ベンケイ警備保障〟の者だ」


「あ──」


　それは糸が最初に聞いていた合言葉。


　彼らが乗ってきたワゴン車にも同じ社名のロゴが印刷されている。


「島原糸。君を迎むかえに来た」


「……はい」


　差し出された手を、今度こそ糸は握った。


　白くて美しい手だが、その内側は硬かった。刀を握って鍛きたえている人間の手だ。


「私は弁慶機関第三課所属、片かた剣つるぎライラという」


　名前からして、ハーフなのだろう。日本人離ばなれした美しさについての説明もつく。


「し、島原糸です。よろしくお願いします」


　大きくお辞じ儀ぎをする糸。


　ずっとリュックを抱だきしめていた手が汗あせばんでいることに気がついた。そう感じた瞬しゆん間かん、もう怖い事はないのだと安あん堵どして泣きそうになる。


「そして、あそこにいるのが──」


　ライラの視線の先には、車を追うのをあきらめて戻ってくる男の人が。


　どう挨あい拶さつしようか迷っていると、突とつ然ぜん、彼が持っていた刀が光った。


「えっ？」


　青白い光は刀全体を包み込み、さらに大きくなる。


　やがて人間をも包み込める大きさになった光が収束すると──





　そこにいたのは、一人の女性だった。





　彼の手からは刀が失われている。


　その代わりに出現したこの女性は、気だるげな顔で長い髪かみをおもむろに梳すく。淡あわい色をしたワンピースが、スラリとした体型を際きわ立だたせていた。ライラのように華はなやかな美しさではなく、かぐや姫ひめや鉢はちかつぎ姫のような清せい楚そで凜りんとした美しさだった。


　光を纏まとった彼女の髪の毛が揺ゆれると、光の残ざん滓しがキラキラと反射して散っていく。妖よう精せいが水浴びしているような神こう々ごうしい姿に、糸は声も上げられなかった。


　かと思ったら、


「この馬ば鹿か者ものが！　何な故ぜあの時に斬らないのじゃ！」


　男の人を長い足で蹴り飛ばしたではないか。


「いってぇなこの野郎！　だいたいテメェがフラついたから逃がしたんだろうが！」


　男も素す早ばやく立ち上がり、刀だった女性をなじる。


「貴様がまごまごしているからじゃ！　格好つけて登場した分際で、なんじゃあの見事なコケっぷりは！　喜劇役者か貴様は！」


「やかましい！　邪じや魔まばかりするくせに、好き放題言いやがって！」


　唐とう突とつに始まった口ゲンカに、糸はライラを見る。


　彼女も大きなため息をつき、言いかけていた紹しよう介かいをしてくれた。


「……あそこにいるバカが部下の若わか林ばやし練れん司じと、彼のＤアーム〝薄うす緑みどり〟だ」
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　島原糸、十三歳。


　北海道札幌市で生誕。以後、十歳まで同市で生活。


　父母の事故死をきっかけに、親類の家に居い候そうろう。


　以降、十～十三歳までの間に三度転居。この時期にＤアームに接せつ触しよくした可能性高。


　渡わたされたレポートをざっと要約すると、こんなプロフィールになった。両親の事故死は不幸なことだが、事件性がないのが不幸中の幸いと言える。Ｄアームに関かかわったせいで家族を不幸にした事例は多いのだ。


　レポートから顔を上げると、若林練司は後部座席の窓から外を眺ながめた。


　倒した黒服を別働隊に引き渡してから首都高に入り、そこから中央自動車道を西に。フェンスで周囲は見えないが、そろそろ調ちよう布ふインターが見えてくるはずだ。


　そして反対側を見ると、頭を抱かかえたくなるような光景が。


「どうじゃ、美味であろう？　これが東京銘めい菓か『ひよこ』じゃ」


「は、はい。美お味いしいです」


　後部座席には糸を挟はさんで練司と薄緑。上じよう機き嫌げんで鳥形饅まん頭じゆうを頰ほお張ばっている薄緑を横目でチラチラ見ながら、糸は下を向いている。車を出す前に、五分だけ待ってくれと言っていたのは、これを買うためだったのか。


　糸は厚手のパーカーにジーパンといった、男の子のような格好をしている。髪の毛も短いので遠くから見たら性別を間ま違ちがえそうだが、近くに寄れば大きな丸い目と長い睫まつげ、そして透すき通った声が女の子である事を証明してくれる。


　まさに素そ朴ぼくなスポーツタイプの中学生女子といったところで、騒さわがしくひよこを食べている薄緑と並べば姉し妹まいのようにも見える。


　そんな薄緑と目が合ったと思うと、


「練司にはやらぬぞ」


「誰だれが欲ほしいって言った。いいからこの子を緊きん張ちようさせんな」


「何じゃ？　まだ緊張しておるのか？」


　馴なれ馴れしく糸の頭を撫なでる薄緑。


「ひよこ食ってるバケモンに隣となりに座られたら、誰だってビビるわ」


「化け物とは何じゃ！」


「そのままの意味だろうが！　刀の化け物！」


「や、やめてくださいっ」


　空気を読んだ糸が両隣の二人を抑おさえる。


　少女の前でみっともない姿を見せてしまったと気付き、練司も薄緑も黙だまる。


「あ、あの」


　ひよこを手に持ったまま、糸が唐突に尋ねた。


「すみません、化け物って言ってたんですけど、薄緑さんって」


「うむ、化け物じゃ」


　胸に手を当てて答える薄緑。練司には怒おこっていたくせに。


「お主も見たであろう？　妾わらわは刀の妖よう怪かいじゃ」


「コイツみたいに長年使いこんだ武器ってのは、良くも悪くも霊れい的てきな力を持つんだ。それが高まって化けられるようになった武器が、つまりＤアームってわけだ」


　薄緑の言葉を補足する練司。


　あらかじめ糸にどれほどの情報を与あたえたのか知らないが、薄緑を見てこれほど驚おどろいているのだから、ほとんど何も知らないのだろう。


　練司だって、生まれて初めてＤアームを見た時は動どう揺ようしたものだ。


「付つく喪も神がみを知っているか？　それに近いものだ」


　助手席からさらに補足するライラ。食べたことがないのか、先程からずっと手の中のひよこの顔を眺めている。


　付喪神とは日本の妖怪の一種で、古い物体に宿る神様だ。その物体が大事にされずにホコリを被かぶると、機き嫌げんを損そこねて仲間を集めて行進する。百ひやつ鬼き夜や行ぎようというやつだ。


「平へい成せい狸たぬき合がつ戦せんぽんぽこに出てたヤツですか」


「ああ、後半に出てたアレか。そんなものだ」


　糸の譬たとえはとても的確で、理解が早い。練司は感心する。


「ただ、他の付喪神と違ちがってＤアームは武器だからな。少なからず人の遺い志しや怨おん念ねんが入ってる。だから特殊な力を持っているんだ」


「……はい」


　糸は薄緑を見る。


　普ふ通つうに座っていれば、薄緑は美しい女性だ。それは練司も認める。しかしどれだけ精せい巧こうに人の形を模も倣ほうしようとも、彼女は刀なのだ。


「妾とて、かつては平家のもののふを何十人と斬きった名刀じゃ。怨念などは気にせぬが、その切れ味は保証するぞ」


「名刀……有名な刀なんですか？」


「いかにも。妾のかつての所有者は源みなもとの義よし朝ともが九男、義よし経つねなるぞ」


「ええっ!?」


　思わずひよこを取り落としそうになる糸。すかさず練司が手を伸のばしてひよこをキャッチする。


「よ、義経ってあの義経ですか？」


「ああ。あの義経だ」


　ひよこを渡しながら、練司が答えた。


　薄緑。それは平安時代源満みつ仲なかが筑ちく前ぜんの国くに土つち山やまの鍛か冶じに作らせたという名刀。彼はこの刀を手に数々の武ぶ勲くんを得てきた。


　その霊れい力りよくがおよそ千年という時の中でじっくり練られ、Ｄアームになったのだ。


「もっとも、使い手がヘッポコならば意味がないがな」


「どーいう意味だコラ」


　皮肉を言う薄緑に突つっかかる練司。


「そのままの意味じゃ。先程の戦いとてそうじゃ。ライラがいなければお主、死体になって転がっていたぞ。妾の能力をもってすれば銃じゆうなぞ簡単に避よけられるが、さすがに当たれば死ぬからのう」


「それは……！」


　反論したいが、ライラがいたから助かったのは事実。


「さっきから言ってるだろ。お前がもうちょっと協力的になってくれれば、俺だって失敗なんか」


「もうよせ練司。見苦しいぞ」


　とうとう助手席のライラからも咎とがめられてしまった。


「どちらにせよ、次はないのだからな」


「次？」


　ライラの言葉の意味が分からず、練司も薄緑も同時に聞き返してしまう。


「今回の任務の内容は知っているな？」


「あ、ああ。この子の身体検査と護衛だろ」


「それはお前たちだけでやってもらう」


「ええっ!?」


　座席から身を乗り出す練司。


「待ってくれライラ。それって、単独任務ってことか？」


「完全な単独ではない。私や第三課もバックアップに入る。だがメインはお前だ、練司」


「…………」


　練司は自分の手のひらを見て、黙る。


　単独任務──


　その言葉の重圧は、とても強い。


　自分ひとりで、いや、薄緑と二人で糸を守らなければならない。任務の失敗は、自分たちだけでなく糸の命に関わる。


　そして練司は、自分が単独で任務をこなせるほどの実力がないことを知っている。薄緑との連れん携けいはさっぱりだし、経験も浅い。年ねん齢れいだってまだ十六歳だ。


「単独任務の理由だが、まず護衛と言っても戦せん闘とうの可能性が少ない点だ。あくまで調査のための護衛だからな」


　ライラの言う通りだ。実戦経験の少ない練司でも、エスコートくらいはできる。戦闘から糸を守るのではなく、そもそも戦闘を避けるために行動するのも護衛の仕事だ。


「もう一つの理由は──言わなくても分かるだろう？」


「……まぁな」


　溜ため息いきと共に答える練司。


　そのへんは彼も理解している。わざわざ北海道に住む糸を東京まで呼び寄せた理由もそこに含ふくまれるからだ。


「ま、そんなわけだ。よろしくな」


　糸の頭を優やさしく撫でる練司。


「よ、よろしくお願いしますっ」


　緊張しつつも、糸は少しだけ微笑ほほえんでくれた。


「何か分からないことがあれば、なんでも訊きいてくれよ」


「はいっ！　あ、じゃあ、早さつ速そく訊いていいですか？」


「ん？」


「どうして東京駅で待ち合わせしたんですか？」


「ああ、それは……空港は武器に厳しくてな。ウチの警備会社の車が来ただけで警けい戒かいされるようになっちまってて」


　彼女の言うとおり、羽田空港へ直接車で迎えにいけば、東京駅でのような襲しゆう撃げきもなかったかもしれない。が、情報が漏もれていた場合、今度は空港が襲撃される可能性があった。空港で銃じゆう撃げき戦せんやチャンバラなどをやろうものなら、国際問題に発展するかもしれない。


「だから、危険な目に遭あわせたことは本当にすまなかった」


「あ、いいんですそれは。ちゃんと助けてもらいましたから。ええっと、それで、もう一つ訊きたいことがあるんですけど」


「何だ？」


「ライラさんのＤアームは……？」


「ん、私のか？」


　まだひよこを眺ながめていたライラ。視線を横の運転席に移す。


「彼がそうだ」


　黒いスーツに黒ワイシャツ、オールバックの黒くろ髪かみに黒サングラス。全身黒ずくめの彼は、先程からまったく気配を出さずに運転を続けている。顔も三十代くらいで、整った顔立ちだが、逆にそれが特とく徴ちようを消している。それなのに全身から漂ただよう剣けん呑のんな雰ふん囲い気きは、どこにでも紛まぎれ込める忍にん者じやのような風格があった。


「間もなく、目的地に到とう着ちやくします」


　カーナビみたいな台詞せりふを低い声でぼそっと呟つぶやいたきり、彼は無言を貫つらぬいた。
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　不用心にも自宅のカギはかかっていなかった。


「ただいまー」


　ぶっきらぼうに言い放ち、練司は扉とびらを開く。すでに夕方だったので、玄げん関かんの明かりをつける。右手には階段が、左手にはリビングへ通じる廊ろう下かが見えた。さらにその奥は浴室になっている。


「さ、入ってくれ。狭せまいところだけど──って謙けん遜そんするつもりもねーけどな。親は仕事で忙いそがしいから、めったに帰ってこないんだ」


　練司は生まれた時からこの家に住んでいる。五年前にリフォームしたが、それでも昔の面おも影かげは変わっていない。


「おじゃまします！」


　ビシッと一礼してから糸が上がりこむ。


「ただいま帰ったぞー」


　薄緑も靴くつを脱ぬぎ、練司がスリッパを用意したところで、階段から人が下りてくる音がした。歩きよりも遅おそい速度で、一歩一歩踏ふみしめるようだ。


「あ～、おかえり～」


　間の抜ぬけた声の女性がやってきた。


　寝ね起おきなのだろう、壁かべにもたれながらダラダラと下りてくる、もう一つの理由。そのままゆっくりこちらにやってくるかと思いきや、


「わ～」


　何と階段からジャンプしてこちらに体当たりしてきた。


「うわあっ！」


　狙ねらっていたのか、まっすぐに薄緑に飛びつき、その細い身体を抱だきしめる。薄うすい胸むな板いたに顔を埋うずめると、ウェーブのかかった髪かみをブンブン振ふり回した。


「おかえり～、薄緑ちゃん」


「姉上、た、ただいま……離はなれてくれると嬉うれしいのじゃが」


「ん～」


　普ふ段だんは凜りんとした態度の薄緑ですら、動どう揺ようしつつ彼女を引っぺがす。よく見ればパジャマの上から白衣を着ているが、いつものことなので、練司は咎とがめる気すら起きない。だがせめて下くらいはズボンを穿はいて欲しいと思う。


　化け粧しよう気けのない顔は、タレ目と泣きぼくろと締しまりのない口元。本人はチャームポイントと言い張っているが、練司にはそうは思えない。


「キミが糸ちゃんね～。ちっちゃくて丸っこくて、リスみたいだね～」


　薄緑から離れると、今度は糸にターゲットを移す。
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「ささ、どうぞどうぞあがって～、自分の家だと思っていいからね～」


「アンタの家でもねぇだろうが！」


　糸をリビングへ連れて行こうとする彼女に、練司が怒ど鳴なる。


「遠い所からわざわざごめんね～」


「い、いえ」


　糸も戸と惑まどいながらスリッパを履はく。


「本当はわたしが北海道に行ってもよかったんだけど、めんどくさかったから～」


「ハッキリ言いやがったこの女！」


「あ、あの、すみません……」


　彼女の顔と練司の顔を見比べる糸。


「な～に、トイレ？」


「違ちがう、アンタが誰だれだか分からないから戸惑ってるんだろうが」


「あ～、そっかそっか」


　練司に指し摘てきされて、ようやく気付いたらしい。


「わたしは、みんなのおねいちゃんなのです」


「もういいから黙だまれ！　先にリビング行ってお茶菓が子し出せよ！」


「食べちゃった、全部」


「なんじゃと!?」


　茶ちや菓が子しの話題になると、薄緑も目を剝むいて杏あんを睨にらむ。


「食うなよ！　客が来るから用意しろって言ったのアンタだろうが！」


　確かく認にんするまでもなく、東京駅で買った「ひよこ」は全すべて車内で食べ尽つくされていた。


「なによ～、練ちゃんのバカ～」


「バカはそっちだ！」


　スリッパを投げつけると、小動物のように素す早ばやくリビングに逃にげ込んでいく。先さき程ほどまでの緩かん慢まんな動作は全部フェイクだ。


「……ったく」


　頭を搔かき毟むしる練司。彼女の行動にキレるのは今に始まったことではない。


「え、えっと、それであの人は」


「アイツは大おお森もり山やま杏。弁慶機関に所属してる博士だ。念のため言っておくが、姉ってのは大ウソだからな。アイツが勝手にそう思い込んでるだけだ」


　この家に転がり込んで以来、どういうわけだか彼女は皆みなの「おねいちゃん」を自じ称しようしたがる。確かに練司よりは年上なのだが、齢よわい千以上の薄緑の姉を名乗るのは無理があるのではないか。


「さっきの言葉と矛む盾じゆんするけど、天才だ。二は十た歳ちなのにＤアームの研究じゃ日本一詳くわしいぜ。糸をここに呼んだのもアイツだ」


「練ちゃ～ん、チキンラーメン四等分にしてお茶菓子代わりってダメかな～？」


　天才の間の抜けた声がリビングから聞こえてきた。








　杏が練司の家に住みだしてから、大きな変化が起きた。勝手に電気工事会社に依い頼らいして、使っていない一室を手術室のように改造された。


　さらに重要人物とＤアームが住んでいるため、セキュリティも強化された。表向きの企き業ぎようであるベンケイ警備保障の防犯装置がこれでもかというほど設置され、月々の電気使用量も五倍に跳はね上がった。もちろん支し払はらいは弁慶機関もちだ。


　その上、気がつけば街やネットで発見した奇き妙みようなグッズを家に持ち込んでくる。ぬいぐるみ等は可愛かわい気げがあるが、誰も使わない人面貯金箱はどうすれば良いのか。


　そんな杏の部屋は、一見すると学校の保健室のようだった。棚たなには薬くすり瓶びんが並び、パイプベッドのようなものまである。しかしそのベッドに繫つながれた機械類は素人しろうとが見ても何に使うのか分からない代しろ物もので、練司はそれがロボットに変形して動き出してもおかしくないと常つね日ひ頃ごろから思っている。


「Ｄアームっていうのは、世界中で使われている呼び方なのよ～」


　リビングでのダラけた雰囲気はまるでなくなっている杏。ベッドに腰こし掛かけた糸の瞳どう孔こうにペンライトを当て、カルテに素早く書き込む。


「逸いつ話わや神話に出てくるトンデモな武器、それらが意思を持って人間に化けたものだからね～、各国にも弁慶機関ウチらのようにＤアームを管理、収集する機関があるわけなのさ～」


「そんなに多いんですか、Ｄアームって？」


　こめかみに計器をつけたまま尋たずねる糸。


「日本だけでも三十以上あるからな。世界ならその数十倍はある」


　パイプ椅い子すに腰こしかけながら答えたのは練司。


「それ全部が、人間に化けてるんですか？」


「基本的にはな。化け物の姿になっても目立つだろうし、弁慶機関に管理されるにしても自由を求めるにしても、人間の姿が一番動きやすいしな」


「妾わらわは人間の姿が好きじゃ。美しい洋服も着られるし、食べ物も美う味まいし」


　同じくパイプ椅子に座っている薄緑が答える。


　本来ならエネルギー体であるＤアームが食事をするのはおかしいのだが、杏が言うには服にしろ食物にしろ「自分の所有物にした」という意味が大切なのだという。真似まね事ごとには変わりないが、薄緑にとっては重要なことなのだ。


「ほいほい糸ちゃん、舌出して～」


「ふぁい」


　舌の奥にもライトを当て、観察する杏。練司にはそれで健康状態以外に何が判明するのかさっぱり分からない。


　杏のライトが抜かれて口を閉じると、糸はまた質問をする。


「えと、そもそもＤアームの〝Ｄ〟って何なんですか？」


「諸説いろいろあるんだ。日本じゃ公式名めい称しようは『戦せん術じゆつ神じん器ぎ』って言うんだけど、他の国だと違う呼び方をしていたわけだ。悪魔の武器デイアボロ・スパーダ、神聖な武器デイバイン・ウエポン、勇敢なる者ドレツドノート、破滅の武器ドウームズとか。その略りやく称しようを取ったって言われてる」


「例外もあるけどね～。アイルランドじゃ昔から禁断の剣フオビドウン・ソードって呼んでるし～」


　杏の補足も含ふくめて禍まが々まがしい呼び名が多いが、それも当然だろう。


　物語になるほど強力な剣。


　それはつまり、それだけ多くの命を奪うばった武器ということだ。


「Ｄアームと契けい約やくした人間は〝伝承者テイルキーパー〟と呼ばれている。『武器の逸話を語り継つぐ者』ってところか。原則としてＤアームひとつにつき、一人の伝承者テイルキーパーがいる」


　練司は薄緑を見る。


　目が合うと、薄緑にガンをつけられた。なぜ目が合っただけでそこまで睨まれなくてはならないのか。


「伝承者テイルキーパーになるための契約をしないと、Ｄアームは本来の力を出せない。武器はあくまで武器だからな。使う人がいないとただの物体だ」


「そ～ゆ～こと。練ちゃん説明ありがと～」


　カルテに記入し終えると、丸椅子に座った杏は糸に微笑ほほえむ。





「で、その〝伝承者テイルキーパー〟にキミがなっているわけなのさ～、糸ちゃん」





　そう、それが糸がここにいる理由。


　弁慶機関に庇ひ護ごされ、よからぬ連中に狙われている原因なのである。


「私……」


　糸は膝ひざの上で指を組み、うつむいてしまう。


「本当に、身に覚えがないんです」


「少しでも心当たりがないかしら～？」


「だってウチの倉庫にも刀なんてありませんでしたし、そんな怪あやしい契約だってした覚えがないんです！」


「そっか～」


　杏はあっさり引き下がる。


「でも、どこかで契約しちゃってるはずなのよ。自分が普ふ通つうの人とは違うって所は心当たりあるでしょ～？」


「……はい」


　それは認める糸。


　練司が見たレポートにも書いてあった。十～十三歳の三年間、糸の周囲で奇妙な事件が多発しているという。糸を引き取った親しん戚せきや、当時通っていた小学校で原因不明のケガをする者が多くいたのだ。そして、それこそが糸が親戚中をたらい回しにされた原因にも繫がる。


　それなのに糸本人には契約した記き憶おくがない。


「なぁ姉上。そういう事例は多いのか？」


　尋ねるのは薄緑。少なくとも練司は薄緑としっかり記憶に残る契約をした。そして練司は弁慶機関に入り、様々なケースを勉強したが、肝かん心じんの薄緑は自分以外の契約方法を知らないのだ。


「あるよ～、ていうかそっちの方が多いかもね」


「どんなケースなのじゃ？」


「Ｄアームの方から強ごう引いんに契約しちゃうの。ホラ、妖よう刀とうに魅み入いられるってあるじゃん。強い怨おん念ねんを持ったＤアームが、持ち主を操あやつっちゃうのよ～」


「そ、そんなことあるんですか……？」


　怯おびえる糸だが、練司は肯こう定ていする。


「そういう厄やつ介かいな伝承者テイルキーパーを殺すのが、俺たち弁慶機関の仕事だからな」


「殺す……!?」


　さらに物ぶつ騒そうな単語が出たことに驚おどろく糸。


　だが、ここは心を鬼おににして話さなくてはならない。


「弁慶機関はＤアームを管理する政府公認の組織だ。使い方によっては核かく兵へい器き並みの脅きよう威いになる武器、誰かが管理しないと危険すぎるからな。妖刀に支配された伝承者テイルキーパーは、放ほうっておけば多くの人を殺あやめる可能性がある」


「だから、殺すんですか……？」


「そうだ。契約は一生ものだからな。Ｄアームか伝承者テイルキーパーの命が尽つきるまで続く」


「なら、Ｄアームを壊こわせばいいんじゃ──」


「……方法としては不可能じゃない。だけど、それはかなり難しい。銃じゆうよりも強い武器をブンブン振ふり回している状態で、大きくて脆もろい人間と、小さくて魔ま力りよくを帯びた金属でできてるＤアームを比べたら、誰だれだって前者を狙ねらうだろ」


「そんな……」


「無関係の人間の命がかかっているから、迷う時間なんてないんだ」


　そう言いながら、練司は眉まゆ根ねを寄せる。


　同じ伝承者テイルキーパーである糸を不安にさせるべきではないと分かっているのだが、それでも真実は伝えるべきだと考えたのだ。


「私……私も、そうなっちゃうんでしょうか」


　自分の身体からだを抱だきすくめ、震ふるえる糸。


「そうならないように努めるのも、仕事だ。現在、糸が所持していないのであれば、こちらから探し出して封ふう印いんする事もできる。それに悪いＤアームと決まったわけじゃない」


　練司の言葉は慰なぐさめるためのものではない。


　糸に現状を把は握あくしてもらうために、全すべてを包つつみ隠かくさず話す。都合のいい事ばかりを伝えて、後でパニックになられても困るからだ。


「だが、それでも最悪のケースが起きる可能性もある」


　それに、作戦を復唱することで、練司自身に言い聞かせる意味もある。


　練司は糸を見る。


　まだ十三歳の、健けな気げな少女。





「もしも邪じや悪あくなＤアームに魅入られたら──その時は、俺が斬きる」





　そういう命令を受けた。


　最優先でこなさなければならない仕事は、糸の保護ではない。Ｄアームが暴れださないようにする事なのだ。


　糸は練司の顔を見て、また俯うつむく。


「……はい」


　小さな声で、そう答えた。


　納なつ得とくしているわけではないだろう。しかし自分がそういう状態になった事実だけは受け止めてもらう。


　泣かれてもいい。叫さけんでも、逃にげ出してもいい。


　理解さえしてもらえれば。


「……さっきも言ったが、そうならないようにする努力はする。それが俺の仕事だから」


　謝罪の言葉が喉のどまで出かかったが、練司はそれを飲み込んだ。


　こちらとて、信念を持って臨のぞんでいる仕事だ。


　それでも──面と向かって、本気で人を殺すと宣言するのは、あまり気持ちの良いものではなかった。


「心配するでない、糸！」


「わっ！」


　素す早ばやく背後に回り込み、糸を抱きしめたのは薄緑。


「ただの脅おどしじゃ！　こやつに糸が斬れるわけがないからのぅ！」


　腋わきの下をくすぐって、無理矢理笑わせようとしている。


「なにせこの男、今まで誰だれ一人ひとりとして斬ったことのないチェリーボーイじゃからな！　敵すら斬れぬ男に糸のような可愛かわいい女おな子ごが斬れるはずもない！」


「チェ……！」


　意味を知っているのか、糸の顔が赤くなる。


「やかましいわ！　俺だって人を斬れる技術はあるんだよ！」


　練司も顔を赤くして反論するが、


「フン！　斬れるのは訓練用の人形だけではないか！　訓練だとそこそこ使うのは事実じゃが、それでいっぱしの伝承者テイルキーパーを名乗るつもりかえ？」


「おお、斬ってやるさ！　覚かく悟ごしとけよ、糸！」


「ええっ!?」


　突とつ然ぜん、殺害予告をされて動どう揺ようする糸。


「わ、私、なんて答えたらいいんでしょう……」


「鼻で笑えばいいのじゃ！」


　薄緑が茶化すが、それでも糸は笑えなかった。


「おなかへった。ごはんにしよ～」


　空気を読んでいるのかいないのか、杏はレポートをまとめると、機械の電源を落として部屋を出ていってしまった。





　　　　＊




　一応、言っておくべきだろう。


「……薄緑。さっきは助かった」


「何の事じゃ？」


「ほら、夕方に糸の検査をした時。俺が糸を斬るって言ったら、お前が雰ふん囲い気きを和なごませてくれたんだよな」


「フフン。顔を見れば分かるわ。糸よりもお主の方が緊きん張ちようしていたじゃろう」


「うるせぇ」


　自室の机に突つっ伏ぷす練司。


　隣となりの杏の部屋と広さは同じ八畳じようだが、余計な機械が入っていないので広く見える。勉強机と小型テレビと、そしてノートパソコンとベッドのみの簡素な部屋。壁かべにはカレンダーがかかっているだけ。本ほん棚だなすらない。


　練司と薄緑が作った夕食を済ませた後は、順番に入浴ということになった。今は糸が入っている。ちなみに料理の腕うでは薄緑がダントツに上う手まい。女子たる者、刀といえど炊すい事じくらいできて当然、というのが生きてきた時代を感じさせる。


　自分の入浴を待つ間、練司は勉強をする。弁慶機関に所属しているとはいえ、日常は高校二年生だ。学業をおろそかにすると機関での立場も悪くなる。補習など受けさせられたら、働くこともできない。


　なのに薄緑は部屋にやってきては勉強の邪じや魔まをする。マンガを持ちこんではベッドに寝ね転ころんでゴロゴロするのが好きなのだという。だったら自分の部屋ですればいいのに、わざわざ練司の邪魔をするのだ。


「あの、お風ふ呂ろいただきました」


　パジャマ姿の糸がドアを開けた。ここに泊とまると聞いて、杏が近所のデパートで買ってきたのだという。あらかじめ身長が分かっていたからピッタリのサイズを買ったようだ。とても似合っている。


「じゃあ、今日は疲つかれただろう。もう休め。何か欲ほしいものがあったら、誰かに言ってくれ。コンビニも近くにあるから」


　窓の外を指さす練司。徒歩三分以内の場所にコンビニと自じ販はん機きがあるのだ。


「はい」


「大だい丈じよう夫ぶか糸？　今夜は眠ねむれそうか？」


　長旅で疲れているだろうが、糸の表情は眠そうにみえない。


「どうでしょう……ちょっと、眠れないかも」


　苦く笑しようする糸。


　無理もない。生活がガラリと変わったのだから。


　環かん境きようだけではない。伝承者テイルキーパーとして認められた糸は、これから普ふ通つうの生活を送ることはできないだろう。Ｄアームをどう対処するかは不明だが、それでも弁慶機関の監かん視しの下で生きることになる。


　最悪の場合、命を落とすかもしれないのだ。


　怖こわくないわけがない。


「…………」


「練司さん？」


「糸。明日あした、どっか行きたい所あるか？」


「えっ？」


「杏の検査結果を本部に送って、そこから新しい指令が出るまで一日くらいかかるから、明日はヒマなんだ。それに土曜日だし、学校もないからさ」


「え、えええ」


　いきなり質問されて戸と惑まどう糸。


「ほう、それはいいな練司！」


　薄緑の顔も明るくなる。


「はるばる北海道から東京に来たわけだし、金なら機関が出してくれっから、気き兼がねする事もない。東京にだって観光地はあるんだぜ？」


「で、でも、悪いです」


「悪いのはこっちだろ。Ｄアームと契けい約やくしたのは事故みたいなもんだし、わざわざ遠くから呼びつけて管理下に置こうとしてるのは弁慶機関なんだ。少しくらいワガママ言ったってバチはあたらねーよ」


　これは練司の本心だ。


　強力な武器と契約しようが、糸は十三歳の女の子だ。背負わせるには重すぎる宿命ばかり。ならば機関を利用して楽しむ事も覚えた方がいい。


　あわよくば、Ｄアームとも上手に付き合う方法を見つけられればもっと良いのだが。そちらは練司も目下捜そう索さく中だ。


　──それに、脅した事への罪つみ滅ほろぼしでもある。


「それに、その、大丈夫なんでしょうか。明日お出かけしても」


「どうしてだ？」


「東京駅で私を襲おそった人たち、また来ませんか？」


　来ないとは言い切れない。しかし弁慶機関に保護された今、危険を冒おかして再来する可能性は低いと言える。


「そいつらから守るのが、俺の任務だ」


「……そもそも、あの人たちって誰だれなんですか？」


「あいつらは──〝ロキ〟と名乗ってる」


「ロキ？」


「さっき俺が言っただろ。弁慶機関はＤアームを悪用する奴やつらを止めるために、それらを管理する組織って」


「はい」


「早い話が、そのＤアームを悪用する連中の事だ」


　彼らは独自の理念で動き、日本のみならず世界中のＤアームを集めようとしている。そうなると弁慶機関と衝しよう突とつする事は避さけられない。


　彼らはＤアームを手に入れるためなら、その力の行使を躊躇ためらわない。Ｄアームを手に入れるために、多少の犠ぎ牲せいもやむなしと考えている危険な集団なのだ。


「そんな人たちが、私に何の用だったんでしょう？」


「ま、仲間に引き入れるつもりだったんだろうな。伝承者テイルキーパーの数は少ないから、弁慶機関に所属してなければスカウトが来ても不思議じゃない」


「……私、そこで何をさせられる予定だったんでしょう」


「そのへんは、あまり想像しない方がいいな。テロリストよりも危険な集団だから」


　実のところ、練司にも想像ができない。


　何も知らない糸をロキが手て駒ごまにするためには、まず糸の信しん頼らいを得なければならない。あんな誘ゆう拐かいまがいの方法で糸がその気になるとは思えない。


　しかしＤアームの力は底知れない。「洗脳」の能力を持った剣けんが存在しないとは限らないからだ。


「ま、さっきも言ったが、心配する事はない。お前はもう弁慶機関に守られている。俺がメインの護衛だが、困った時は弁慶機関が総出で助けるからな」


　これは本当だ。事実上、練司の単独任務だが、バックアップは大勢いる。


　誰が来ようとも、糸を守りきれる自信はある。


「じゃあ、その、雑誌で見ただけなんですけど、お、お台だい場ばに……」


「お台場か！　妾わらわも興味があるぞ！」


　糸よりも喜ぶ薄緑。


「こっからなら電車で一時間くらいか……オッケー。分かった。なら今日は早く寝ろよ。明日いっぱい遊ぶからな」


「は、はい！　おやすみなさい！」


　一礼して部屋から出る糸。


　遠ざかる足音が弾はずんでいるのは、嬉うれしかったからだろうか。


「しかしお台場とか……中学校に上がりたての子が楽しめる場所あるのか？」


　練司は苦笑しながらノートパソコンを開く。お台場をキーワードに検けん索さくをかけ、人気のスポットを探し始めた。


「のう、練司よ」


　ある程度の進行ルートを頭の中に入れていると、背後から薄緑が肩かたに手をかける。





「お主、本当にいざとなったら糸を斬きれるのか？」





　考えないようにしていた事を、ズバリ訊きかれた。


「……斬らなきゃいけない」


「それは弁慶機関としての義務じゃな。お主自身はどうなのじゃ？」


「いや、斬れるさ。斬るよ。そうしないと俺は──弁慶機関にいられない。伝承者テイルキーパーってのはそういう人間なんだろう？」


「なら良いのじゃが」


　バカにした口調の薄緑。


　きっと彼女には分かっている。実戦では彼女を持って戦っているのだ。わずかな手の震ふるえですら伝わっているに違ちがいない。


「臆おく病びようを隠かくす必要などないのじゃぞ。九く郎ろうとて初うい陣じんはあった。殺すことにためらいが生じるのも、人ならば当然」


　九郎と呼んだのは、薄緑の元の持ち主である義経の幼名だ。





「……殺さなきゃ、近づけないんだ」





　ただの殺人ではない。


　伝承者テイルキーパーとして強くならなければ、アイツを探す事などできない。


　──あの時に見た、光の槍やりを。


　練司は片手で顔を覆おおう。


「Ｄアームとは、伝承者テイルキーパーとはどういうものか、機関に入る前に散々聞かされた。それを承知で入ったんだ。殺す覚かく悟ごくらいある」


　強くなって、あの槍に追いつきたい。


　だが、同時に人を斬る段になると、どうしてもちらついてしまうのだ。





　爆ばく発はつに飲まれる、彼女の姿が。





　練司がこの目で見た、最も死に近い風景。


　大切な思い出があっという間になくなってしまう気持ちが消えない。


　二年前のあの光景が、いつも練司の剣を鈍にぶらせるのだ。


「フン、未熟者め」


「なんだと……？」


「練司よ。お主、勘かん違ちがいしておらぬか？　殺せば強くなるわけではないのじゃぞ？」


　言われて、はっとした。


「人を殺して得るのは、人を殺したという経験だけじゃ。血を浴びるほど強くなるＤアームもあるのかも知れぬが、妾は違うじゃろう？」


「……そうだ」


「お主は覚悟と言ったが、まさに大事なのはそこじゃ。信念もなく殺さつ戮りくを繰くり返す者もいれば、強い覚悟を持って誰も殺あやめぬ者もいる。人を強くするのは、まさにその覚悟じゃ」


　練司は言い返せない。


　見た目は若い女性だが、これでも義経の刀だ。練司よりずっと強い覚悟を持った男たちと戦い続けてきた経験がある。


「もっとも、九郎はそのような瑣さ末まつな事で悩なやんだりはせなんだ。もっと大いなる野望のために動いておったからな」


「……そりゃ義経と比べられたら、俺はまだガキ同然だよ」


「今はな。悔くやしければ、超こえてみせよ」


「簡単に言いやがる」


　椅い子すの背もたれに身体からだを預け、練司は腰こしを伸のばす。


　いつもは腹立たしい刀に励はげまされてしまった。


「だけど、そうだな。俺も強くならないと」


　そうでないと薄緑の目的も果たせない。


　気を引き締しめて明日に備えようとする練司。





「ああ、そうだ。強くなれよ」





　背後の声のトーンが変わった。


　薄緑のような凜りんとしたよく通る声ではなく、粗そ野やで軽けい薄はくな声。


　肩に置かれた手の温度が変わる。


　まるで刃やいばのように、ひんやりと冷たく──


「強くなって、殺そうぜ。殺しまくって楽しもうぜ」


「……っ！」


　振ふり返る。


　そこに立っていたのは、薄緑ではない。


　赤あか髪がみの若い女性。細身の薄緑よりもふくよかな体型だが、背は低い。肉にく食しよく獣じゆうのようなしなやかな身体つきと、牙きばを剝むくような獰どう猛もうな笑え顔がお。服装も露ろ出しゆつ度どが高く、褐かつ色しよくの肌はだが見え隠れしている。


「なんだよ練司。さっき言ってたろ？　殺す覚悟が欲ほしいって。いいじゃねーか。殺そうぜ。邪じや魔まするヤツは全員殺しちまえばいいんだ。そうすりゃ任務完かん了りよう。みんな喜ぶんだろう？　アハハハハハ！」
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「……黙だまれ」


　立ち上がり、練司は目を細める。


　部屋の中に薄緑はいない。


　それもそのはず、彼女もまた薄緑なのだ。


「お前の言う殺すってのは、さっき薄緑が言ってた『信念のない殺戮』だ。俺はたとえ誰かを殺すことになっても、そんなのは認めねぇ」


「アハハハッ、バーカ！　殺しに理由なんてないんだよ！　特に殺される側にとっちゃ、みんな同じさ！　二年前から知ってんだろ、練司！」


「黙れっつってんだろ、膝丸!!」


　部屋を揺ゆるがすほどの怒ど気きを、彼女──膝ひざ丸まるは薄うすい笑みでかわした。


　薄緑とは源義経の手に渡わたった時に名づけられた銘めいだ。


「なんだよ。そんなにつれなくすんなよ。もっと薄緑に対するように、優やさしくさぁ」


「誰がいつ薄緑に優しくした……！」


「ありゃ、自覚ないのかよ？　アハハハハハ！」


　長い指を唇くちびるにあてて笑う膝丸。





「やっぱり昔の彼女に似てるからか？　アハッ」





「……ッ！」


　我が慢まんできず、練司は椅子のクッションを摑つかみ、膝丸の顔面に全力で投げつけた。


「わふっ！」


　間の抜ぬけた声の後、クッションが顔からずり落ちる。


「何をするのじゃ……！」


　現れたのは、怒おこった薄緑の顔。


　膝丸は絶ぜつ妙みようなタイミングで引っ込んだらしい。


「……悪い」


「この馬ば鹿か者ものが──！」


　クッションを摑んで反はん撃げきしようとする薄緑だが、


「──と言いたい所じゃが、悪いのは膝丸じゃな」


　薄緑はクッションを落とす。


　実はこの刀、義経の手に渡るまでに数度、持ち主を変えており、その度に名前を変えてきた。膝丸はその中でも最初に付けられた名だ。


　試ためし切りで罪人の膝をたやすく両断したことから付けられた名。


　以来、彼女は人の血の味を覚えてしまった。


　Ｄアームとして肉体を得た際、別の名の意識も蘇よみがえった。


　だから、この刀には複数の人格が存在しているのである。


「すまぬ練司」


「いや──お前のせいじゃない」


　薄緑自身、自分の中にいる別人格を制せい御ぎよできないのだ。どいつもこいつもアクが強いせいで、隙すきあらば表に出ようとする。


　そして練司は、そんな曰いわくつきのＤアームと契けい約やくしてしまった。自分の未熟さをおいても、この多重人格のせいで連れん携けいが取りづらいのだ。


　ここまで来ると好き嫌きらいや資質の問題ではない。ただでさえ性格に難ありの女が四人同時にやってくれば、熟練の教師でも困り果てるだろう。ましてや練司は薄緑一人すら持て余しているのだ。


「あ、そうだ練司」


　いきなり薄緑の姿が変化する。一いつ瞬しゆんの発光で、顔も髪も服も体形も膝丸のそれに成り変っていた。


「な、なんだよ膝丸！」


「お台場行くなら、今ちょうど期間限定で美お味いしいアイス売ってるんだってさ。そこ連れてってよ」


「うるせぇ！　お前は引っ込め！」


「へいへい。んじゃおやすみ」


　また身体が光ると、薄緑に戻もどった。


「膝丸のヤツめ……！」


　薄緑も憤ふん慨がいして、先さき程ほど落としたクッションを握にぎりしめる。


「ったく、予告もなしにいきなり出てきやがって」


「こればかりは練司にも迷めい惑わくをかける。急に変へん化げしていては、やりにくかろう」


　怒いかりと悲しみが混ざった表情の薄緑。


「いや、やりにくいって事はないぜ」


　半年もこんな暮らしを続けていれば、慣れる。もともと薄緑だけでも変なヤツなのだ。それが四人になったところで対応は変わらない。


「それに人間の多重人格と違って、人格が変われば体格も変わるから分かりやすいし。まな板の薄緑と違って膝丸は胸が大きいから──」


「余計なお世話じゃああっ！」


　手にしたクッションごと、薄緑のパンチが練司の顔面にめり込んだ。





　　　　＊




　雑居ビルの三階。古びた建物にふさわしく、その一室に置かれた家具は全すべて色あせていたが、掃そう除じは行き届いているため埃ほこりをかぶることはなかった。


　しかし現在はその床ゆかに書類が散乱していた。力任せに投げつけたのだろう、ファイルや灰皿まで転がっている。


「はぁ……くそっ……！」


　床に手をつきながら、ミネラルウォーターを流し込む金きん髪ぱつの男。


　途と中ちゆうまで飲んだところで猛もう烈れつな嫌けん悪お感に襲おそわれ、ペットボトルを握り潰つぶして投げ捨てる。水がカーペットに零こぼれ、色を濃こくする。


　手にかかった水が、十じゆう字じ架かのタトゥーにかかる。彼はそれを払はらい、拳こぶしを握った。


「荒あれているようね」


　上からかかる声に、タトゥーの男は顔を上げた。


　黒いタイトなスーツを着た女性。服の上からでも身体のラインが分かる。厚い唇が金髪の男を小こ馬ば鹿かにしたように上がる。


　東京駅へ行ったのは、彼女の指示だった。簡単な仕事ではないと念を押されたが、破格の報ほう酬しゆうに釣つられてしまったのだ。


「残ったのは、あなた一人？」


「……っ……そうだ……！　他はみんな弁慶にパクられた！」


「運が良かったのね」


　彼女の言う通りだ。逃にげられたのは幸運としか言いようがない。


　おとぎ話のような強さを持つ剣けん──話には聞いていたが、実際に斬きられるのとでは全然違ちがう。この世には人間の想像を遥はるかに超えたものがあると、肌で感じる事ができた。


「Ｄアーム……！　なんなんだあの武器は……！　拳けん銃じゆうにも負けないって、ありえねぇだろ！　なんであんなモンが存在してるんだよ！」


「それは、欲ほつする人がいるからよ」


　床に散らばる書類をヒールで踏ふみつけ、女性はソファに足を組んで座る。


「今のあなたのようにね──阿あ形がた」


「……!?」


「あら、違うの？」


　否定はしない。


「まぁいいわ。別にこちらとしても拉ら致ちに失敗しても問題なかったのだから」


「なんだと……！」


　怒ど気きを孕はらみ、タトゥーの男──阿形は立ち上がる。


「島原糸という女の子が、本当に伝承者テイルキーパーかどうか確かめたかっただけだから。あわよくば彼女のＤアームが助けに現れてくれれば良かったのだけれど、そこまで高望みはしないわ」


「じゃあ……何か？　俺たちは捨てられるために雇やとわれたってことか？」


「そうよ。だけど金額に見合った仕事だと思っているわ」


「っざけんな！」


　阿形の拳が壁かべに穴を開けた。


「Ｄアームを持ってない俺たちは虫けら同然かよ！　てめぇら伝承者テイルキーパーはそうやって余よ裕ゆうかましてりゃいいけどなぁ！　俺たちにだってプライドがあるんだよ！」


「見下されるのが嫌い？」


「ったりめぇだ！」


　阿形の手が、女性の胸むなぐらを摑む。


　あっけないほど女性の身体からだが浮ういた。伝承者テイルキーパーといえど、その身体は生身の人間とまったく変わりないのだ。


　彼女のＤアームは──今はここにいない。


　もしも攻こう撃げきする気ならば、阿形は今いま頃ごろ消し炭になっているはずだ。


　それを承知して、なお阿形は怒りをぶつける。


「俺だってなぁ……Ｄアームさえあれば……てめぇらなんか……！」


「どうかしらね。契約したからと言って、すぐ敵を殺せるものでもないわ」


「関係ねぇ！　俺はやってみせる！」


　阿形はまっすぐに彼女を見る。


「頼たのむ──Ｊ。俺にもＤアームを……！」


「そう」


　Ｊと呼ばれた彼女は、胸ぐらを摑まれた阿形の手を外す。持ちあげられた身体をもう一度ソファに沈しずめると、こう言った。





「なら、頭を下げなさい。醜みにくく、犬のように」





「なっ……！」


　驚きよう愕がくし、Ｊから離はなれる阿形。


「あなたはとてもプライドが高い。同時に強さに対する欲望も深い。そんなあなたが、力のためにいけすかない女に頭を下げられるかしら？」


　阿形は理解した。


　その問いは、自分自身の今後の生き方を変えるものだ。


　これまでの全てをなげうってでも欲ほしい力があるのか──


　Ｊはそう尋たずねているのだ。


「…………」


　阿形は床に額と手をついた。


　爪つめが絨じゆう毯たんに食い込み、手ての甲こうの十字架が歪ゆがむ。


「俺は……！　力が欲しい……！　お願いします……俺に、力を！」


「Ｄアームを持つという事は、もうまともな人間には戻れないという事よ？」


「覚かく悟ごの上だ！」


「……そう」


　阿形とＪの目が合う。


「私たち、〝秘密結社ロキ〟は崇すう高こうな目的のために動いている。力を持つのも、それを行使するのも、あくまで手段よ」


「崇高な目的……？」


「聞いたら戻れないわよ」


　そう言い置いて、Ｊは阿形に語りかける。


　──時間にして、五分とかからない短い話。


　それだけ単純で、切せつ迫ぱくした事情。


　Ｊの話を聞いて、阿形も深く納なつ得とくした。


「……そういう事か」


「理解してくれたかしら？」


「まぁな。アンタらの目的は理解した──が」


　阿形は深く頷うなずき、そして目を見開いた。





「そんなのは関係ねぇ。俺は強い力が使えればいいんだ。俺の使い方はアンタが考えればいい。理念や正義なんか知ったこっちゃねぇんだよ」





　ギラギラと輝かがやく阿形の瞳ひとみ。


　しかしＪは動どう揺ようもせず、


「……そういうスタンスでも構わない。そういう子、あなただけじゃないしね」


　そう言うと彼女は立ち上がり、携けい帯たい電話を取り出した。


「もしもし。私よ。お願いがあるの……ナンバー４のＤアームを持って来て欲しいの。できる限り早く。ええ、そうよ。頼むわ」


　通話を終しゆう了りようすると、Ｊは携帯電話をポケットにしまう。


　その動作が完了する前に、窓が割れて激しい電撃が通り過ぎた。


「うおおおおおおおっ!?」


　電撃は一いち条じようの帯のように窓からドアへ流れてゆく。たった一瞬の出来事だが、壁は焦こげ付き、床の書類の一部が燃えだした。


「お、おわっ、火が！」


　素す早ばやく阿形は立ち上がり、ペットボトルに残っていた水で火を消し止める。


　焦げ臭くさい匂においだけが残る室内。


　いつの間にか、Ｊは一ひと振ふりの剣を握っていた。


「御ご苦く労ろうさま──確かに届いたわ」


　あの電撃が剣を運んでくれたのか。


　信じがたい出来事だが、もう阿形の認にん識しきは変わっている。その信じがたい芸当ができるのがＤアームなのだから。


「これが……Ｄアーム」


　阿形はその剣を見た。


　日本刀と違い、幅はばが広く短い刃は。


　西洋の片手剣だ。


　刀身に彫ほられた模様が、古い時代の趣おもむきを漂ただよわせている。しかし派手な装そう飾しよくはなく、ＲＰＧで譬たとえるならば、最初の村で買えそうなほど質素な剣に見える。


「どうぞ」


　Ｊに渡わたされたその剣は、思った以上に軽かった。まるでオモチャだ。しかし柄つかは金で作られており、それでいてこの軽さは信じがたい。


「本当に、これが？」


「ええ、そうよ」


　Ｊは鷹おう揚ように頷く。


「その剣の名は〝ティルヴィング〟。古エッダ神話に出てくる剣よ。スウァフルラーメ王が、二人のドヴェルグに作らせたと言われているわ」


「ドヴェルグ？」


「ドワーフの事よ。聞いたことないかしら？」


　剣の名前は知らないが、阿形もドワーフの名前くらいはゲームや映画で聞いたことがある。鍛か冶じが得意な妖よう精せいで、彼らが作った武器は魔ま法ほうの力を帯びていると聞く。だからこんなに軽いのだろう。


「だけど……強ごう引いんに剣を作らされたドヴェルグたちはとても怒おこったの。だからこの剣に呪のろいをかけたわ」


「呪い？」


「そう。三度の願いと引き換かえに、持ち主とその近親者が不幸になる呪いよ」


　ティルヴィングの持ち主は代々受け継つがれていったが、その度たびに不幸な死を遂とげたという。まず剣を作らせたスウァフルラーメ王が戦いに赴おもむき、その力で多くの戦果を挙げた。しかし宿敵アルングリムに剣を奪うばわれ、自らの武器で殺される結果になった。


　剣がアルングリムに渡った後も、彼の息子むすこがこの剣による決けつ闘とうで命を落とし、その後も剣の所有者や近親者はティルヴィングによって命を落とした。


　それほど強い呪いがかけられたＤアームなのだ。


「ヘッ……」


　阿形はティルヴィングの柄をしっかりと握にぎりしめる。


「呪いが怖こわくて人が斬きれっかよ。関係ねぇよ、俺はコイツと契けい約やくするぜ！」


　阿形がそう言った瞬しゆん間かん、ティルヴィングの刀身が一瞬だけ光った。


「うぉっ？」


　剣を取り落としそうになるが、阿形の身体に変化はなかった。


　が、ティルヴィングの方に変化があったように感じた。最初に持った時はただの剣にしか思えなかったのだが、今は柄が手になじむ。


　この剣の重さや長さも感じ取れる。


　まるで身体の一部になったように、使い方が分かる。


　これが契約したということか。


　Ｄアーム──世界最強の力と。


『契約は果たされた──さぁ、願い事を言え』


　剣けんから老人の声がした。


　弱々しいが、それでいて全すべてを知っている賢けん者じやのように落ち着いた声。


「フン……」


　阿形はニヤリと笑う。


「嫌いやだね。不幸になると分かって、誰だれが願い事なんかするかよ。それともアレか？　お前は願い事をしなけりゃ斬れねぇのか？」


『そのようなことはない。我は何でも斬る』


「じゃあ問題ねーよ。よくある話じゃねぇか、悪あく魔まに三つの願い事をして魂たましいを取られるなんてのはよ。俺はそんなバカな真ま似ねはしないぜ」


『……はてさて、それはどうかのう』


「あん？」


『我の知る限り、願い事をしなかった伝承者テイルキーパーは一人もいなかった。遅おそかれ早かれ、おぬしもいずれ必ず願い事を言う』


「フン。言ってろ」


　阿形はティルヴィングの刀身を撫なでる。


　どれだけ強く刃を押せば斬れるのか頭に入っているのに、それでも阿形は自分の右手を刃に押し付けた。切れた手の甲から血が流れ落ちる。十じゆう字じ架かのタトゥーに真っ赤な亀き裂れつが入ったように見えた。


「感謝するぜ、Ｊ。これで俺は誰にも媚こびることはねぇ。今度は俺がＤアームでアイツらを這はい蹲つくばらせてやる」


　真っ赤な血をティルヴィングに吸わせると、阿形も自分の血を舐なめる。


　Ｊは何も言わず、ただ静かな笑えみを浮うかべていた。




　２　Ｄｕｅｌ







　よく晴れた観光日和びよりだった。


　実は練れん司じもお台だい場ばに行ったことは一度しかないと伝えると、糸いとはとても驚おどろいていた。東京に住んでいる人間が全員オシャレスポットに精通しているとは限らない。


　山手線新しん橋ばし駅からゆりかもめに乗り、台場で降りるとそこは糸が待ち望んでいたお台場だ。りんかい線を使っても良かったが、観光ということでゆりかもめを選んだ。


　そして練司の予想通り、糸よりも薄うす緑みどりの方がはしゃいでいた。


「わぁ……」


　改札を抜ぬけると、海風が頰ほおを撫なでる。


　整然と舗ほ装そうされた道路の向こうには、太陽の光を浴びて青白く輝くビル群。


「練司、あれか？　あれが観覧車か!?」


　ビルの隙すき間まから見える大観覧車は、お台場のシンボルとも呼べる。観覧車というもの自体、薄緑は初めて見るだろう。


「見よ、どれほど歩いても大きさが変わらぬぞ！　まるで山じゃ！　あの動いているヤツに本当に乗れるのか!?　後で乗るぞ！　必ず乗るぞ！」


　飛とび跳はねながら観覧車の方向へ走っていく薄緑。これではどちらが引いん率そつなのか分かったものではない。


　薄緑は良くも悪くも感情が表に出やすい。喜びも怒いかりも全力で表現するため、ある意味やりやすい相手ではある。


「なんだか……すごい所ですね」


　糸も視線を上げたまま立ち止まっている。フジテレビ社屋の球体を、まるで太陽を崇あがめるかのように見ていた。


「そうか？」


「東京駅で降りた時は、そんな風に思わなかったんですけど」


「ああ、東京駅は仕方ない。あそこはオフィス街だからな」


　糸の想像している東京とは、高価な服を着たモデル体型の男女がすし詰づめ状態で歩いている光景だろう。そういうのが見たいのであれば、青あお山やまか表おもて参さん道どうに行けばいい。お台場は確かに煌きらびやかな場所だが、ここが東京のイメージかと訊きかれれば、また違ちがう。


「さて、じゃあまずはどこに行く？」


　コンビニで買ったお台場ガイドを開く練司。


　昨夜ネットで調べたのだが、行ける場所が多すぎて逆に絞しぼれなかった。


「練司よ！　アクアシティで買い物をするぞ！」


　くるりと振ふり返った薄緑の、長い黒くろ髪かみが揺ゆれる。


「バカ、そんな無む駄だ遣づかいできるか！」


「なんじゃケチめ！　妾わらわにも新しい服を買え！」


　鼻を鳴らす薄緑だが、今の彼女が着ている服も先週買ったばかりだ。派手さには欠けるが、彼女の長い黒髪に合ったワンピース。春にふさわしい薄うす手でのカーディガンが羽は衣ごろものように揺れている。


「そう言えば、Ｄアームの服ってどうなってるんです？」


　糸が薄緑のカーディガンに触ふれる。手て触ざわりは本物と同じだろう。


「この姿は妾が化けたものじゃ。しかし服も食べ物も、妾が所有するという契約が必要でのう。神秘の世界において、契約とはとても大切なのじゃ」


「要は自分で手に入れるか、誰かからもらうか、金を出して買うという契約がいるわけだ」


「はー……だから薄緑さんも服を買いたがるわけなんですね」


　納なつ得とくする糸。そうして自分の服を見る。


「糸も服を買いたいのか？」


「えっ、いいえ、私は別にいいんです！」


　明るい色のパーカーに、スカートのようなフリルのついたズボン。動きやすそうだし、活発な糸の雰ふん囲い気きが強調されているようで、似合っていると思う。


「私はどちらかと言うと、面おも白しろいモノを見たり美お味いしいモノを食べたいな、って」


「オッケー」


　まだ正午前だ。時間はたっぷりある。ウィンドウショッピングの後で食事をして、それから観光スポットを巡めぐればいい。


　ちなみに練司は薄緑ほどめかし込んではいない。動きやすいシャツにチノパン。アクセサリに見えるブレスレットにはＧＰＳが内蔵されている。オシャレには自信がないので、せめて清潔な服を選んだつもりだ。


「妾はアニメのショップを見てみたいぞ！　お台場限定のグッズもあるそうじゃ！」


「薄緑、お前は本当に子供趣しゆ味みだな」


　彼女は服装のセンスはともかく、食べ物やテレビなどの好みは小学生のそれだ。カレーやハンバーグが大好物で、小さな子供向けのアニメは毎週見ている。


「仕方なかろう、初めて触れるのじゃからな！」


　昔にはなかったもの、というのは理解できる。薄緑が現代の常識を覚えるために弁べん慶けい機関から渡わたされた資料は全て大人向けで、外界に出て初めて見る子供向け製品は皆みんなカラフルで目を惹ひいた、という理由も納得できる。


　だが、その理論でいけば他のＤアームだって子供趣味になるではないか。要は薄緑の性格だろう。


「まずはアクアシティから見てみるか」


　練司はガイドを片手に歩き出した。大きな建物だが、ただのショッピングモールだ。気き後おくれする必要は全くない。


　むしろこのまま屋外でダラダラしている方が良くない。


　危険だからだ。


「薄緑、糸を見ててくれよ」


「了りよう解かいした──今のところ、問題はない」


　任務と言うより、楽しんで糸の手を握る薄緑。


　その後ろを歩く練司。


　耳に装着した小型インカムに触れる。


「こちら練司。周囲に敵はなし」


『了解した』


　インカムから聞こえてくるライラの声。彼女を含ふくめた弁慶機関の構成員も、お台場で待機している。車の中や建物など、あらゆる場所から監かん視しされている。


『……そう緊きん張ちようするな。疲つかれるぞ』


「そうは言うけどな」


　初の単独任務で緊張しないわけがない。ましてや糸の命を周囲にさらけ出している状じよう況きようだ。作戦とは言え、糸を連れ回すのは危険な事である。


『糸がお台場を選んでくれたのは幸運だ。ここなら周囲が監視しやすい。私たちもバックアップしている。問題があればすぐに知らせるから、練司は糸を守る事に集中しろ』


「ライラも一いつ緒しよに来ればいいのに」


『これはお前の任務だろう』


「そうじゃなくて、糸が言ってたんだよ。『昨日のキレイなお姉さんは来ないんですか？』って。良かったなー、キレイなお姉さん」


『バ、バッ、バカを言ってないで、任務を続けろっ！』


　照れた声で通信が切られると、練司は糸のように上方を見る。


　青く輝かがやくガラスに照らされた太陽の日差しが眩まぶしい。


「そうだな、俺一人じゃない」


　後方にはライラがおり、糸の側そばには薄緑がいる。


「糸！　あれを見よ！　ドネルケバブとは何じゃ!?」


　あんな奴やつだが、名刀なのは間ま違ちがいないのだから。








　買い物に執しゆう着ちやくしなければ、お台場もただのビル群と公園の集合体だ。あれこれ催さい促そくする薄緑を強ごう引いんに連れ出して、アクアシティを出る頃ころには正午を過ぎていた。


　あらかじめ練司が調べておいたレストランは満席だったので、屋台のホットドッグを買ってベンチで食べた。ホットドッグ店の近くに、膝ひざ丸まるが言っていた期間限定のアイス屋があったので、それも買う。


「悪いな糸。せっかくお台場まで来たのにホットドッグで」


「いいえ、そんな事ないです！　とっても楽しいですよ！」


　ベンチからは大観覧車が見えた。ヴィーナスフォート近くまで来ると、若者の姿も増えてくる。練司たちのように観光に来たと一目で分かる者もいれば、付近に住んでいる人たちがペットを連れて散歩している姿もある。


「むっ……膝丸め。本当に美味じゃな、このアイス」


「あいつ、お前と同じくらいテレビ好きだからな。チェックしてたんだろうな」


　早々にホットドッグを食べ終えた薄緑がアイスを舐なめている。こうして見ると、千年前の刀の化け身しんとは思えない。どうも彼女たちは記き憶おくだけでなく感覚まで共有しているようだ。なので膝丸がしゃしゃり出てくる事もない。


「あっ、私が捨ててきます！」


　食べ終えた練司のホットドッグの包みを取り、糸は足早にゴミ箱へ走る。


　まだ出会って二日目だが、彼女もまだ緊張が解けていないようだ。練司たちに気を遣つかっているのが分かる。


「サンキュー、糸」


　戻もどってきた糸に笑いかける練司。


　よく考えれば、昨夜彼女を斬きると宣言したのだ。しかも初対面に近いのに。そんな相手に対して気を遣わない方が変だ。


　薄緑の言う通りだ。誰だれ彼かれ問わずに人を斬れば強くなるものではない。


　むしろ糸を斬らなければならない事態に陥おちいったら、それは任務の失敗を意味する。逆に弱い事の証明ではないか。


「あのさ、糸──」


糸に話しかけた時だった。


「わっ」


「きゃっ」


　彼女の背中に、別の少女の背中がぶつかった。


「ご、ごめんなさいっ！」


「ううん、私もごめんなさい」


　糸も頭を下げるが、悪いのは後ろ向きで視線を彷徨さまよわせていた少女の方だ。


　十三歳の糸よりも、さらに一回り小さい。おそらく小学校高学年くらいの女の子。頭の横で髪かみを縛しばっているが、お下げにするほど長くはない。チェック柄がらのワンピースがよく似合っている。


「ごめんなさいー」


　そんな少女の元へ、同い年くらいの別の少女が。彼女も活発そうな顔と服装だ。遠くから行楽に来たと一目で分かる。


「お主ら、二人だけなのか？　親はどこじゃ？」


　アイスを食べ終えた薄緑が見下ろすように立ちはだかる。


「私のお父さんとお母さんと一緒に来たの！」


「そうなの！」


　後からやってきた少女が、糸にぶつかった少女の肩かたを抱だく。


「あのね、それよりも犬さん見なかった？」


「犬？」


　練司は薄緑と糸を見る。ここに来てから犬など飽あきるほど見た。太ったおばさんが五匹ひきくらいのチワワを散歩している所にも出くわした。


「すっごく大きくて汚きたない犬さん！」


「ケガしてるかもしれないの！」


　左右から同時に喋しやべる少女たち。


「大きい……犬？」


　それだけ特とく徴ちよう的ならば、見れば忘れる事はない。だが今までの散策ルートではそれらしい犬は見なかった。


「ごめんね、見てないや」


　申し訳なさそうに糸が謝る。


「二人の犬なの？」


「ううん、野の良ら犬いぬ。でも大きくて可哀かわい想そうだったから」


「そっか。優やさしいんだね。じゃあ、見かけたら教えてあげるね」


「うん！」


　二人の少女は元気よく頷うなずく。


　そうして糸と練司と薄緑を見比べて、


「お姉ちゃんは、お台場によく来るの？」


「えっ、ううん、初めて……だけど」


「私たちも初めてなの！　ジブリのお店行った？」


「そんなのあるの!?」


　糸の目が変わる。ジブリが好きなのは子供の特徴だ。もちろん薄緑も大好きで、すでに目が輝いている。


「よかったら、お姉ちゃんたちも一緒に行かない？」


「そうだよ、そうしよう！」


「本当に!?」


　この子たちは、糸のどこを気に入ったのだろう。しかし小学生の感性は鋭するどく、そして早い。何かを好きになるのも嫌きらいになるのも電光石火の勢いで切り替かわってゆく。だから糸も彼女たちの言葉に普ふ通つうに反応している。


「え……と」


　が、最初は喜んでいた糸だが、


「ごめんね。私、ちょっと」


　小学生たちから少しだけ離はなれて、糸は謝罪する。


「えーっ、どうして……？」


「何な故ぜじゃ!?　ジブリショップのどこがいけない!?」


　立ち上がる薄緑を、練司が強引に席に座らせる。


「うんとね、私、その……近づくと、良くない事が……」


　呪のろいの事を気にしているのだ。


　Ｄアームと契けい約やくしてから、糸の周囲で異変が多発するようになった。弁慶機関の調べでは、彼女の両親の遺産を着服しようとしていた叔お父じ夫ふう婦ふが原因不明の交通事故に巻き込まれ、小学校で糸をいじめていた生徒も崖がけから転落して全治一ヶ月のケガを負う事態になった。事件はこれだけではなく、糸を取り巻く環かん境きようで誰だれか必ずケガをしたのである。


　冷静に事件を外から眺ながめると、これはＤアームが復ふく讐しゆうしたのではないかという見解が強まった。穿うがった見方をすれば、全すべて事情を知った上で糸が自ら復讐したという可能性もゼロではない。練司としては否定したいが。


　しかし何も知らないのであれば、糸本人にしてみれば呪いのせいだと思うのも無理はない。災さい厄やくは糸を避さけ、その周囲でのみ起きるのだから。


　本人が必要以上に怯おびえ、そして最悪のケースを説明しても動じなかったのも頷ける。


「糸」


　練司は立ち上がり、糸の背中を軽く押す。


「大だい丈じよう夫ぶだ、行こうぜ」


「え、でも──」


「俺たちを誰だと思ってるんだ。Ｄアームの専門家だぜ？　お前を悲しませる呪いをどうにかするのが仕事なんだ」


「練司さん……」


　一方的な解かい釈しやくをするならば、Ｄアームは呪われた武器だ。


　そもそも武器とは、人を殺あやめるために存在する。


　だが──だからこそ人間は武器に願いを込め、世の救世主にした。人を守った王の剣けん、侵しん略りやく者しやを撃げき退たいした英えい雄ゆうの剣など、人を幸せにした逸いつ話わと共にＤアームは神格化されていったのだ。


　糸を不幸にするだけがＤアームではない。


　それを証明するためにも、練司は護衛の任務をやり遂とげる決意をしたのだ。


「実戦経験のない専門家というのも考えものじゃが」


「うっせえ！」


　後ろから茶々を入れる薄緑には、しっかりツッコミを入れておく。


「……プッ」


　そのやりとりを見て、糸が吹ふき出した。


　練司には笑わせるつもりなどなかったのだが、結果的にＯＫと言えよう。


「ありがとうございます、練司さん。行ってきます」


「おう。俺たちもすぐに行く」


　もう一度、練司は糸の背中を押した。


　糸は少女二人と一いつ緒しよに、勢いよく走り出す。


「つーわけだライラ。客が二人増えるけど、大丈夫だよな」


　楽しそうな糸たちを見ながら、練司はインカムに囁ささやいた。


『問題ない。こちらでも確かく認にんしたが、彼女たちが武器を携けい帯たいしている様子はない。普通の人間だ』


　怖こわい話だが、小さな子供でも敵である可能性は捨てきれない。Ｄアームによる能力で変身していたり、あるいは少女そのものが伝承者テイルキーパーかもしれないからだ。


「じゃあ、これから三人の監かん視しを続けつつ、ショップ巡めぐりをする」


『あ……』


「ん、どうした？」


『い、いや。なんでもない』


「なんだよ、気になるな。任務に支障が出るから、思いついた事は言ってくれ」


『ああ、そ、そうだな。いや、本当に大したことはないんだ。ただ、彼女たちが向かっているショップに、その、お台場限定のぬいぐるみが……』


「へいへい、買っていくよ。それでいいだろ？」


　──まったく、何事かと思えば。


　ライラもああ見えて練司とさほど年ねん齢れいは離れていない。ぬいぐるみのような可愛かわいいものが好きだからって、誰も咎とがめたりはしない。これくらいなら任務を逸いつ脱だつしたりもしないので、問題ないだろう。


「さて、と」


　インカムを切ると、練司は立ち上がって糸を追う。


　しかし、不意にその足が止まり、ある事を考える。


「……糸のＤアームは、どういう理由で姿を見せないんだろうな」


「どういう意味じゃ？」


　いつの間にか二つ目のアイスを買ってきた薄緑。


「Ｄアームにどういう事情があるにしろ、糸の前に姿を現すのが道理だろ」


「確かに、そう言われると解げせぬな」


　原因を考えればキリがない。


　隠かくれて糸の近親者を攻こう撃げきし、彼女に恐きよう怖ふ感を与あたえるとか。もしくは陰かげながら守ったとか、あるいは呪いと思われる事故は全て偶ぐう然ぜんの産物で、Ｄアームは遠い所へ旅立ったとか。


「そもそも、今どこにいるのやら。北海道で探し回ってるのか、それとも東京に来てるのか……直接会って事情を訊きければいいんだけどな」


「そうじゃ、こういうのはどうかのう！」


　指を立てる薄緑。


「そのＤアームは善良なのじゃが、糸に見せられぬような醜みにくい姿じゃったというのは」


「ありえるな。化けるのがヘタなＤアームなのかも知れない」


　いずれにせよ、とっ捕つかまえて話がしたい。


　人を不幸にするＤアームは、反へ吐どが出るほど嫌いなのだ。





　　　　＊




　それからの練司の行動はと言えば、糸と小学生たちについていく事だけだった。女三人寄ればなんとやら、というか出会った少女たちがステレオでまくしたてる言葉に糸が頷うなずくような会話が続いていた。去年まで小学生だった糸にとっても、話題が近いのだろう。


　やがて少女たちの親と合流し、別れる頃ころには四時を過ぎていた。名残なごり惜おしいが、あれだけ騒さわぐ娘むすめたちを監かん督とくする親の立場になってみれば苦労が分かる。


　手を振ふって別れた後、糸は練司にストラップを見せてくれた。


「これ、美み緒おちゃんと香か苗なえちゃんとお揃そろいなんです」


　キャラクターもののストラップを誇ほこらしげに持っている糸は、今までで一番いい顔をしていた。


　練司も警けい戒かいしていたが、Ｄアームによる呪いなど全く起きず、平和な買い物だった。それが分かっただけでも糸にとってプラスになっただろう。練司がいる限り、怯える必要はないのだ。


「よし、では次は妾わらわの番じゃな！」


　三人に戻もどった途と端たん、薄緑がやる気を出した。


「アウトレットモールに行くぞ、糸！」


「ええっ、あ、は、はい、ちょっと待ってくださいっ」


　糸を引きずるようにして、建物に入る薄緑。


　建物の背後には大観覧車が見える。


　パレットタウンという巨きよ大だいテーマパーク型ショッピングモール。


　その中でも最も巨大なヴィーナスフォートだ。


　中に入って、まず練司は視界をぐるりと一周する。それは糸も同じだった。


「うわぁ……」


　三階建ての建物には窓がなく、十八世紀のヨーロッパの街並みを再現した作りになっている。天てん井じようにも大空が描えがかれ、壁かべや店てん舗ぽもお伽とぎ噺ばなしのような装そう飾しよくが施ほどこされていた。三階には神しん殿でんもあるという。


　もちろん店の中は現代的なアウトレットショップだが、時間によって切り替わる照明によって、遊園地のような雰ふん囲い気きが味わえるのだ。


　が、そんな雰囲気に男子高校生の練司が馴な染じめるかと言えば、まったくそんなことはなく、むしろオシャレな服装の若者が多い中、自分だけが場ば違ちがいな気分にすらなってくる。


「どうしたのじゃ練司？　早く来い？」


　その点、薄緑は外見だけなら抜ばつ群ぐんに優すぐれている。周囲の女性と比べても遜そん色しよくない、というかその女性たちも振り返るほどだ。白い肌はだに長い脚あし、胸むな板いたも含ふくめて細身のシルエット──そして最近気づいたのだが──姿勢が良いので立ち姿が美しい。練司が知る限り、他のＤアームも美形だらけだ。優れた刀は造形美に関しても同様なのか。


　その上、薄緑の無む邪じや気きな笑え顔がおは生き生きとしていて、無生物とは思えない。長い睫まつ毛げや艶つやのある黒くろ髪かみ、少し下がった目め尻じりなどが──


　とても似ているのだ。


　──あいつに。


「あー、俺はいいや……ここで待ってる」


　噴ふん水すいの前で手を振る練司。


　文字通り噴水広場と名付けられたそこは、女め神がみが支えている甕かめの形をした噴水から、色付きの照明によってジュースのように彩いろどられた水が溢あふれだしている。吹き抜ぬけ式の噴水広場からは、三階の様子もよく見えた。


「なんじゃ、つまらんのぅ」


「つってもなぁ、ここ女性の店ばっかりで、俺は関係ねーだろ」


「それでも伴ともをするのが男の甲か斐い性しようというものであろう！」


　何な故ぜかむくれる薄緑。練司に伴をさせて嬉うれしいのか、あの刀は。


　なんとか断ろうと理由を探していると、


『練司。緊きん急きゆうの連れん絡らくだ』


　インカムからライラの声。


　練司は薄緑に手で合図をする。薄緑は指令なら仕方がない、と言いたげに近くのアクセサリショップに糸を連れて入っていった。


「どうしたライラ」


『お前たちが遊んでいる間に、島しま原ばら糸のＤアームとの接せつ触しよくに成功した』


「!?」


　早口で告げるライラの報告に、驚きよう愕がくして声も出ない。


　今回の任務、糸の護衛がメインではあるが、彼女と接触する可能性のあるＤアームの情報収集も兼かねていたのだ。弁慶機関の監視下で泳がせることにより、Ｄアームをおびき出せれば良いと考えていたのだ。


「どうやって接触したんだ？」


『糸本人ではなく、その周囲を見ていれば、捕ほ捉そくするのは困難ではなかった。こちらには最新の装備があるのでな』


「それで、そのＤアームは？」


　質問してから、練司は思い直す。


　今こうしてライラが報告してくるのだから、戦せん闘とう行こう為いはないはず。すでに戦った後か、それとも交こう渉しように応じる知能を持ったＤアームということだ。


　そういう答えを予測した練司だったが、


『ん、ちょっと待て。今代わるから』


「え？」


　無線の近くにいたのか。


　ということは、大人しいＤアームなのだろうか。


『……これに話しかければ良いのか？』


　小さく聞こえる男の声。


　練司は唾つばを飲み込む。


　インカムの向こうに、糸のＤアームがいる。どういう事情かは知らないが、長い間、糸から姿を隠して呪のろいのような真ま似ねを働いたヤツだ。


『貴き殿でんが糸の護衛か』


「ああ、そうだ。弁慶機関第三課、若わか林ばやし練司」


　年季の入った男の声だった。低く重く、抑よく揚ようも落ち着いており、老人とまではいかないが、年配の男性に感じられる。侍さむらいや軍人のようないぶし銀の声だ。


『まずは礼を言わせてもらう。糸を守護してくれた事を』


「お、おう」


『できれば私も直接会いたいのだが──』


「何故、会えないんだ？」


　一番聞きたかった質問だ。


『それは……私が姿を見せると、糸に迷めい惑わくがかかる』


「何？」


『私は糸の傍そばにいてはならぬ刀なのだ』


「…………」


　少しだけ考える練司。


「待てよ。だったらどうしてライラ──弁慶機関の連中には姿見せてんだ？」


『それは向こうから接近したからだ』


　しかしライラは醜いなどという単語は一つも口にしなかった。この話し方から察するに、とても落ち着いたＤアームだと練司も感じているのだが。


「じゃあ、俺となら会えるか？　直接会って、それで話して、そっからまた判断すればいいだろ」


『それは──そうだが』


　Ｄアームも揺ゆれている。もうひと押しすれば承しよう諾だくしてくれるだろう。


　これから移動する旨むねを薄緑に伝えようと、練司はアクセサリショップを見る。薄緑と糸はカチューシャの値札を見て驚愕しているようだ。


「……？」


　歩き出そうとした練司の足が、止まった。


　振り返ったのは、ただの勘かんだ。


　それともただならぬ気配を感じ取ったのか。


　ヴィーナスフォートの噴水広場には、買い物袋ぶくろを抱かかえた女性が多数行き来している。モデルのように美しい人もいるし、スーパーに買い物にきたようなおばさんもいる。子供もいれば外国人もいる。


　その中で──練司は見た。


　こちらを見て、じっと立っている女性。


「お前──」


　ここにいてはならない存在。


　ライラからは何の報告も受けていないのに。


　どうして、ここにいるのか。


　彼女は室内なのに白いコートを着用していた。瞳ひとみは青く、肌は陶とう器きのように白い。美しい白人の女性だ。その顔は感情をなくしたように無表情で──


　──両手に、紫むらさきの電でん撃げきを帯びている。





「──〝ミョルニル〟！」





　練司はそのＤアームを知っている。


　北ほく欧おう神話に登場する雷らい神じんトールの所有するハンマー。その名は古ノルド語で「打ち砕くだく者」という意味で、全すべてを叩たたき潰つぶすことができる神の槌つち。


　ドヴェルグが作った「三つの魔ま法ほう武器」の一つであり、前述の雷神トールですら使いこなすのが困難だったと言われており、ただ潰す以外にも様々な能力を携たずさえている。その比類なき強さは北欧神話の中でも並ぶものがないとすら伝えられている。


　そのミョルニルがここにいる理由──


「お前がここにいるって事は──アイツも来てるのか？」


「…………」


　ミョルニルは答えない。


　ただ、動作は速かった。


　雷かみなりを帯びた両手で拳こぶしを作る。


　練司の反応は早かった。


「薄緑！」


　周囲に人がいるのも構わず、全力で叫さけぶ。


　声が届いたのだろう、こちらを見た薄緑はすぐに練司の考えを理解してくれた。糸の手を引き、急いで店から出る。


「みんな離はなれろ！　噴水から離れろ！」


　練司の声が届いたのか、それとも大声を出す男にびっくりしたのか。幸いにも噴水に近付いている者は誰だれもいなかった。


　おそらくミョルニルも、そのタイミングを待っていたのだろう。


　彼女の両拳が、ヴィーナスフォートの床ゆかに叩きつけられる。


「きゃああああああっ！」


　蛇へびのようにのたうちまわる電撃が、床から建物全体に広がってゆく。


　ミョルニルの周囲では爆ばく弾だんが破は裂れつしたような大きい光と音が発せられ、練司も咄とつ嗟さに目を伏ふせた。


　強きよう烈れつな光が通り過ぎると、今度は闇やみが訪おとずれる。


「いやぁぁああっ！」


　周囲の照明全てが消えていた。


　ヴィーナスフォートには窓がなく、光は全て建物の照明がまかなっている。


　そこかしこの店でピーピーと警報音が鳴っている。警備システムの電源にも異常が起きたようだ。頼たよりになる明かりは、非常口の緑ランプくらい。


　このくらい大きなショッピングモールであれば、予備電源や非常用の明かりも用意していたはずだ。しかしミョルニルの電撃はそれすらも破は壊かいしてしまったのか。雷神が持つハンマーの威い力りよくだ、建物が壊こわれなかっただけマシだ。


　ジリリリリリリ───と大きな警報ベルが鳴った。


「きゃああああっ！」


「なにっ、なにが起きたの!?」


「ちょっと、押さないでよ、いやっ！」


　女性たちの悲鳴。


　しかしこう暗くては、誰がどこでどんな目に遭あっているのかも分からない。


　それに、ミョルニルの次の動きも分からない。


「練司！」


　すぐに薄緑と糸が走ってきた。非常口の明かりしかないので彼女たちの顔もぼんやりとしか見えない。


『ただいま、大規模な停電が起きております。係員の指示に従って、速すみやかに非常口から避ひ難なんしてください。繰くり返します──』


　店内アナウンスが流れたかと思うと、少しの光が漏もれてきた。壁かべに擬ぎ態たいした非常口が開いたのである。女性客がそちらに殺さつ到とうしている。


　練司たちも逃にげたいのだが──


「くっ……！」


　その場から動けないのは、敵を警けい戒かいしているからだけではない。非常口に向かえば、敵がそちらに行く可能性があるからだ。


　できれば糸は別の出口から逃がしたい。


　そう考えている間に、周囲の人間は減っていく。


　しかし暗くら闇やみで迂う闊かつに動けない。


「薄緑、ミョルニルが近くにいる！」


「……いや、おらぬ」


「何？」


「すでに逃げおった。あのＤアーム、まさに電光石火じゃ」


　雷の槌。その力は破壊だけでなく、自らを雷に変えて高速で動く能力も持っている。その力は伝承者テイルキーパーにも与あたえられる。


　敵に回すと厄やつ介かいなＤアームが、敵に回っているのだ。


「なら、ミョルニルは何のために俺たちに──」


　問おうとした次の瞬しゆん間かん、背筋がぞくりとした。


　薄緑と手を繫つないでいる糸の背後。


　そこに見える白はく刃じん。


「あぶねぇっ！」


　突つき飛ばしたのは、薄緑の身体からだ。


　彼女の身体を剣けんの持ち主に思い切りぶつけた。バランスを崩くずした男の剣は空を切り、床に叩きつけられる。


「チッ！」


　剣を引き、自身も下がる男。


「コラ練司！」


　薄緑が憤ふん慨がいするが、結果的に糸が助かったのだからいいだろう。


　練司は刺し客かくから目を離さない。


　わずかな灯あかりが頼りだ。絶対に見失ってはならない。


「お前……！」


　非常口から漏もれる光に照らされた、敵の顔。


　見覚えのある黒服に、金きん髪ぱつ──


　そして、右手に彫ほられた十じゆう字じ架かのタトゥー。


　昨日、東京駅で練司が取り逃がした男ではないか。


「テメェ！　また邪じや魔ましてくれやがったな！」


「ひっ……！」


　タトゥー男の怒ど声せいに、糸が怯おびえる。練司の足にしがみつこうとする糸だが、


「俺の後ろにいるんだ」


「は、はいっ」


　糸は練司の背後一メートルの位置で身構えた。


「あぁん？　なんだよ糸ちゃんよぉ……すっかりそのガキがお気に入りか？」


　首をかしげて糸を見るタトゥーの男。


　剣を持ち上げ、その刀身を左手で持つ。


　幅はばの広い西洋の片手剣。それもかなり古いものだ。その鋭するどさで刺し突とつするものではなく、鋭えい利りな刃はと重さで叩き切る肉厚の剣。


「それは……Ｄアームか！」


「おうよ。これで俺もテメーらの仲間入りだ。昨日みたいな無様な真ま似ねはしねぇ。この阿あ形がた恭きよう介すけサマとティルヴィングが組めば、どんな野や郎ろうもぶった斬ぎれるぜ」


　笑ってはいるが、この阿形という男、練司に対する怒いかりが感じ取れる。昨日の屈くつ辱じよくを糧かてに、契けい約やくしたのだろう。


「ティルヴィング──！」


　練司も知っている。弁慶機関の人間は、基き礎そ知識として世界中の聖剣を学ばせられる。北欧神話に出てくる呪のろいの剣だ。


　Ｄアームの出自は様々だが、口伝で広がる逸いつ話わよりも、書物になって千年以上も伝えられる神話とでは、後者が圧あつ倒とう的に強い。


　ましてや北欧神話の剣は、神の力の化け身しん。


　ミョルニルと同じく、とんでもない力を秘ひめているものだ。


「その嬢じようちゃんを連れて帰れって命令だったけど……いいや、別に。抵てい抗こうしたら殺せって言われてるしな」


「させるかよっ！」


　練司が手を伸のばす。


「やるぞ薄緑！」


「やれやれ──仕方ないのう」


　薄緑の全身が光る。


　その光が収まると、練司の両手には一ひと振ふりの刀が握にぎられていた。


　鎌かま倉くら太た刀ちと呼ばれる、反りの大きな刀。戦国時代に使われていた打うち刀がたなよりも長い。本来ならば鞘さやの装そう飾しよくにもこだわるのが鎌倉スタイルらしいが、薄緑はシンプルな漆うるし塗ぬりの装飾だ。


『練司、どうした？　状じよう況きようは』


　インカムからライラの声。


「ミョルニルが逃とう走そう。現在、〝秘密結社ロキ〟の伝承者テイルキーパーと交戦中」


『ロキ……!?』


　阿形がそう名乗ったわけではないが、ミョルニルは秘密結社ロキの最高幹部が使用するＤアームだ。


『練司、私もすぐに行く。交戦は許可するが、けして深追いするな！』


「……ああ」


　ライラの命令には納なつ得とくできるが、どこまで従えるか練司にも分からない。


「あの人が、ロキ……秘密結社……」


　糸が息を飲む。


「ハッハ！　まるで悪の組織みたいに言うじゃねーか！」


　どう見ても善良には見えない阿形の高笑いが響ひびいた。


「だったら、どうするよヒーローさん？　か弱い女の子を守ってキャーキャー言われるために頑がん張ばるか？」


「……俺は、そんなもののために剣は振ふらない」


　周囲を見ると、客はほとんど逃げ出していた。数人の店員と警備員が右往左往しているが、ここからなら被ひ害がいは少ないはず。非常口から逃げ出さなくて良かった。阿形を見ていると、人ひと混ごみでも平気で斬きりかかってきそうな様子だ。


　練司は薄緑の柄つかに触ふれた。


　水のようにヌラリとした光こう沢たくの刃やいばがゆっくりと引き抜ぬかれる。





「俺の道を邪魔する奴やつは、斬る」





　抜き放った刃を眼前に据すえ、練司は構えた。


　徐じよ々じよに目が慣れてくる。


　阿形はまだ両手で剣を弄もてあそんでおり、余よ裕ゆうを見せている。


　スキだらけだ──剣けん道どうならば。


　Ｄアームは剣にして剣に非あらず。魔ま力りよく、妖力、あらゆる力を持った暴力の化身。その能力をフルに使いこなした時、もはやそれは剣ではなくなる。


　しかし、阿形はまだ昨日契約したばかり。


　まだ常識は捨て切れていないはず──


「ふっ！」


　練司から攻せめた。


　一歩──


　それだけで、五メートルを詰つめる。


「のわっ！」


　阿形の剣が薄緑の刀身を払はらった。


　が、驚おどろいた阿形がバランスを崩す。


「くっそぉっ！」


　前から練司を近づけさせないように、闇やみ雲くもに剣を振る阿形。


　が、遅おそい。


　練司は素す早ばやくステップを踏ふむと、阿形の背後に一瞬で回りこむ。


「はっ！」


「ぐおおおおっ！」


　練司の蹴けりが、阿形の背中を押した。前のめりに倒たおれる阿形を追つい撃げきするため、さらに前に出る練司。


「お、おおおおっ!?」


　阿形は素早く転がり、起き上って剣を構える。


　たった数秒の出来事なのに、もう阿形の息が上がっていた。


「はぁ……！　はぁ……っ！　おま……なんだ、その動き！　人間じゃ、ねぇ……！」


「そんなに驚くなよ。俺は伝承者テイルキーパーだぜ？」


　五メートルを一瞬で移動する技わざ。素早く背後に回る技。


　昨日も三メートルの高さを跳ちよう躍やくした。


　その天てん狗ぐのような身のこなしは、全すべて薄緑の力だ。


　Ｄアームと契約した者は、その力を享きよう受じゆする事ができる。霊れい的てきに剣と一つになり、ただの人間では不可能な芸当を可能にする。


　それこそがＤアームが恐おそれられ、管理される理由だ。


　この「軽かる業わざ」はまだ序の口だ。薄緑の力はまだまだこんなものではないし、彼女よりもっと恐ろしい能力を持ったＤアームは山ほどある。


　おそらくティルヴィングにも能力はある。


　阿形は、まだそれを使いこなしていないだけだ。


「大人しく降参しろ。抵抗すると、本当に斬るぜ」


　肩かたで息をする阿形の顔に剣の切っ先を合わせて構える。


「く、くそ……！」


　が、阿形の目の光はまだ消えていない。


「この野郎ぉぉぉぉっ！」


「!?」


　大きく背後に振りかぶり、ボールを投げるようなフォームでティルヴィングを振り下ろす。先さき程ほどよりスピードは速いが、予備動作が大きいので簡単に見切れる。


練司は後ろに下がろうとするが、


『横じゃ！』


　薄緑の声に従い、身体を強ごう引いんに横に倒す。


　ティルヴィングは練司が立っていた場所を通り抜けた。その斬ざん撃げきは衝しよう撃げき波はとなり、練司の背後の噴ふん水すいを支えていた女め神がみ像を袈け裟さ掛がけに切り倒した。女神像が支えていた甕かめが倒れ、噴水がスプリンクラーのように乱れて飛び散る。


　さらにその奥にあるアクセサリショップの看板までもが真っ二つに切れた。それを支えていたローマ風の支柱も斜ななめにずれ、ゆっくりと床ゆかに落下する。


『油断するな練司！』


「……！」


　練司の背筋に冷たいものが走った。


　Ｄアームの使用経験は練司の方が圧倒的に上だ。しかし格かく闘とう技ぎと違ちがい、相手がどれだけ弱かろうとも武器で身体からだを斬られれば死ぬのだ。


　昨日の薄緑の警告を忘れるところだった。


　どれだけ「軽業」の能力が優すぐれていたとしても、斬られれば死ぬ。


　自分たちは、命のやり取りをしているのだ。


『この痴しれ者ものめ！　何を聞いていたのじゃ！』


「……っせぇ！　もう大だい丈じよう夫ぶだ！」


　体勢と息を整え、再び剣けんを構える練司。


「オラァァァァアアアアアッ！」


　もう一度、阿形の剣が振り下ろされた。


　今度は焦あせらず、ゆっくりと避よける。


　が、阿形もバカではない。剣を振り下ろした状態から、さらに一歩踏み出して練司に体当たりした。


「くっ！」


「死ねぇぇぇぇっ！」


　密着した状態で、阿形が剣を突つき出した。


『下がれ練司！』


　腹への一撃を、練司は高速のバックステップで回かい避ひする。さらに後方へ下がりながら薄緑を打ちおろし、阿形の剣の軌き道どうを逸そらした。


「ふぅっ……！」


『練司、攻めろ！　好機じゃ！』


　薄緑の言葉に従い、練司はさらに前に出る。


「うおおおおおっ！」


　突き出した剣は、阿形の喉のどを狙ねらう。軽業の力で強化された練司の足は、肉食動物のような速度で命を取りにいった。


「はぁああっ！」


　アーチを描えがくように阿形が剣を振り、薄緑を弾はじいた。


「ってぇ！」


　電撃のような衝撃が剣から身体に伝わる。


　ティルヴィングの威い力りよくか、それとも阿形の力なのか。いずれにせよまともに受けると負けてしまう。


「おい薄緑！　どこが好機なんだよ!?」


『貴様が遅いのじゃ！　もっと強く踏み込め！』


「さっきから、やってんだろっ！」


　怒ど鳴なりながら、さらに突きを繰くり出す。


「ちぃぃぃっ！」


　阿形の斬撃を縫ぬうように、練司の剣が走る。


　薙なぎ払うティルヴィングを下がって回避すると、ガラ空きになった胴どうに向かって練司は斬きりつけた。


「ぐおおおっ！」


　わずかだが、斬れた。


　阿形の脇わき腹ばらの肉を斬る感かん触しよく。


　そこから伝わる、命を削けずり取る感覚。


「──！」


　薄緑の切れ味が鋭するどかったせいだろう、硬かたいものをすり抜けるような小さな感覚しかなかった。もっと気色の悪いものだと思っていた。


　──それでも、浅い。


　手ごたえで分かる。
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　訓練用の人形を斬った時は、もっと深く手に感覚が残っていた。


「ぐおおおおおおおっ！」


　脇腹を押さえながら、阿形が下がる。


　左の腹から流れ出した、鮮せん血けつ。


　それを見て、初めて練司は人間を斬った自覚が湧わいてきた。


　──俺が、斬った。


　Ｄアームを使った訓練は多くこなしてきたが、敵の肉体を傷つけたのは生まれて初めてだった。


　ドロリとした粘ねん着ちやく質しつの恐きよう怖ふが、薄緑から練司に伝わる。


　苦痛に歪ゆがむ阿形の顔。


　もっと深く斬れば、殺していた。


　──これは実戦なんだ。殺して当然なんだ。


　題目のように心で唱えても、心臓の鼓こ動どうが速くなるだけ。


「てめぇぇぇぇぇっ！　ブッ殺してやる！」


　叫さけぶが、阿形は壁かべにもたれかかったまま動かない。


　このまま死んでしまうのか。


　いや、阿形は右手で脇腹を押さえたまま、左手で剣を構えて練司を睨にらんでいる。戦せん闘とうの意思は消えていない。


『練司！　臆おくするな！』


　右手から伝わる、薄緑の声。


「誰だれが──」


　臆しているか、と反論しようとする。


　その瞬しゆん間かん、脳のう裏りに浮うかぶ一人の少女の姿。





　──爆ばく発はつする、飛行機。





　死のイメージが鮮せん明めいに蘇よみがえり、あの時の気分まで再現される。


　あの最悪な思い出を、自分の手が作り出そうとしていると思うと──


「ぐっ！」


　猛もう烈れつな嘔おう吐と感に口を押さえる。


「はぁ……っ！　はぁ……！」


『練司！　何をしている!?　早く斬れ！』


　薄緑に何か言わなくては。


　大丈夫だ。糸を守るための任務なのだから。


　罪は全部被かぶる。そのつもりで弁慶機関に入ったのだから。


　そんな事を言おうと練司が口を開いた時。





『生なま温ぬるいなぁ……アタシが代わってやるよ』





　薄緑の声が変化した。


　ハスキーで楽しそうな声と共に、柄つかが震ふるえる。


　違う。変わったのは声だけではない。練司の左ひだり腰こし──ベルトに付けた特製のホルダーに提げられている鞘さやが赤くなっている。


　まるで、別の刀のように──


「──膝丸！」


『アッハハハハ！　さぁ、殺そうぜ！　敵は殺せばいいんだよ！』


　身体が勝手に前に進んだ。


「おぉおおおおおおっ！」


　阿形が真っ向から攻せめた。


　ティルヴィングを振ふりかぶろうとするが──


『アハハハハハハッ！　馬ば鹿かの一つ覚えなんだよ！』


　練司の意思とは無関係に繰り出した足が、阿形の右足を踏ふんだ。


「てめぇっ！」


　動うごきを封ふうじた阿形の膝に、膝丸の刃やいばが刺ささった。


　わずかな肉の抵てい抗こう。


　筋肉が千切れ、裂さける。


　血管が破れ、流れる血が刀身に伝わり、その流れに逆らってさらに喰くい進む膝丸の刃が、やがて骨に達する感触。


　この手にはっきりと伝わった。


「おああああああああっ！」


　剣を抜ぬき、今度は阿形の左の脇腹──先さき程ほど薄緑が斬った傷口に、膝丸の刃が刺さる。内臓を抉えぐるように剣を捻ひねると、踏んでいた練司の足が離はなれた。


「がぁぁっ！　ぐおおおおおっ！」


　野や獣じゆうのような呻うめき声を上げ、阿形が倒たおれる。抜いた刀身に返り血がかかり、花はな吹雪ふぶきのように散ったかと思うと、ドロリとその場に流れた。


「きゃああああっ！」


　背後で悲鳴。


　振りかえると、糸が青ざめた表情で口元を押さえていた。


『アハハハハハッ！　どうだい練司！　簡単だろう、人を斬るなんて！　女を抱だくよりずっと簡単だ！　見てみろよ、あの無様な格好！　アハハハハッ！』


「やめ……ろぉぉっ！」


　練司が身体を動かそうとするが、全身が鉛なまりになったかのように重い。


　震える練司の手が勝手に動き、さらに阿形の太ももを刺す。


「ぎゃあああああっ！」


　苦く悶もんに満ちた阿形の表情を、まともに見ていられない。


「このっ、馬ば鹿か野や郎ろうぉっ……！」


　左手で右みぎ腕うでを摑つかみ、強引に剣を抜く。


　なおも動こうとする全身を、練司は押さえつける。


「やめろ、やめろ、やめろ膝丸！　やめろぉっ！」


『なんだよ？　何がいけないってんだよ？』


「いけないに決まってんだろうが！　人に対して、こんな──」


『敵なんだろう？　糸を殺そうとした悪い奴やつなんだろう？　だったら殺そうぜ。殺せば糸が襲おそわれる事もなくなるんだぜ？　それに練司、アンタ殺した事ないんだろう？　だからアタシが手ほどきしてやろうってんだ』


　悪びれもせず、膝丸は楽しそうな声で反論する。


「ち、違ちがう……！」


　練司はバネのように反発する自分を押さえつつ、刀を鞘に収めようとする。しかし他の部位はともかく、膝丸を持っている右手だけはまったく動かない。


「これは、こんなのは、違う……！　殺せばいいってもんじゃない……！」


『何が違うってのさ。死ねばみんな一いつ緒しよなんだよ？』


「うるせえ！　黙だまれ膝丸！」


　強ごう引いんに膝丸の刀身を床ゆかに挿さす。


　なおも動こうとする手を、必死で止める。


「ぐぁぁああっ！　くそっ、くそぉぉぉっ！」


　眼前には、血まみれでのたうち回っている阿形が。


　全身傷だらけで、急いで手当をしないと死ぬ。


　──これを、俺が。


　吐はきそうになるのを堪こらえる。


「阿形……とか言ったな。今、人を呼ぶ。手当てを受けるんだ……！」


「あぁん!?」


　が、阿形は練司を睨みつける。まだそんな元気があるのか。


「殺せ……殺せド畜ちく生しようがぁっ！」


「……殺さない。お前には情報を吐はいてもらう」


「んだそりゃ！　ナメてんのかクソガキ！」


　血を吐きながら、阿形は上半身を起こす。


　両足は動かず、脇腹からも赤い血が噴ふん水すいのように流れているのに、それでも阿形はティルヴィングを杖つえ代わりにして立とうとする。


「おい立つな！　死ぬぞ！」


「っせぇ！　なんでテメーが俺の心配してんだよ！　勝ったつもりかゴラァ！　俺が弱いから馬鹿にしてんのか！　馬鹿にしてんのか──ゴホォッ！」


　血の混じった咳せきをして、阿形はまた倒れる。


「チクショウ……弱いから、弱いから負けんのか、俺はよぉぉっ！」


　血の海になった床を叩たたく阿形。


　このまま暴れられては、救護班が到とう着ちやくする前に出血多量で死んでしまう。


　だが、阿形には味方がいた。


　彼の叫びと、膝丸の制せい御ぎよに気を取られて忘れていたのだ。


　阿形が右手に持つ剣けんが、淡あわい光を帯びた。





『改めて問おう──願い事はないか？』





　老人の声。


　その台詞せりふに、練司は気付く。


　ティルヴィングとは、持ち主に呪のろいを引き起こす魔ま剣けん。


　その呪いと引ひき換かえに得るものは──


「ハ……ハハッ」


　唇くちびるの端はしから血を零こぼす阿形。


「なんだ……結局、テメーの予言通りかよ」


『願い事は？』


「そんなの決まってるだろ……」


　すでに出血多量で青白くなった阿形の顔。目の光も徐じよ々じよに失われ、もはや手足も動かせない。


　そんな彼の目が見開かれ、愉ゆ悦えつの混じった声で絶ぜつ叫きようする。





「俺を──最強にしろぉぉぉっ！」





　暗いホールに轟とどろく願い。


　成じよう就じゆは一瞬だった。


　ティルヴィングが輝かがやく。閃せん光こうが噴水広場に広がり、練司の目を焼いた。


『ひゃあああっ！』


　情けない声の膝丸。


　同時に、練司の身体からだの呪じゆ縛ばくが解けた。どうやら膝丸が引っ込んだようだ。


　目を開けると、阿形は倒れていなかった。


　立ってすらいなかった。


『上じゃ！』


　薄緑の声。


　視線を上げると、吹ふき抜けの三階付近まで跳ちよう躍やくしている人ひと影かげが。


「ヒャッハァァアアアアアアアァァァッッ！」


　強きよう烈れつな光を帯びているティルヴィングと、傷一つない阿形が落下していた。


　その姿はまるで、嵐あらしが具現したかのように凶きよう暴ぼうだった。


　大きく振りかぶった剣と共に。


「糸！」


　練司は選せん択たくを誤らなかった。


　背後にいる糸の手を取り、瞬しゆん時じにその場から離り脱だつした。


　一歩でも遅おくれていたら、危なかっただろう。


「ハァァァァアァァァァァァッッ！」


　阿形の剣が振り下ろされると同時に、上方の壁かべから光が差し込んできた。


　一筋の線。


　光の線はティルヴィングの軌き跡せきと共に壁から床に達した。空中の阿形の動きに合わせて一回転し、天てん井じようまで届く。


　直後、地面が揺ゆれた。


「おわぁぁぁっ！」


　自分の立っている床が斜ななめに傾かたむいている。


「練司さん！」


　糸が転ぶ。練司は助けようと手を伸のばすが、彼女の身体が遠ざかっていく。


「!?」


　床に立っているはずの練司が、落下している。


　練司の眼前──そこには噴水広場が上方に見える。


　さらに後方では爆ばく発はつ音のような轟ごう音おん。


　立っている場所がズレている。


「まさか、アイツ……！」


　たった一いち撃げきが引き起こした破は壊かい。


　壁の端から、床まで。





　ヴィーナスフォートを両断したのだ。





「ハァ────ハハハハハハ！　アッハハハハハハハ！」


　最初に斬きった噴水の女め神がみ像の顔面に立ち、笑っている阿形が見えた。距きよ離りにして三十メートルもないのに、二人の間には物理的な隔へだたりが生まれていた。


　傷が治っており、その自信に満ちた表情は内面の変化も表している。


　が、何より目を惹ひくのはティルヴィング。


　剣から漏もれ出る霊れい気き──「剣気」が暴風雨のように纏まとわり付いている。


　その強大な剣気が実際の刀身以上のリーチと、奇き跡せきのような切れ味を生み出すのだ。あれを見て「ただの剣」と思う者はいないだろう。


　いや、剣とすら思われないかもしれない。強大な剣気を纏ったそれは、もはや刃は物ものという概がい念ねんを超こえた大量破壊兵器なのだ。


　だから忌いみ嫌きらわれる名前──Ｄアームと呼ばれる。


「あいつ……！」


『練司、どう……!?　今の爆……何だ!?』


　インカムから聞こえるノイズ混じりのライラの声。


「ライラ！　まだか!?　ヴィーナスフォートが──！」


『すまん、も…………する！　しかし、この騒さわぎで……！　ま……！』


　ノイズの向こうに聞こえる、大勢の人の悲鳴。弁慶機関としては、ケガ人の救出もしなければならない。ライラが到着するまでに、自分はどうすればいいか。


　練司は優先順位を考える。今は糸を助けねば。


　傾く床を蹴けり、練司は糸を探す。


「糸！」


「練司さん！」


　柱や壁が斬れたせいか、バラバラに崩くずれてゆく足場。三十度ほどに傾いた足場を滑すべり落ちる糸。このままでは落下して死んでしまう。瓦が礫れきなどの落下物もある。薄緑の「軽かる業わざ」があれば自分自身が逃にげ出すのは容易だが、糸は違う。


　すぐに助けだそうと跳躍しようとするが、


「きゃっ」


　糸の身体が消えた。


　そう見えたのは、何者かが高速で糸を摑つかんで跳とんだからだ。


　それは床を蹴り、壁を蹴って練司の前に降り立つ。「軽業」を使った練司よりも素す早ばやい動作で、目を見張るようなバランス感覚だった。


「練司さん……」


　糸を捕つかまえたのは、手ではなかった。


　鋭するどい牙きばを持つ、口。


　その牙にふさわしい獰どう猛もうな顔。大きな身体には白い毛が神こう々ごうしく生えており、四本の足は傾く床ゆかにしっかりと爪つめを立てていた。


「い、犬……？」


「違ちがう」


　糸を口から離はなすと、それは低い男の声で喋しやべった。


　聞き覚えがあった。


　先さき程ほど、インカムで──


「お前、糸のＤアームか！」


「左様」


　狼おおかみは澄すんだ瞳ひとみで糸を見た。





「我が名はクトネシリカ──糸との契けい約やくに従い、守護に参った」





　まるで女王に仕える従者のように、身を屈かがめて糸に擦すり寄る。


「なるほど……犬のＤアームか」


　糸の前に出られないと言っていた理由が少し分かった。


　確かにこんなに大きな獣けものが現れたら糸も怖こわがるし、周囲も大おお騒さわぎになる。


「わ、私の……？」


「そうだ」


　見つめ合う糸とクトネシリカ。


「だが訂てい正せいさせてもらおう。私は犬ではない。狼おおかみだ」


「あ、ご、ごめん……」


　だが、今はこうしているヒマはない。


「おい、クトネシリカって言ったな。お前は糸を守りに来たんだな？」


「左様」


「じゃあ、ここから連れ出して安全な場所まで逃げろ。できればライラのいる所まで逃げて、指示を仰あおいでくれ。きっとすぐ近くにいる」


「承知した」


　そう言ってクトネシリカは頭を下げる。糸に乗れと言っているのだ。


「れ、練司さんたちは？」


「俺たちは──」


　答えの代わりに、練司は剣けんを構える。


「ヒャアアアアアアアアアッ！」


　真上から阿形が降ってきた。轟音と共に振ふり下ろされたティルヴィングが、練司が立っている床を両断し、その下の階を破壊する。練司は跳躍し、その斬ざん撃げきを回かい避ひすると同時に、崩れていない噴ふん水すい広場まで移動する。


「行け！　ここは俺が食い止める！」


「でも──」


　なおも残ろうとする糸だが、


「糸！　ここはあの者の意思を汲くむのだ！」


「……う、うん」


　糸も動どう揺ようしているだろう。いきなり足場が崩れ、そこへ現れたＤアーム。訊ききたいことは山ほどあるはずだ。しかし現状を理解し、どう行動すべきか判断してくれた。糸は無言でクトネシリカの背中に乗る。


「行くぞ！」


　クトネシリカは崩れる床を蹴り、あっという間に脱だつ出しゆつする。


　なおも崩ほう落らくは続き、悲鳴がそこかしこで聞こえる。多数のケガ人が出ただろう。先程の停電で大勢の人が逃げ出したから、死者までは出ていないと信じたい。


　気になるが、確認するのは阿形をなんとかしてからだ。


　彼を野放しにしては、もっと多くの犠ぎ牲せい者しやが出る。


「ヒュー……スゲェなぁ、Ｄアームってのはよぉ！」


　阿形の声が聞こえる。


　が、姿は見えない。


「ここだよ、ここ」


　真後ろだった。


　思わず飛び退すさる練司に、阿形はニンマリと笑う。先程のような狂くるった笑いではなく、余よ裕ゆうを持った笑え顔がおだった。


「さっきはよくもやってくれたなぁ、ええ？」


「……！」


　練司は剣を構える。


　足を酷こく使ししたせいで、僅わずかに左足が痛む。軽業は天てん狗ぐのように跳び回れるとはいえ、何度も跳べば疲つかれる。


　対して阿形はケガをしていたとは思えないほどタフだ。おそらく先程の〝願い事〟が治ち癒ゆしたのだろう。


「わかるぜぇ～……お前の強さ」


　薄緑の間合いにいるのに、阿形は剣を構えもしない。


「さっきまでの俺は弱かった。けどよぉ、ティルヴィングの力で強くなった今、自分の強さがよく分かるんだわ。理解力も力のウチだもんなぁ」


　練司とて、今の阿形の強さくらい分かる。ヴィーナスフォートを両断できるＤアームを使いこなしている彼は、別人と言ってもいい。


　剣気を見れば分かる。


　今の練司に、あれほどのＤアームを使いこなせる自信はない。


『練司、増ぞう援えんを待て。お主一人では危険じゃ』


「バカ言うな……ロキの伝承者テイルキーパーが目の前にいるのに、逃げられるか」


『しかし、お主の腕うででは無理じゃ！』


「そんなの、やってみなくちゃ分からない！」


　最初と同じだ。


　訓練量で勝まさろうと、才能で勝ろうと、剣を相手に刺させば死ぬのだ。


　分厚い鎧よろいを着ているわけでもない。ましてやＤアームは鎧など粉々に粉ふん砕さいする能力を持っている。薄緑だって名刀のはしくれ、斬きれさえすれば──


「なんだぁ、まだやろうってのか!?」


　阿形はティルヴィングを構えようとして、





「じゃあ、やってみろよ」





　なんと手からティルヴィングを離した。


　剣気を失って床に突つき刺さる剣を拾おうともせず、丸まる腰ごしで練司に近づく。


「どうしたぁ？　ホレ、斬ってみろ」


「なんだと……ナメてるのか!?」


「ああ、そうだよ。ナメてんだよ」


　阿形は両手を広げて、練司の剣を誘さそっている。


「どうしたガキ。斬れよ。斬れるもんならなぁ！」


　ここで練司が剣を振り降ろせば、阿形の胴どうはあっさり斬れる。


　両手を勢いよく振るだけでいいのに──


　どうしても、動けない。


「おっと、丸腰の相手は斬れないってか？　ならどうだ、剣を持ったぜ？　これで満足か？　オラ、斬れよ」


　刺さった剣を再び抜ぬいて練司を挑ちよう発はつする。


　それでも練司は動けない。


　まるで蛇へびに睨にらまれたカエルのように。


「……うっ……！」


「ヒャハハハハハハハ！　どうしたよガキィ!?　さっきの震ふるえはハッタリじゃなかったのかよ！　マジで斬れねぇのかコイツ！」


　練司の顔が歪ゆがむ。


　手が震え、それ以上動かなくなる。


　顔が赤くなり、下腹部に嫌いやな気持ちが充じゆう満まんする。


「俺は……俺は……！」


　腕を振り上げ、阿形を斬ろうとする。


　しかし阿形の拳こぶしが練司を殴なぐり飛ばした。


「がっ！」


　ただのパンチのはずなのに、練司の身体からだは十メートルも吹ふき飛び、瓦が礫れきにぶつかった。鉄骨が背中にあたり、目の前が真っ白になる。


　気を失いそうになり、手から薄うす緑みどりが離れた。


『練司！』


　拾おうとするが、どこに転がったのかも分からない。


「そんな覚かく悟ごで俺に刃は向むかったのかよぉ、弁慶の伝承者テイルキーパーのくせに！　興きよう醒ざめもいいところだぜ！　俺はこんなだらしねぇ奴やつに殺されるところだったのか！」


　倒たおれた練司の胸ぐらを摑つかみ、再度殴る阿形。歯で口を切り、血の味が広がってゆく。そして重機のような力で後方に投げられた。


「馬ば鹿からしいぜ……こんな奴に！」


　背中をさらに強く打ち、息ができなくなる。


　だが、それ以上に練司を苛さいなむ──


　薄うす暗ぐらい劣れつ等とう感。


　練司の腹の底から湧わいてくるような、強い感情。


　──斬れない。


　十度以上、殺すチャンスがあった。


　それなのに一度も剣を振れなかった。


　Ｄアームを悪用する者を斬るのが、弁慶機関の仕事。


　偉えらそうに糸に語っていたのは、誰だれだ。


　──斬れなかった。


『練司！　練司──！』


　どこかで自分を呼ぶ薄緑の声。


　返事をすることもできず、練司の意識はフェードアウトした。








「チッ……」


　冷めた表情でヴィーナスフォートを歩く阿形。


　すでに人々は完全に避ひ難なんしており、誰もいない。強ごう盗とうならば周囲のアウトレットショップでめぼしい品物を物色しているだろうが、女性の服ばかりで阿形には興味がない。


　壁かべ一枚隔へだてた外では、人がギャーギャーと騒さわいでいる。残った警備員が大声で誘ゆう導どうしているが、彼らの声も恐きよう怖ふが隠かくしきれていない。むしろ逃にげないだけ賞賛に値あたいする。


「っせぇなぁ……」


　ぼやいてから、この騒ぎを作ったのは自分自身なのだと思い直す。


　そう、これだけの騒ぎを起こしたのだ。


　この手にある剣が。


「ククククッ……たまんねーな、伝承者テイルキーパーってのは」


　願い事をする前は半信半疑だった。


　強くなりたいと願った瞬しゆん間かんも、こんな気分になれるとは思わなかった。せいぜい筋肉がついて格かく闘とう技ぎチャンピオンくらいの技量が身につくもの程度に考えていた。


　あの時の自分は、確かに弱かった。


　その差がハッキリと理解できる。自分の技量の無さを自覚すると同時に、根こん性じようの弱さ、善悪の迷い、その他メンタル的な弱さも克こく服ふくした。さらに眼力も強化され、飛んでくる銃じゆう弾だんですら箸はしで摑める気がする。


　剣けん士しの強さとは、見切る力なのだ。あらゆる事象を瞬時に判断し、行動に移せる力。それは筋肉だけでは得られないのである。


　携けい帯たい電話が鳴った。


　ティルヴィングを左手に持ち替かえ、通話ボタンを押す。


『阿形──』


「おう、アンタか」


　冷たいＪの声。


「安心しな。無関係な死者はまだ出してねーぜ」


『……そのようね』


　ティルヴィングの力を得た阿形には分かるのだ。あの停電からどれだけの人間が避難して、どこを斬れば死者が出ないのか。


「だが、次は自信がねぇ。弁慶の奴らがどう対応するのか知らねーが、今度は誰か死んでも仕方ないぜ」


『それはあなたの技量次し第だいね。ところで、これからどうするつもり？』


「おう」


　予定ではＪが停電を起こしている間に、糸を拉ら致ちするつもりだった。それがダメなら殺してもいいという指令を受けていたのだが──


「いい方法を思いついたぜ」


『どんなものか知らないけど、もう私の援えん助じよはないわよ』


「構わねぇ。俺一人で全部カタをつけるぜ」


　ここで退ひかなければ、また弁慶機関の伝承者テイルキーパーが襲おそってくるだろう。


　次はどんな使い手が来るのか、楽しみだ。


　逃げ帰る選せん択たく肢しなど存在しない。


　結果、命を落とす事になっても本ほん望もうだ。


　この胸の奥から昂たかぶる、熱い戦いをもう一度したい。


　あの根性なしのガキとは違ちがう、本物の命のやりとりをしたい。





「俺には──覚悟がある」





　殺す覚悟と、殺される覚悟。


　そのどちらも携たずさえていないアイツは、剣士ではない。


　阿形はティルヴィングを左手で構え、軽く振ふる。その小さな動作で壁が丸型に切断された。そこから外に出ると、逃げ惑まどう人間がよく見える。


　顔を上に動かすと、巨きよ大だいな円が視界に入った。


　停電によって全く動かなくなった、大観覧車。


　阿形の口元が吊つり上がった。




　３　Ｄｅｓｐｅｒａｔｅ







　シャケの切り身に、オクラのサラダ。それと白米とインスタントみそ汁しる。


　大おお森もり山やま杏あんがそれらをテーブルに並べて夕食にしようと思ったところで、携帯が鳴った。


「あ～い、もしもし～」


『あー、私です。大森山博士』


　着信ボタンを押すと、見知ったおじさんの顔。テレビ通話になっているようだ。彼の顔が揺ゆれながら明めい滅めつしているのは、車内にいるからだろう。


「なんだよも～。これから夕食にしようと思ってたんだから～」


　時刻は六時半。


　練れん司じたちが外食してくるというので、一人寂さびしくテレビでも観みながらだらしなく食べようと思っていたのだ。叱しかる人がいない食事というのも、また格別である。


「ほらほら、見て見て。今日の夕飯はこれで～す。スーパーのお総菜コーナーって、最近は色々売ってるんだね～」


　携帯のカメラを掲かかげて、食しよく卓たくを映す。


『……ほう、確かに見違えましたね。栄養バランスはともかく、人間の食事になってる。サプリメントとカロリーブロックだけの日々とは大違いだ』


「ふふ～ん、わたしも成長してるのです」


　マイナスからゼロになっただけなのに、偉そうに語る杏。


『ですが、お食事の前にお耳に入れたい事が』


「な～に」


『お台だい場ばでロキの伝承者テイルキーパーによる襲しゆう撃げきがありました』


　そう聞いても、杏は眉まゆ一つ動かさない。食事と一いつ緒しよに観ようと思っていたテレビのリモコンに手を伸のばす。


「規模はどんなもん？」


『ヴィーナスフォートが半はん壊かい、いえ、両断されました』


　二秒ほどの間を置いて、テレビが映った。この時間はどこの放送局もニュースをやっているのだが、大きな事件の報道はされていない。普ふ通つう、ヴィーナスフォートほどの建物が壊こわれれば大ニュースだ。


「情報統制はしっかりやってるのね」


『警察と自衛隊はもちろん、各報道機関にも徹てつ底ていさせております。表向きは配はい電でん盤ばんの故障による大規模停電という事になります』


　さぞかし大きな金とカードが動いたに違いない。悪いのは弁べん慶けい機関ではないのだが、尻しりぬぐいをさせられる立場としては、これが通常業務なのだ。


「で、今はどんな感じなの？」


『伝承者テイルキーパーは大観覧車の乗客を人ひと質じちに、立てこもっております。要求は複数の未み契けい約やくＤアームと、島しま原ばら糸いとの身み柄がら』


「ふむふむ」


　不ふ謹きん慎しんだが、大観覧車にいる人数では釣つり合わないほど無茶な要求だ。Ｄアーム一つでも都市を丸ごと破壊できる威い力りよくを持っている。しかも一度きりではなく、伝承者テイルキーパーが望めば何度でも。


「こりゃ三課の手に余るでしょ。一課が出ないとダメだね～」


『仰おつしやる通りです。しかし──』


「なに、一課出で払はらってんの？」


『現在、埼さい玉たまで別の敵と交戦中です。一課の精せい鋭えいが総出で対応しておりまして、残った者たちをかき集めても、現場まで二時間はかかると』


「お台場のタイムリミットは？」


『一時間半です』


「あちゃ～」


　弁慶機関第一課は、生きつ粋すいの戦せん闘とう集団だ。


　切り札であり、最大戦力。彼らの出番をなくすために他の課が働いていると言っても過言ではない。伝承者テイルキーパー同士の戦いなど、何も生み出さないからだ。一課の連中もそれを理解しているが、中には人斬きりと変わらない人間もいる。


　練司たちが所属している第三課は、主に何でも屋だ。戦闘の第一課、補給の第二課では手に負えない「その他」の仕事を受け持つ。そのためあらゆるケースに適応できるベテランが、何も知らない新人を教育する場としても役立っている。


　しかし今回は「その他」ではない。これはもはや純じゆん粋すいな戦いなのだ。


「……練ちゃんたちは？」


『現在、練司は意識を失っております。戦える者はライラくらいで』


「アンタは？」


『すみません、先週ギックリ腰ごしが再発しまして』


「糸ちゃんは？　あの子のＤアームも見つかったんでしょ？」


『はい。これから彼女の処しよ遇ぐうについて相談する所です』


「おっけ～」


　彼の言いたい事は、おおよそ判明した。


　だから杏は結論から尋たずねる。


「何分で迎むかえに来られる？」


『すでに向かっております。十分もあれば、いつもの場所で』


「はいよ～」


　気楽に返事をして、杏は通話を終しゆう了りようした。


「さて」


　背筋を伸ばし、気合いを入れる。


　残り十分。それだけあれば大だい丈じよう夫ぶ。


　杏は白米の上にシャケをのせ、さらにオクラのサラダをのせる。その上からみそ汁しるをぶっかけて一気にかき込んだ。


「練ちゃん、死なないといいけど」


　誰だれかが傷つく場合があるとすれば、確実に練司だろうと思っていた。彼の無む鉄てつ砲ぽうさは杏が初めて出会った時とまるで変わっていない。


　狂きよう犬けんのような獰どう猛もうさで威い嚇かくしつつ、中身は怯おびえた子犬と変わらない。若さからくるものと片付けるには、彼は背負っているものが大きすぎる。


　薄うす緑みどりという特とく殊しゆなＤアームに興味を持って若わか林ばやし家に居い候そうろうしている、という名目だが、杏は薄緑だけでなく、彼女と練司のコンビが気に入っているのだ。だからこんな所でコンビ解消してもらっては困る。


「……う～、オクラはみそ汁にもごはんにも合うのに、三つ合体させるとダメだな～」








　振り返かえってみると、出会いは最悪だった。


　約半年前、警備員によってたかって袋ふくろ叩だたきにされている練司を見たのが最初だった。杏は助けるでもなく、そのまま素す通どおりしたわけだが。


　その後、どうしても弁慶機関に入りたいと懇こん願がんする命知らずの少年の話は、杏の耳に入るまで半日も要さなかった。仕し事ごと柄がら、殺さつ伐ばつとした話題ばかりの職場で、久しぶりに楽しいジョークだと思った。


　その後、件くだんの少年に適性テストを受けさせると聞いた時は、それはもう飛び上がって驚おどろいたものだ。どういう話の流れで、そんな特例に行き着いたのか。


　ここまで来て、ようやく杏の興味が湧わいた。


　身体測定や学力検査を受けさせている第三課の課長に忍しのび寄り、こっそりと内情を窺うかがってみたのだ。


　すると、杏の予想以上に面おも白しろい答えが返ってきた。


　そもそも弁慶機関に入る者は、ほとんどがＤアームによって何らかの被ひ害がいを被こうむった者ばかりだ。親しい者を殺された者や、自分自身がＤアームに取り憑つかれた者、それか止よせばいいのにＤアームに興味を持ってしまった杏のような人物。


　若林練司という少年も、例に漏もれなかった。


　彼は中学三年の終わりに、Ｄアームが起こした飛行機爆ばく破はによって幼なじみを失った。


　問題はその事件の犯人だ。


　幸運か不運か、いずれにしても強運には違いない。





　それは世界中の機関が血ち眼まなこになって探していたＤアームだったのだ。





　事件について練司に事情聴ちよう取しゆをした時、彼もＤアームの存在を知ったのだろう。弁慶機関も練司も、そのＤアームについての情報を知りたかったに違いない。


　そこから、今こうして適性テストを受けるに至った経過は容易に想像できる。


　杏は課長にもう一つだけお願いをしてみることにした。








　弁慶機関の地下は、奇き妙みような作りになっている。地下五階まで降りると、長くて曲がり角は多いが、まっすぐな廊ろう下かが続く。そこから下に階段で下りると、さらに同じように角だらけの廊下が延びている。


「……なんだ、ここ」


　最初に侵しん入にゆうを企くわだてた時とは大違いの練司。照明の少ない廊下を不安そうに眺ながめながら歩いている。


「ここはね～、下に通じる廊下だよ」


「いやそれは分かるんだけど、なんでこんなに入り組んでるんだ？」


「ん～とね、なんか魔ま術じゆつ的な結界だった気がする。忘れちゃった」


「魔術とか大がかりな装置なのに忘れるのかよ！」


「魔術ってのはＤアームを封ふうじ込めるために使われた、昔の技術だからね。今は道具と薬品でチョチョイっとできるのさ～」


「……アンタ、そもそも何者なんだ？」


「わたしは大森山杏と言います。二十はたちだけど、博士なのです」


　と、白衣の胸むな元もとについている社員証を見せる。


「……すげぇな、二十で」


　この社員証は本物のベンケイ警備保障のそれとは微び妙みように色や模様が違ちがう。新人の警備員は訝いぶかしがるが、バーコードは本物なので何も言われない。


「ていうかアンタ職員なのに、魔術とか分からないのかよ」


「Ｄアームなら分かるんだけどね～」


「Ｄアームだって魔法の武器だろ。同じじゃねーか」


「全然違うよ～。同じに考える人もいるけど、Ｄアームは生き物だからね。考える力もあれば行動の欲求もあるもん。オカルトなんかじゃないよ」


「……だな。考える力があるから、悪事もはたらく」


　暗い声の練司。おおかた、Ｄアームによってめちゃくちゃにされた過去を思い出しているのだろう。


　ここに来る新人はいつもこんな重いモノを背負ってやってくる。働いているうちに消える人もいれば、どんどん増やしていく人もいる。


「ま、いいけどね」


　特殊な武器を扱あつかう機関だ。それも当然。


　そう考えつつ、杏は練司と階段を下りる。


　長い廊下を越こえて三階ほど降りたところで、目的の部屋に辿たどり着いた。


「ここだよ練司クン」


　頑がん丈じようなドアには簡素な番号と名前が書いてあるだけ。


「この中にいるのは、ウチで唯ゆい一いつフリーのＤアームだよ。コレと契約できれば、キミの勝ち。弁慶機関に入れるよ。できなかったら残念だけど、貴き殿でんの今後のご活かつ躍やくをお祈いのり申し上げますってことで」


　才能があろうがなかろうが、全すべてはここで決まってしまう。


　残念だが今の練司では弁慶機関で働く事はできない。今後の伸のびしろはあるが、まだ十六歳の少年を特務機関で働かせるのは無理だ。適性テストの結果も、常人と比べて傑けつ出しゆつしたものは見いだせなかった。


　それを覆くつがえすための最終手段が、Ｄアームだ。


　Ｄアームと契約すれば、世界を破壊できる能力が手に入る。


　そうなれば弁慶機関は否が応でも伝承者テイルキーパーを管理しなければならないし、そうすることで貴重な戦力を手に入れられる。


　若さと未熟さを補うには、特殊な力を持つしかないのだ。


「ただねぇ、今んとこ伝承者テイルキーパーゼロなんだよ、このＤアーム」


　扉とびらを叩たたく杏。衝しよう撃げき吸収材の弾だん力りよくが伝わってくる。


　そしてネームプレートをそっとなぞると、練司はそこに書かれた名前を自然と口に出していた。


「……〝薄緑〟」


「源みなもとの義よし経つねが使っていた剣けんだよ。Ｄアームとしちゃ、すごい切れ味とすごい軽かる業わざが特殊能力ってだけで、そこまで化け物じみた剣じゃないのよ」


「じゃあ、なんで今まで誰も？」


「ま、理由はちゃんとあってね。そのへんを理解した上で契けい約やくに臨のぞんで欲しいんだよ」


「なるほどね」


　練司はため息をついた。


「ワケありのＤアームをあてがわせて、とっとと追い出そうってハラかよ」


「無事に契約して使いこなせりゃ～、それはそれでありがたいけどね～」


　杏は否定しなかった。ただ故意に薄緑と契約させようとしたわけではない。未契約のＤアームが他になかったのは事実なのだ。


「……やるよ」


　練司はそう答えるしかない。


「決めたんだ。俺は弁慶機関に入って、あの〝槍やり〟を探すって」


「一条いすかちゃんのために？」


「っ！」


　その名を出した途と端たん、練司の顔が変わった。そのくらいの情報、調書で確かく認にん済ずみだ。彼もその事に気づいたのか、


「……そうだ。俺はいすかにもう一度会うために、クソ忌いま々いましいＤアームと契約する。絶対にだ……！」


　飛行機事故を起こしたＤアームについて、練司は説明を受けている。だからこそ火が点ついてしまったのだろう。そのＤアームに近づけば、いすかが生き返ると信じているのだ。


　それは杏でなくとも分かる、無む謀ぼうな賭かけ。


　賭けとすら呼べない、馬ば鹿かな行動だ。


　だからこそ、面白い。こういう人間は応おう援えんしたくなる。


「頼たのむ。開けてくれ」


「はいはい」


　カードキーを入れると、扉はゆっくりと開いた。


「……なんじゃ？」


　部屋の中から、気け怠だるそうな女性の声。


　厳重に管理されてはいるが、牢ろう獄ごくではない。部屋にはきちんと家具もあれば風ふ呂ろトイレもある。Ｄアームは気まぐれなので、食事や排はい泄せつをする者もいるのだ。希望すればテレビや本なども支給される。


　それでも待たい遇ぐうは軟なん禁きんと言っていい。薄緑もこの部屋から一度も出ていないのだから。


「さ、練司クン。お話ししといで」


　杏が彼の背中を叩く。


　が、練司は微び動どうだにしない。


「練司クン？」


　彼は震ふるえる指を伸ばし、薄緑から目を離さない。





「──いすか」





　練司の言葉を聞いて、杏は思い出す。


　記き憶おくと現実との整合性を確かめるために、持っていたファイルを開き、該がい当とう箇か所しよを探した。ほどなくして見つかったそのデータを、眼前のＤアームと照らし合わせる。


　飛行機事故で亡くなった練司の幼なじみ、一いち条じよういすか。


　七百年の時を生きているＤアーム、薄緑。


　艶つやのある長い髪かみ、下がり気味の目、筋の通った鼻、小さな唇くちびる。


　先さき程ほどの怠そうな、でもよく通る高い声や、儚はかない愁うれいを帯びた表情まで。


「う～わ、そっくり」


　写真と並べて見ると、瓜うり二ふたつだった。


　これは偶ぐう然ぜんで片付けていいものか。


　いや、練司の顔を見れば分かる。


　悲観もせず、怒いかりもしない。


　ただ希望とやる気に満ちた表情。


「……こいつと契約すればいいんだな？」


　それを見た時、杏はふと思った。


　──あ～、こりゃきっと契約するな。


　理由は今でも分からない。


　これが仏教で言うところの「縁えん」というヤツなのだろう。


　事実、大ゲンカの末に本当に契約してしまったのだから、そう思わざるを得ないのだ。





　　　　＊




「……ん」


　目覚めると、救護車のベッドだった。表向きはベンケイ警備保障のトラックだが、荷台に最新の医い療りよう設備が揃そろっている。


　けして良い寝ね心地ごこちとは言えないベッドから起き上がると、練司は周囲を見回す。ベッド脇わきにミネラルウォーターが置いてあったので、許可も取らずに飲んだ。


「嫌いやな夢を見たな」


　一息つくと、先程の夢を思い出す。


　薄緑と初めて出会った時の事。


　杏のボケもあったせいか、ひどい出会いだった。いや、むしろ杏が場を引ひっ搔かき回してくれたおかげで契約までこぎつけたと言うべきか。


　あの時は、お互たがい必死だった。


　練司はいすかを蘇よみがえらせるためなら何だって契約したかった。


　それは薄緑の方も同じだ。


　彼女も、どうしても誰だれかと契約したかった。こんな練司のような青二才ですら必要としなければならない事情があった。


　だが──


「……よぉ」


　見上げると、薄緑が立っていた。


　幼なじみに瓜二つの。


　ずっとここで看病してくれたのか。それとも目覚めた事に気がついて、歩いてきたのか。


　言いたい事は色々あった。


　が、それを言うより早く──





　横よこっ面つらを思い切り張り倒たおされた。





「……っ！」


　ベッドから落ちて転がる。緑色のゴムシートが広げられた床ゆかに顔を打ち、口の中に血の味が広がった。


　立てない。


　それほど薄緑の怒りは重かった。


「何な故ぜ、斬きらなかったのじゃ」


　静かな痛みを孕はらんだ声が降ってくる。


「貴様が斬っていれば。二十五人もケガをせんで済んだのじゃぞ」


「二十五人……」


　ヴィーナスフォートにいた人間の数だ。停電の時にほとんどの客は逃にげ出したが、それを誘ゆう導どうしていた職員や警備員がほとんどだろう。


「今でも観覧車には人が残っておる。全すべてヤツの人ひと質じちじゃ！」


「……そうか。そんなに」


「全て貴様のせいじゃ！　この未熟者！」


　薄緑の手が伸び、練司の髪を摑つかんで持ち上げる。


　ぼんやりしていた頭が、激痛によって覚かく醒せいされた。


「いっ……！」


「必要があれば斬る、と言っていたのは何じゃ？　悪いＤアームから人を守ると言っていたのはウソだったのか？」


「それは……」


「貴様の言葉には、何の重みもないわ！」


　髪を摑んだ手を離はなされる。練司はよろよろとベッドに座りこみ、しかし何も言い返せない。


　美しい顔を怒りに歪ゆがませ、薄緑はなおもまくしたてる。


「敵を斬らないのは、貴様の主義なのか？　それで何が得られるのじゃ？　ちっぽけな自尊心か？　それは二十五人を傷つけるに値あたいするモノなのか？」


　言葉が胸に刺ささる。


　彼女の言う通りなのだ。


　誰だって、人を斬りたくはない。殺人なんてしたくない。それは文明国に生きる人間ならば当たり前の感情だ。


　だから殺人犯は汚けがらわしいものだとされる。


　Ｄアームの伝承者テイルキーパーは、誰かを守るために汚よごれなければならない仕事なのだ。


　そう、分かっていたはずなのに。


「そんなことで──貴様は、本当に望みを叶かなえられるのか!?　貴様と、妾わらわ、両方の！」


「…………」


　練司は答えられない。


　肯こう定ていもできず、否定して事実を認めるわけにもいかない。


「……もう良い」


　大きなため息。


「そこで寝ていろ。お主には失望した」


　失望と悲しみが入り混じった声を残し、薄緑は救護車を出ていった。


　彼女の姿が見えなくなっても、練司は何も言えず、ただ自分の膝ひざを見つめる事しかできなかった。








　お台場の闇やみは深かった。


　ヴィーナスフォートを擁ようするパレットタウン全域が停電状態にあり、現在は弁慶機関と自衛隊が用意した車両やヘリコプターの照明のみが頼たよりだ。


　薄うす暗ぐらい夜の雲に映し出される高さ百十五メートルの大観覧車のシルエットは、まるで幽ゆう霊れい船せんのように不気味にそびえ立っている。


「もういいのか、薄緑」


　パレットタウンの見取り図から顔を上げたライラは、苦々しくもやりきった表情の薄緑を出で迎むかえる。


「ああ、もういい。言いたいことは言った」


「叩たたく音と練司が倒れる音、ここまで聞こえてきたぞ」


　苦く笑しようするライラ。彼女と薄緑、二人並んで立つと見み栄ばえのするコンビになる。イギリス人の血を引くライラと、古風な顔立ちの薄緑は、それぞれ趣おもむきの異なる美しさがあった。


「フン。あの程度、まだ序の口じゃ」


「ということは、次があるのか」


「うむっ」


　その次を想像したのか、楽しそうに頷うなずく薄緑。


「私には練司を責める資格がない。現場まで駆かけつけられなかったのは、私のミスだ」


「それは逃げる者どもを助けていたからであろう？　ライラのせいではない」


　硬かたい表情のライラに、練司の時とは打って変わって優やさしい声で語る薄緑。


「してライラよ。状じよう況きようはどうなっておるのじゃ？　観覧車の人質は？」


　薄緑の視線に合わせて、ライラが大観覧車を見る。


「ハチ。説明してやってくれ」


　ライラが命令すると、ハチと呼ばれた黒服サングラスの男が頷いた。ライラのＤアームである。


「現在、人質は五十五名。全員、健康状態に異常はありません。ロキの伝承者テイルキーパーはゴンドラ乗り場で姿を晒さらしながら待機しております。パレットタウン一帯を捜そう索さく中ですが、逃げ遅おくれた人はいません。後こう遺い症しようが残のこるケガをした者もおりませんでした」


「ほぉ。契けい約やくしたばかりにしては、使い方が分かっておるようじゃの」


　ヴィーナスフォートを両断しておいて、これだけのケガ人しか出なかったのは奇き跡せきに近い。無差別に殺すテロリストかと思いきや、敵は冷静に剣けんを扱あつかえる厄やつ介かいな剣士だ。


「で、どう対処するのじゃ？」


「対策は数パターン考えておりますが、犠ぎ牲せい者しやの出ない方法は難しいです。最も現実的な方法としては、超ちよう長ちよう距きよ離りからの狙そ撃げきがありますが──失敗したら人質が死にます」


「妾の時代にはピストルなぞなかったからのぅ」


　Ｄアームに対して銃じゆう撃げきはほぼ効かないと思っていい。戦場をくぐりぬけてきたＤアームは、矢をも簡単に叩き落とす。それは銃に対しても同じで、超反応で防ぐ事ができる。


　ただ現代兵器がまったく効かないわけではない。狙撃だって当たれば伝承者テイルキーパーを殺す事ができるし、爆ばく発はつ物ぶつやスタングレネードの類たぐいも効く。今回のケースで問題なのは、一いち撃げきで阿あ形がたを殺せなかった場合、大観覧車の人質が殺される点にある。


　また薄緑の報告にあった、ティルヴィングに対する願い事──強くなりたいという願望によって肉体と反応が強化された事で、狙撃成功の可能性も低くなった。ティルヴィングの魔ま術じゆつ防ぼう御ぎよで銃じゆう弾だんをどこまで防げるのか、こちらにデータがない。


「姉上なら……」


　ぼそりと呟つぶやく薄緑。


「ん？」


「いや、何でもない。姉上はここにいないのじゃからな」


「大森山博士か……確かに彼女ならなんとかできるかもしれない。一応連れん絡らくは入れて、こちらに向かってもらっているが、間に合うか微び妙みような所だな」


「戦力不足じゃのう」


「一課がいないからな……だからこそ、練司にはとっとと目を覚ましてもらいたいのだが」


「さて、どうかの」


　薄緑は練司を張り倒した救護車を見る。


「妾が序の口だとしたら、序二段はどうするか楽しみじゃ」








　ミネラルウォーターのボトルを手にして、練司は救護車を降りた。


　空には暗く照らされる大観覧車。


　地上には警察や消防、そして自衛隊の車が並び、付近一帯が立ち入り禁止にされていた。黄色いテープの外側には、野や次じ馬うまが集まっている。しかし照明のないパレットタウンでは何が起きているか分からないだろう。


　阿形に気絶させられてからどうなったのか、誰かに詳くわしい話を訊ききたかったが、反面、誰とも会いたくない気分が胸を締しめ付けていた。


　何に使うのかも分からないスチール製の箱に腰こしかけ、練司はもう一度水を飲んだ。冷たい水は全身に流れ込むように行き渡わたるが、心のしこりを流してはくれなかった。


　──斬れなかった。


　薄緑の言う通りだった。練司が躊ちゆう躇ちよしたせいでヴィーナスフォートが破は壊かいされたのだ。命を奪うばわなくとも、指や腕うでを斬る事もできたし、戦せん闘とう能力を削そぐ方法はいくらでもあった。言ってしまえば、膝ひざ丸まるに身を任せれば全て終わっていたはずだった。


　それでも練司は動けなかった。


　どうしても邪じや魔まをするのだ。


　常識であったり、臆おく病びようさであったり、倫りん理り感であったり──およそ練司が生きてきた十六年間を支えてきた、強大な価値観。


　それらが、いすかの死に重なって明確なイメージとして映るのだ。


　あの爆ばく発はつの向こう側にいる、優しい笑え顔がおの彼女。その目が人殺しをさせてくれない。


　お天てん道とう様さまが見ている、と言うが、練司の場合はいすかがずっと見ている気がしてならないのだ。


「俺は……！」


　頭を抱かかえる。


　──いすかを生き返らせると誓ちかったのではないか。


　そうするために敵を斬ると宣言したのはどこの誰だれだ。


「──練司さん」


　小さな声に顔を上げる。


　糸だった。


　車のライトが逆光になっているため、表情が分からない。


「糸……大だい丈じよう夫ぶか？　ケガは？」


「平気です。練司さんと──クトネシリカが助けてくれましたから」


「ああ」


　彼女のＤアームがここに来ているのだった。


　色々と訊きたい事はあるが、まずは知っておかなければならない情報からだ。


「今、どうなってる？　阿形とか言うヤツは？」


「ええと、私も簡単な事しか知らないんですけど」


　そう言って糸は状況を分かりやすく説明してくれた。阿形が大観覧車の乗客を人ひと質じちに取っている事。その代だい償しようとして糸とＤアームを要求している事。第一課が来るまで時間がかかる事。


「……なるほど。サンキュー」


「い、いえ。分かりにくくなかったですか？」


　自分の身み柄がらが要求されているのに、糸は気き丈じようだ。


「で、ウチの連中はお前をどうするって？」


「……分かりません」


　現在、それを検討している所だろう。もっとも敵にＤアームを渡すくらいなら、真っ向から戦うと思うが。観覧車の乗客と引き換かえにするには、Ｄアームは強すぎるからだ。


「私があの人の所へ行けば、観覧車の人たちは助かるんですよね」


　確かく認にんするように呟く糸。


「ああ。だけど、そうなったらお前はロキに利用される」


「……私は」


　糸は自分の胸に手をあててこう続けた。





「私は、どちらもイヤです」





　彼女の声は強かった。


　唇くちびるをきつく結び、見開かれた目で練司を見ていた。


「糸……？」


「私は、悪い人たちに利用されるのもイヤですし、観覧車の人が殺されるのもイヤです。せっかく自分の事が分かったのに、それを理解してくれる人もいるのに、またひとりぼっちになるのはイヤです」


「ああ、気持ちは分かる。だから今、上層部が最善の選せん択たくをするように考えてる」


　阿形が要求しているのは、究極の選択だ。糸と百人弱の人間、どちらを取るか迫せまっているのだから。


　ところが──


「勝手に決めないでくださいっ！」


　唐とう突とつな糸の絶ぜつ叫きように、練司が身じろいだ。


「どっちかなんて取りたくないです！　絶対にみんなも助けて、私も助かりたいです！」


「じゃあ、どうしろって言うんだよ！」


「戦いますっ！」


　糸の目から涙なみだが零こぼれた。


　服をぎゅっと握にぎりしめ、それでも練司から視線をそらさない。


「私があの人に近付いて、戦いますっ！」


「バカ！　できるわけないだろう！」


「私だって伝承者テイルキーパーです！」


「そういう意味じゃない！　お前は子供で、そんなヤツに人が斬きれるわけが──」


「斬りますっっ!!」


　涙なみだ声ごえのまま、練司よりも大きな声で糸は絶叫する。


　鼻水を啜すすり、ぐしゃぐしゃになった顔のまま、糸は叫さけび続ける。


「斬らなきゃ、もうどこにも行けないんですっ！　お父さんもお母さんもいないし、親しん戚せきも友達も傷つけちゃったから、北海道には戻もどれないんです！　だからここで、東京で私は戦うしかないんです！　戦うって、決めたんですっ！」


　本当に殺されそうになるほどの力を込こめる糸を見て、練司は想おもう。


　──わずか十三歳の少女に、こんな決意をさせたのは誰だ。


　Ｄアームか。


　いや、違ちがう。


「練司さんもライラさんも、私を完かん璧ぺきに守ってくれません！　だから自分の身は自分で守るんです！」


　糸ははっきりと宣言する。


「……すまない」


　まっすぐに言いたい事を言ってくれて、練司は少しだけ安心した。


　最初、彼女に何があったのか──そう思ったのだが、違う。きっと彼女は元からこういう性格だったのだ。それを嫌きらわれまいと、ずっと押し隠かくしてきた。


　だが、決断を迫られる時になって、他者に身を委ゆだねてはいけないという防衛本能が働いたのだろう。自分でなんとかしなくては、と。


　本音を言わなければ、運命までも他者に流されてしまう。


　だから練司も本音で返した。


「俺は……斬るつもりだった。でも、どうしても斬れなかった。斬るのが怖こわかったんだ。傷つけたくなかった」


　糸の決意が敵を前にしても持続するとは思えない。実際に戦って、初めて分かる事だってあるのだ。


　しかし、





「れ、練司さんは、ヘタレですっ！」





「っ!?」


　いきなりそんな事を言われたのにも驚おどろいたが、糸の声が乱れた事も気になった。


　糸は足をガクガク震ふるわせていた。


　──怯おびえている？


「そ、そんなの、自分に酔よってるだけですっ！　敵を傷つけたくないって、本当は自分が傷つきたくないだけですっ！」


「……！」


「だ、だって、私はできましたよ！　ホラ、れ、練司さんを傷つけられましたから！」


　強がる彼女だが、震えはどんどん大きくなってきている。


「……やっぱり、怖いのか」


「こ、怖いです……！」


　練司は立ち上がり、自然に糸を抱だきしめた。彼女を慰なぐさめるためではなく、こうすることで震えの強さが分かると思ったからだ。


　自分の身体からだも震えるほど、糸は怯えていた。


「こ、これからお世話になるかもしれない人に、ずっと私を守ろうとしてくれた人に、こんな事を言うのは、と、とても怖いです……！」


　糸は練司にしがみついた。


　涙がボロボロ零れる糸の頭を、練司はそっと撫なでた。


「で、でも、決めたんです！　ずっと……ずっと、戦うって……！　嫌われても、嫌っても……私……！」




[image: ]


　練司は今日、一番驚いた。


　この少女が、こんなに強い意志を持っていた事に。


　先さき程ほどまでは知らなかったが、この糸という子、内に秘ひめたモノは練司よりずっと熱くて強い。


「イヤですよぉ……戦うのは、嫌いで…………でも、がんばらないと」


「……そうだな」


「なんで…………なんで、こんな…………」


　──ホント、なんでだろうな。


　Ｄアームにさえ関かかわらなければ、きっと真ま面じ目めで立派に育っていただろう。


　そんな糸に戦わせるなんて──やはり、間違っている。


　──戦うのは、俺だ。


　自分の居場所を守るために戦うと言った糸。


　彼女のような人にこそ、幸せになって欲しい。


　練司の願いは、いつも同じだ。


　これ以上誰かをＤアームで不幸にさせない。


　いすかを失ったあの日からの誓い。


「……Ｄアーム…………？」


　ふと、練司は糸の言葉を振ふり返って考える。


　──なんで、こうなった。


　糸をこんなにしたのは誰だれか。阿形に力を与あたえたのは誰か。


　いすかを殺したのは、誰か。


　これだけＤアームが暴れているのに、悩なやむのは人殺しの事ばかり。





　──俺が殺すべきなのは、人なのか。





　そう考えた瞬しゆん間かん、頭の中がクリアになった。


「糸」


　練司は糸の身体を離はなす。鼻水が服についたが、気にしない。


「で、でんじざん……わだじ」


「いいから涙拭ふけ」


　ハンカチで強ごう引いんに糸の顔を拭ぬぐう。


「糸、ありがとう。俺にも何かが分かった」


「え……？」


　真っ赤な顔の糸に、練司は微笑ほほえむ。





「俺、やっぱり人は斬れない」





　それは認めなければならない、自分の弱さ。


「──けど、それでいいんだ」


　だからこそ気づけた、自分の道。


　目を丸くする糸の頭を、練司はもう一度撫でた。








　残ったミネラルウォーターを頭からかけて目を覚まし、近くにいた弁慶機関の構成員に薄緑の居場所を聞く。


　駆かけ足でそこまで走ると、薄緑は一人で観覧車を見ていた。


　もしも練司が気づかなければ、ずっとそこにいたのだろうか。


「薄緑」


　練司が呼びかけると、感情のない顔で振り向いた。


　そのまま数秒ほど見つめ合う。


　彼女は練司の言葉を待っていた。


　だが、話す前にまずやらなければならない事がある。


「……すまなかった」


　深々と頭を下げた。


「俺が未熟だった。今までなんだかんだと喚わめいていたのは、ただ自分に言い訳していただけだと気付いた」


「正確には、気付かされた、じゃろう」


「……まぁ、な」


　糸の言葉がなければ、今でもふてくされていたかもしれない。


「フン。その面つら構がまえから察するに、考えを改めたようじゃの。ようやく人を斬る決心がついたと言うことか」


「いや。人を斬る決心はついていない」


「……？」


　薄緑の眉まゆが寄る。


　彼女が怒ど鳴なる前に、練司は訊ききたかった事を尋たずねた。


「なぁ、どうしてお前らは殺したがるんだ？　お前だけじゃない、ティルヴィングや他のＤアームはみんなそうだ」


「決まっておる。Ｄアームは武器だからじゃ。武器とは人を殺あやめるモノじゃ」


「それはＤアームの定義だよな。じゃあ、お前自身はどうなんだ、薄緑」


　質問の意味を理解した薄緑、少し考えてこう答えた。


「妾わらわは九く郎ろうの言葉を信じた。戦って、戦って、戦って──その先にある平和を求めるために、平へい氏しは滅ほろぼさねばならなかった。屋や島しまでも壇だんノ浦うらでも、迫せまり来る敵の向こうに幸せな世界があると信じて戦い続けたのじゃ」


「その結果、手に入れられたか？」


「……分からぬ。九郎は志こころざし半なかばで殺され、妾は囚とらわれた。じゃが、それでも九郎と戦った日々は幸せじゃった」


　虚こ空くうの先にある遠い昔を眺ながめている薄緑。


　日本刀の性質か、その姿はとても儚はかなく見える。まるで散ってしまう花弁のように、彼女の愁うれいを帯びた表情は美しかった。


「聞いてくれ、薄緑」


　その表情を失くすように、強く練司は宣言する。


「俺は義経元カレとは違う。殺す度胸もなければ、覇は王おうになれる器うつわでもない」


「……そんな事、とうに知っておるわ」


「だが、人を不幸にするＤアームは許さない。誰かを助けたいと思う気持ちはアイツにだって負けない」


　薄緑が練司の顔を見た。


　練司は初めて出会った時の事を思い出す。


　弁慶機関に入るために、どうしてもＤアームの力が必要だった。だから練司は薄緑と契けい約やくしようと思った。


　本来ならば無理な話だった。どう見ても練司は薄緑に不ふ釣つり合いな男だ。だがその時、薄緑の方にも誰かと契約したい事情があった。


「お前が探している『イマ』と同じだ。アイツのように邪じや悪あくなＤアームがのさばっているのを許すわけにはいかない」


「……当然じゃ」


　そのＤアームについて、練司は薄緑から得た情報しか知らない。だが彼女がそいつをとても憎にくんでいるのは知っている。


　二人の契約は、つまり互たがいが求めているＤアームの捜そう索さくを手伝う事。


　利害が一いつ致ちした関係なのだ。


「薄緑。頼たのみがある」


　今までの考えを改め、謝罪するつもりだった。自分の弱い所を全すべてさらけ出し、そしてもう一度薄緑にパートナーになって欲しかった。


そのためなら何でもするつもりだったが、


「俺は──」


「ええい、御ご託たくはもう良い」


　手を伸のばす薄緑。


「言葉で語るより、こちらの方が早いわ」


　そう言うと、薄緑の身体が発光した。慌あわてて練司が手を伸ばすと、刀の形態になった薄緑の柄つかを握にぎる。鞘さやを引き抜ぬいて、地面に置いた。


　重さは二キロにも満たない。二尺七寸（約八十一センチ）の刀身は、千年を生きた金属とは思えないほど輝かがやいている。まっすぐに構えると、反りの大きな刃はが視線の先をまっすぐに捉とらえる。


　かつて薄緑は何度も名前と所有者を変え、その度に多くの武ぶ勲くんを残した。人のみならず、妖よう怪かい変へん化げも斬きったとされ、多くの物語に登場するようになった。やがて義経の死後、源頼より朝ともの手に渡わたり、代々保管されてきたという。やがて戦乱の世になり、保管も難しくなった頃ころに、当時の弁慶機関が保護したと言われている。


　長い歴史の重みが、両手から伝わってきた。


　その重みは、初めて握った時から感じていた。


　だが、今は少しだけ違ちがう。重さそのものは変わらないのだが、握っていて苦しくない。それどころか彼女の柔やわらかさまで伝わってくるようだ。


『ほう』


　感じ方が変わったのは練司だけではないらしい。


『何があったのじゃ練司？　今までとは違うな』


「ちょっと、説教されてな」


『フフフ、やはり効いたか』


「お前にじゃないぞ」


『知っておるわ』


　鍔つばがカタカタと鳴る。笑っているらしい。その振しん動どうも不快なものではなかった。薄緑の感情がダイレクトに伝わるようで心地ここちよい。


『よし練司。一度だけじゃ。お主が何を考えておるのか大体分かるが、一度だけ付き合ってやる』


「──ありがとよ」


　鞘を拾って、静かに納める。


　左ひだり腰こしのホルダーに鞘を差し込むと、練司は観覧車を見上げた。


　──今度は必ず斬れる。


　自信と誓ちかいを胸に、練司はライラを探しに歩き始めた。








　練司にあんな事を言ってしまった手前、ケジメはきちんとつけるべきだと糸は思った。


　教えられた四ｔトラックの荷台を開けると、そこには練司が寝ねていた救護車のような機材が並べられており、その中心でおとなしく座っているクトネシリカがいた。


　ヴィーナスフォートで糸を助けた時は汚よごれていたのに、今は白く輝くような毛並みがフサフサと盛り上がっている。今は伏ふせているが、成せい獣じゆうのライオンくらい大きい。紫むらさき色いろに輝く目は、宝石のようだ。


　トラックの周囲が濡ぬれていたのは、シャンプーをしていたからだろうか。消毒液の匂においがする。


「あ、糸ちゃんですね。初めまして」


　クトネシリカを見張るように仕事をしていたおじさんが笑った。イスに腰こし掛かけながらパソコンをいじっている、四十代くらいの生き真ま面じ目めなサラリーマン風の男性。


　彼の腰にも刀が提さげられている。尋ねるまでもなくＤアームだろう。強そうには見えないが、伝承者テイルキーパーなのだから強いに決まっている。


「僕は弁慶機関の第三課の課長をやっとります。よろしくね」


「は、はい。よろしくお願いします」


　気さくに求められた握あく手しゆに応じる糸。課長と言うことは、練司やライラより偉えらい人だ。糸の処しよ遇ぐうを決めるのもこの人だろうか。


　いや、今はそんな事はどうでもいい。やるべき事を先に済ませなければ。


「あ、あのっ。お願いです、少しだけ二人きりで話をさせてもらえませんか？」


「僕と？」


「そうじゃなくて、クトネシリカと」


「あー、はいはい。わかりました」


　あっさりＯＫが出た。


「ただしヘタしたら死ぬから気をつけてね。僕は外にいるから、危険があるようだったら呼んでくださいな」


「はい……」


　イスにかけていた背広を手にして外に出る課長。荷台の扉とびらが閉まると、糸はクトネシリカに向き直った。


　大きな狼おおかみ。糸を背中に乗せられるほどだ。


　こんな生き物が人里に下りれば混乱を招くのも当然。


「やっと思いだしたよ、キミの事」


　囁ささやくように話しかける糸。


　両親が事故で死んだ日だった。


　知らせを受けて、糸は耐たえられなくなって逃にげ出した。


　いつもの裏山で一人泣きながら走っているうちに、帰り道が分からなくなった。真夜中の山を途と方ほうに暮れながら歩いていた糸を助けてくれた狼がいた。


　あの時は気を失う寸前で、何もかも夢の様だった。ふわふわした優やさしいものが糸を乗せて運んでくれる夢は、とても心地よかった。


　目覚めたら自宅の庭で寝ていたと、親しん戚せきのおじさんが教えてくれた。


　クトネシリカが運んできてくれたのだと、今ようやく自覚する。


　きっと、契約はその時に行われたのだ。


「美み緒おちゃんと香か苗なえちゃんが言ってた、大きな犬ってキミだったの」


「……おそらく、そうだ」


　頭を低くしてクトネシリカが答える。


「シャンプーしてもらったの？」


「いや、これは消毒だ。検査のために必要だと言われてな」


　だから床ゆかが濡れていたのか。


「どうやって北海道からここまで来たの？」


「走って」


「走ったの!?　青せい函かんトンネルも？」


「そうだ。糸の匂いを探して、ここまで走ってきた」


「だ、だって私、飛行機で東京まで来たんだよ？」


「飛行機が飛ぶ方角は分かる。後はその方角へ向けて走れば良い。糸の匂いが感じられるまで、ずっと走り続けるだけだ」


　淡たん々たんと語るが、それがどれほど困難な方法か言わなくても分かる。


「どうして……？」


「糸を守るためだ。私はそのためにここにいる。この刃やいばが欠けようとも、糸が元気でいればそれで良い」


「そうじゃないよ！」


　怒いかりを露あらわにして、糸は小さな拳こぶしを握る。


「どうして私に黙だまって、隠かくれてそんな事したの!?　そうならそうと、一言でも言ってくれれば全然違ったのに！」


「……それは」


　クトネシリカは巨きよ体たいを震ふるわせ、さらに頭を低くする。自分よりもずっと小さな糸を恐おそれているかのように。


「私の姿は、人間に恐きよう怖ふ心しんを与あたえる。人の前に現れれば、必ず混乱を招く。そうなれば糸にさらなる問題が生じる。だから見せられなかった──」


「だったら、私なんか守らなければいいじゃない！」


　泣くまいと決めていたが、それでも眼が潤うるんだ。


　クトネシリカがいなければ、どうなっていたか。


　親戚の冷たい視線はなくならなかった。虐ぎやく待たいはなかったものの、両親の遺産を食いつぶし、自分はおまけのように扱あつかわれる日々が永遠に続いていただろう。きっと学校でのいじめも消えなかった。


　辛つらくて逃げ出したくて、誰だれかに助けて欲しいと願っていた。


　──その誰かが、いたのだ。


　一人じゃなかった。


　助けてくれる存在がいた。あの日々から救ってくれる味方がいたのだ。


「許して欲しい」


　クトネシリカは身じろぎもせず、糸の罵ば倒とうを受け止める。





「それでも──私は糸を守りたかった」





　糸は手を振ふり上げる。


「ばかぁっ！」


　万ばん感かんの思いを込こめて、クトネシリカの横よこっ面つらをはたいた。


　堅かたい歯に手があたり、痺しびれる感覚が残る。


「ばか！　ばかぁっ！」


　叫さけぶ度たびに、糸はクトネシリカを殴なぐった。


「……すまぬ」


　糸の感情が伝わったのか、クトネシリカはじっと耐えた。


「許さない！　絶対に許さない！」


「どうすれば許してくれる？」


　糸は殴ろうとした手を止め、その手でクトネシリカの頰ほおに触ふれた。


「手伝って！」


「……む？」


「私が戦うのを、手伝って！　契けい約やくしてるんでしょ!?」


「それは……そうだが、糸よ。お前は危険を承知で戦うと言うのか？」


　糸を疑うような声は、おそらく彼女の身を案じているから出たのだろう。


「うん！」


　だが、決めたのだ。


　自分の居場所を守るために戦い続けると。


　クトネシリカに守られるのではなく、自分の意思で、自分のために戦う。大好きな人や、守りたい場所のために。ちっぽけな目標だと思われるかも知れないが、糸にとってはそれが全すべてなのだ。


　迷いのないまっすぐな目で見つめる少女に、クトネシリカは小さく頷うなずいた。


「……それが糸の願いだと言うなら、私は従おう」


「あと、もういっこ！」


　クトネシリカの鼻先で指を立てる糸。


「もうコソコソ隠れるのはナシ！　いい!?」


「しかし、それは」


「大だい丈じよう夫ぶ！　弁慶機関の人が、きっとなんとかしてくれるから！」


　そう言って糸は扉の方を見る。


「そうでしょ、課長さん？」


「……大した子だねぇ、君は。練司よりずっと肝きもが据すわってる」


　扉を開けると、課長が苦く笑しようしていた。


「なら、君たちにも戦ってもらうよ、糸ちゃん？」


「はいっ！」


　涙なみだと鼻水を拭ふいて、糸は元気よく頷いた。





　　　　＊




　パレットタウンの後方にそびえ立つ大観覧車。乗車するには、ヴィーナスフォートのさらに奥、トヨタシティショウケースとアミューズメントパークの建物に挟はさまれた通路へ出る必要がある。


　二階部分にかかった鉄製の通路は歩道橋のように狭せまく感じる。実際には人が何人も行き来できるほど広いのだが、お台場の道はどこもそれ以上に広いので、相対的にそう感じてしまうのだ。


「なんだ、テメェか」


　練司と薄緑がその通路を歩いていると、下から声がかかった。


　阿形は地上にいた。照明のないアミューズメントパークの入り口に座っている。そこを中心に観覧車の支柱が刺ささっており、まるで観覧車の下した敷じきになっているようだ。


「なんで下にいるんだよ。乗り場にいるって聞いたぞ」


　練司は私服から戦せん闘とう服ふくへ着き替がえている。


　防ぼう弾だん、防ぼう刃じん、防ぼう魔ま加工のされた、黒色のスーツだ。全身にぴったりと吸いつくように張り付き、行動を阻そ害がいしない。腰こしのホルダーには鞘さやの他に緊きん急きゆう用の道具が備え付けられている。


「あぁ？　こっちの方が楽なんだよ」


　阿形は座ったまま剣けんを撫なでる。


「ここにいれば、何かあった時にすぐにコレを斬きれるだろう？」


　剣で指し示すのは、観覧車の支柱。どれか一つでも切断されたら、観覧車はバランスを崩くずして倒たおれるだろう。鉄製の支柱の太さは巨きよ木ぼくのようだが、それでもＤアームならケーキのように簡単に切れる。


「待てよ、今そっちに行く」


　欄らん干かんを乗り越こえて、二階から飛び降りる練司。薄緑の能力である「軽かる業わざ」のおかげで音もなく着地する。その後ろから薄緑本人が続いて降りてきた。


　阿形は立ち上がって迎むかえ撃うとうとしたが、ある事に気づく。


「オイ。その手に持ってるソレは何だ？」


「ああ」


　練司の手にはコンビニの袋ふくろが握にぎられていた。


「差し入れ。お前、ハラ減ってるだろ」


　悠ゆう然ぜんと歩いて、練司は阿形にコンビニの袋を手て渡わたす。阿形と一いつ緒しよに中を見ると、おにぎりとペットボトルが入っていた。


「…………」


　阿形は何も言わず、おにぎりを手にして封ふうを開ける。


「食い終わるまで待っててやるよ」


「……へぇ」


　阿形も気づいたようだ。おにぎりを頰ほお張ばりながら、それでも練司から目を逸そらさない。練司の中にある余よ裕ゆうを警けい戒かいしているのだ。


「何があったテメェ？　さっきとは別人だぜ」


「ちょっと説教されてな。気持ちを切り替かえてきた」


「そっちの姉ちゃんにイイコトでもされたか？　一皮むけたって感じだぜ？」


「あいにくと、俺は巨きよ乳にゆう好きなんだ」


「貴様それはどういう意味じゃ……！」


　殺意の籠こもった薄緑の視線を、涼すずしい顔で無視する練司。


　阿形はそれ以上は訊きかず、黙っておにぎりを食べ尽つくした。


「ごっそさん。お前らもちゃんと食ったか？」


「ああ、軽く済ませた」


　練司は無意識に薄緑の手に触れた。


「じゃあ、これで条件は五分だな──っと、コイツはいらねーや」


　ペットボトルのお茶を投げ返す阿形。


　すでに練司は反応していた。


　阿形と練司を隔へだてるお茶が、真っ二つに割れた。


　練司がバックステップで間合いから離はなれる頃ころには、もう薄緑は剣の姿に変身している。


「ハッハハハ！　避よけやがった！」


「見え見えなんだよっ！」


　今度は練司が前に出た。


　軽業によって強化されたステップは、数メートルの間合いを一いつ瞬しゆんで詰つめ、阿形の首を狙ねらう。首を取れるとは思っていない。が、それによって阿形は必ず防ぼう御ぎよか回かい避ひの体勢に移る。そこがチャンス──


「オラァアアッ！」


　阿形のとった行動は、練司の予想外だった。


　首をかばうように突つき出したのは、阿形の右みぎ肩かた。


　ずぶり、と剣が刺さった。


　それだけだった。


「ヒャァハァッ！」


　右肩を突き出したまま、タックルのような姿勢で接近する阿形。そこからどんな攻こう撃げきが来るのか分からず、咄とつ嗟さに練司は間合いから逃にげた。


「なっ……！」


　剣を持った右肩を犠ぎ牲せいにするなど、ありえない。


　だが阿形は刺されたはずの右肩を、何事もなかったようにぐるぐると回しているではないか。出血もほとんどない。


「ちょっと痛かったぜ？」


「ウソだろ……？」


　苦笑する練司。


　ティルヴィングの呪のろいのせいだと、すぐに分かった。


　強くなりたいと願った阿形は、文字通り剣でも傷つかないほど強くなったのだ。


「今度はこっちから行くぜぇぇぇっ！」


　阿形が突とつ進しんしてくる。


　片手でティルヴィングを振ると、剣から巨きよ大だいな風が生まれたように見えた。野性の勘かんで上方に飛ぶと、先さき程ほどまで練司がいた場所がドリルのように抉えぐられていた。


　食事の時はゼロだった剣気が、またティルヴィングから大量に発せられている。もはや自在に量を操あやつれるまでになったのか。


「くっ！」


「あっ、おいテメェ！」


　そのまま阿形の上を飛び越し、アミューズメントパークの中へ逃げ込む。全員避ひ難なんしているので、無人だ。だが照明も何もないので、足元がおぼつかない。


　とりあえず阿形から避難するために、受付の後ろ側へ隠かくれた。


『これは斬きっても死なぬかも知れんぞ？　どうする練司』


「そうだな」


　練司は耳のインカムに触れる。


「ライラ、準備までどれくらいかかる？」


『現在、交こう渉しよう中だ。もう少し待ってくれ』


　インカムに語りかけると、ノイズ混じりのライラの声が聞こえる。


「急いでくれ。早々に死にそうだぜ」


　通信を終えると、練司は外の様子を窺うかがう。アミューズメントパークの入り口で待ち構えている阿形が見える。こちらを見たまままったく動いていない。


　作戦がないわけではない。


　自分の未熟さは理解している。まともに戦っても勝率は低い。


　ならば別の手を考える。


「薄緑。下がってくれ」


『……どうしても、やるのか？』


　事前に打ち合わせをしていたにもかかわらず、彼女は不満そうな声。


「頼たのむ」


『……仕方ない。一度は付き合うと約束したのじゃからな』


　薄緑はそう言うと、押し黙だまる。


　やがて左腰の鞘が黒から深しん紅くに塗ぬり変わってゆく。


『へ？』


　最初に聞こえたのは、膝丸の素すっ頓とん狂きような声。


『あれ、アタシ？　なんで？』


「出番だぞ、膝丸」


『えっ、えっ？』


「なんだお前、さっき言っただろ。最初はお前に任せるって」


『ごめん、そんとき寝ねてた』


「寝るなよ！」


『だ、だって、練司が出番くれるなんて思わなかったし……えっ、本当にいいの？』


　膝丸は半信半疑。


　今までずっと封ふう印いんどころか毛け嫌ぎらいしていたのだから、そういう反応をされても仕方がない。しかし練司は本気だ。


『やったやった！　じゃあアイツ斬ってもいいんだね!?』


　オモチャを与あたえられた子供のようにはしゃいでいる。


　しかし練司は首を振ふり、膝丸を鞘に戻もどした。


「駄だ目めだ、斬るな」


『はぁ!?　何考えてんの？　アタシは斬るのが専門なの！　斬るのが楽しみで仕方ないって、練司も知ってんじゃん！』


「斬らない方が楽しいんだぜ？」


『え？』


　練司は考え方を変えた。


　ならば膝丸だって、ちょっと見方を変えてもらえば戦える。


「ずっと考えてたんだ。膝丸は本当に殺すのが好きなのか？」


『そりゃ、そう──』


「殺すのと、戦うの、どっちが好きだ？」


『……？』


　そこからは会話はほとんどなかった。


　練司は鞘さやに膝丸を収めたまま、ホルダーから外して両手に持つ。


「オラァ！　余裕ぶって出てきた癖くせに、もう逃げてんのかよ！　このゲーセンもブッ壊こわしちまうぞ！　それとも観覧車の方がいいか!?」


　外から聞こえる阿形の怒ど鳴なり声。


　練司は膝丸の鞘を持ち、すぐに駆かけ出した。これ以上待たせたら、人ひと質じちが危ない。


「待てよ！　焦あせんな！」


　アミューズメントパークから飛び出すと、阿形が嬉うれしそうに待っていた。


「作戦会議は終わったか？」


「ああ」


「なら、もう一戦いこうじゃねぇか！」


　阿形が剣を構え、大きく振ふり上げる。


　その剣が振り下ろされるより速く、練司は鞘を阿形の胴どうに突き刺さした。


「おぶっ……！」


　僅わずかに身を屈かがめた阿形の顎あご目がけて、さらに鞘を打つ。


　倒たおれる前に、もう一度、二度、鞘で阿形を殴なぐった。


「っめぇぇぇぇ！」


　倒れる直前、薙なぎ払はらった阿形の剣けん。それを練司はダッキングで避けつつ、さらに阿形に肉にく薄はくした。正面から行くと見せかけ、一瞬で阿形の背後に回る。


　身体からだが軽い。薄緑の軽業よりも、ずっと速く動く。


「はぁぁぁっ！」


　膵すい臓ぞうの位置へ膝丸の鞘を突き刺した。


　そこから間かん髪はついれずに右のわき腹、肩かた、顎、鼻への攻撃。阿形が反はん撃げきしようと剣を闇やみ雲くもに振り回すが、その軌き道どうすらも見て取れる。


　膝丸の力は「人を斬る」事に特化している。


　生まれた時から人を斬ってきた彼女は、人体の弱点を知りつくしており、まさに殺人マシーンとも呼べる能力だった。


　だが彼女の性格は、そこまで冷れい酷こくではない。


『ハハハッ、アハハハハハハッ！　楽しい、何コレ、超ちよう楽しいよ練司！』


「だろ？」


　笑う膝丸に合わせて、練司のステップはさらに軽快になる。


　膝丸を投げるようにして顔面を殴る。柄つかに巻かれた手て抜ぬき緒おを引っ張り、戻ってくる反動を利用してもう一度投げる。遠心力がついた鞘は、阿形の顔面を強打して倒すのに十分な力を得ていた。


『アッハァ！　気持ちいい！　暴力にこんな方法があったなんて！』


　刃やいばで斬るよりも、拳こぶしで殴る。


　その方が膝丸に合っていると思っただけだ。まさかここまで喜んでくれるとは思わなかったが、おかげで練司にも新しい感覚が芽生えつつあった。


　──こいつ、こんなに軽いのか！


　初めて膝丸を握にぎった時は、薄緑よりずっと重く感じたのに。


　今では木の棒よりも軽く動ける。それは弱点を正確に狙う膝丸の特性と、練司が自然に身を任せるようになった気楽さから来るものだ。


　誰だれよりも人を斬る事に長たけた刀。


　それが、考え方一つで非殺傷に特化した武器となる。


『アハハハハハッ！　さぁ、もっと楽しもう！』


「ああ！」


　膝丸の考えている事が分かるように、次の動作にスムーズに移れる。


　まるで激しいヒップホップダンスを踊おどるような、心地ここちの良い戦せん闘とう。


　──薄緑と踊ったら、どんな気持ちになるだろう。


　そう考えつつも、膝丸との連れん携けいは止まらない。


「くそぉぉぉぉっ！」


　阿形が強く剣を振り下ろした。


　一度のステップで避よけようと思ったが、無理だった。ティルヴィングが地面に大穴を開け、その飛ひ礫れきが練司を襲おそう。


「っとぉ！」


　ヌンチャクのように膝丸の鞘を振り回し、飛礫を弾はじき返す。その一いつ瞬しゆんの合間を縫ぬい、阿形は高く跳ちよう躍やくした。


　軽業を使った練司と同じくらい高く跳とんだ阿形は、真上にある大観覧車の鉄骨に飛び移る。そこから猿さるのように跳びはね、アミューズメントパークの三階部分から屋上に飛び移った。


「阿形！　降こう伏ふくしろ！」


　小さくなった敵に、ありったけの声で呼びかける。


「んだと……！　まだバカにしてんのか、テメェェッ！」


「そうじゃない！　お前が強いのはよく分かってる！　だからこそ言ってるんだ！」


　膝丸を出したのは、最後の頼みだった。


　練司の中に残っている弱い心──情け。


　心は決めたつもりだが、それでも戦わずに済むのであれば、そうしたい。避さけられる戦いは避けるべきなのだ。


　が──やはり練司の想おもいは届かず。


「ざけんなぁぁぁぁぁっ！」


「なっ！」


　阿形が剣を振り上げる。まさか屋上からここまで届くわけがないだろう、と一瞬考えたが、それは間ま違ちがいだった。


　阿形の手から離はなれたティルヴィングが、ブーメランのように練司に向かって飛んできた。回転する刃をギリギリで避けようとするが、


『やばい練司！　後ろ！』


　見なくても分かった。


　練司の背後には、観覧車の支柱の一つがあるのだ。


　避けたら、支柱が斬きられる。


「くっ……そぉぉぉぉぉっ！」


『うぉおおおおおおおおっ！』


　練司と膝丸、同時に叫さけびながらティルヴィングに斬りかかる。鞘から刃を引き抜ぬき、回転する刃を弾き飛ばした。


　が、その勢いは練司たちを巻き込む。トラックに轢ひかれたような衝しよう撃げきと共に、練司と膝丸も吹ふき飛ばされた。


「──チッ！」


　弾いたティルヴィングは見えない糸に引っ張られるようにして、阿形の手に戻る。


　練司は膝丸を手放さないようにするので精いっぱいだった。軽業によって跳躍したりスピーディに動く事は可能だが、身体が硬かたくなるわけではない。


『ご、ごめん練司。アタシ、人なら斬れるんだけど……』


　回転するＤアームの弱点は膝丸にも分からないはずだ。むしろこの程度のダメージで済んだ事に感謝してもいい。まだ身体のどこもイカれていないのだから。


「畜ちく生しようッッ！」


　屋上で阿形が吠ほえる。


「俺は強くなったんじゃねぇのか！　願いは叶かなったんだろうが！　まだ足りねぇのか！　後は何が必要だってんだ！」


　獣けもののように叫ぶ阿形だが、ふと、その動きが止まった。


　彼が見ているのは、観覧車のゴンドラ。


　人質を救出しようと、弁慶機関や自衛隊ヘリコプターが十数機ライトで照らしている。それを意識すると、羽音がバタバタとうるさく聞こえ始めた。


　その音に紛まぎれて、阿形の唇くちびるが動くのが見えた。





「──そうか、まだ覚かく悟ごが足りねぇか」





　その目に宿る狂きよう気き。


　何に対する覚悟なのか、練司には言わなくても分かった。


「や──めろぉぉぉぉぉっ！」


　膝丸を鞘に収め、跳躍する。天てん狗ぐのように軽々と支柱を蹴けり、阿形と同じアミューズメントパークの屋上にたどり着く。


　ここからだと観覧車の下の方しか見えない。


　かろうじて、百八十度──時計に直せば三時から九時くらいのゴンドラまでしか見えない。所々空席はあるが、ほとんどのゴンドラは家族連れやカップルが怯おびえた表情で窓に張り付いていた。


「う──！」


　その中のゴンドラの一つ。


　三時の方向にある、緑色のゴンドラ。


　中には、子供が二人。


「あいつら……！」


　──美緒ちゃんと香苗ちゃん。


　汚よごれた犬を探す途と中ちゆうで糸と一いつ緒しよに遊んでいた、小学三年生の女子。香苗の両親と一緒にお台場まで遊びに来たのだと言っていた。


　きっと、その締しめくくりに観覧車に乗っていたのだろう。


　どうして、こんな時に──


「あぁ？」


　練司の視線に阿形が気づいた。


「ヘヘッ……なんだ、仲間でもいんのかぁ？」


「ち、違うっ！」


　焦あせりつつ撤てつ回かいするが、阿形の予想は外れていなかった。


　美緒と香苗が乗っているゴンドラのさらに奥、上空に浮ふ遊ゆうしているヘリコプター。


『まずい！　止めさせろ！』


　手元から、薄緑の声。


　練司にも分かった。あのヘリコプターは自衛隊のものだ。


　研とぎ澄すまされた伝承者テイルキーパーの感覚で、分かる。


　スナイパーライフルのスコープが放つ、ほんのわずかな光。


　誰かがそこから、阿形を狙そ撃げきしようとしている。


　阿形の剣が淡あわい光を放った。


　狙ねらいは──


「ライラ！　ヘリに狙撃手が！　あの位置はまずい！」


　インカムに向かって怒ど鳴なるが、


『すまな……！　連れん絡らく系……自衛隊の独断……くそっ！』


　ノイズ混じりの声が伝える絶望。


「早くしてくれ、さもないと──」


　マイクに叫ぶが、どうやっても間に合わない事は練司もよく分かっていた。


「邪じや魔ますんじゃねぇよぉっ！」


「やめろぉおっ！」


　阿形が無造作に投げたように見えるティルヴィングは、高速回転しながら弧こを描えがいて飛んでいった。


　それを追って練司が跳とぶ。


　阿形ではなく、ティルヴィングを追って。


　が、間に合わない。


　空中で練司が振ふり下ろした剣けんは、ティルヴィングの遥はるか後方。もはや追いつけるスピードではなかった。


　そして回転する剣が切断したのは、狙撃しようとしていたヘリコプター。両断された機体は爆ばく発はつするでもなく、バラバラの金属片になる。


　それで終わりのはずだった。


「なっ──！」


「ああ!?」


　練司だけでなく、阿形の表情も歪ゆがむ。


　破は壊かいされたヘリコプターから、いくつもの金属片が舞まう。


　その中でも、回かい転てん翼よくは大きく回転しながら弧を描くように飛んでいく。


　そして狙い澄ましたかのように、


　道連れにするように、





　回転翼が、美緒と香苗が乗っているゴンドラを切断した。





「あああぁぁぁああああああああっ！」


　ゴンドラを支える軸じくのみが切れ、大きく揺ゆれながら夜の闇やみに落下していく。回転翼は爆散するように粉々に砕くだけ散り、同じように落ちていった。


　その様子を練司は遠くから見る事しかできなかった。


「うぁあああああああああっ！」


　着地して、まず最初に阿形を見る。


　──あの野や郎ろう！　あの野郎！　あの野郎！


　これがロキのやり方なのか。


　これがＤアームを持った伝承者テイルキーパーの本能だとでも言うのか。


　これが──


「阿形ぁぁああああああっ！」


　膝丸を構える。


　怒いかりに任せて殺しそうになるのを、根こん性じようで抑おさえる。この男は殺しても飽あき足らない。どこまでも叩たたきのめして、弁慶機関で罪を償つぐなわせる。


　が、そんな練司の怒ど気きも知らずに、阿形はゴンドラが落ちた方を眺ながめていた。


「……阿形？」


　様子がおかしい。


　まるで空気が抜けた風船のように興奮が収まっている。


　そして阿形が、ぽつりと呟つぶやいた言葉。





「──美緒？」





　それはゴンドラに乗っていた少女の名前。


「阿形、お前どうしてあの子の名前……？」


　尋たずねたところで、阿形の足元にティルヴィングが戻もどってきた。屋上に刺ささったそれを阿形は引き抜こうともしない。


「テメェこそ、なんで妹の名前知ってんだ……？」


「妹？」


「なぁ、なんで美緒があそこに乗ってんだ……あれは本当に美緒だったのか……？」


　まさか、彼は知らずに殺したのか。


　いや、知っていたら殺したりはしないだろう。


　練司には心当たりがあった。


「美緒が……どうしてだ？」


　膝をつく阿形。


「どうして、神か奈な川がわに住んでる美緒が、ここにいるんだ……？」


「それは……香苗ちゃん、彼女の友達の両親と一緒に──つまり、偶然だ」


「偶然、だとぉ？　馬ば鹿か言うなよ……偶然お台場に来て、偶然観覧車に乗って、偶然ヘリの翼に当たって落とされるって……!?　そんな偶然あるかよっ！」


　拳こぶしで床ゆかを叩く阿形。


「ちくしょおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」


　獣のような咆ほう哮こう。


　それはお台場の空に空むなしく消えていく。


　彼の気持ちは想像に難かたくない。


　しかし、それは──


「知らなかったわけじゃ、ないだろ？」


「ふざけんなぁっ！　俺は認めねぇ！」


「認めるしかないだろう。それが──」


　Ｄアームの呪のろい。


　古エッダ神話で、ティルヴィングを強ごう引いんに作らされたドヴェルグは、腹いせに剣に呪いをかけた。それは使用者の願いと引き換かえに不幸をもたらすというもの。


　その呪いによって、剣は末代まで受け継つがれるほど強力なものになったが、必ず使用者と近親者が不幸な死を遂とげる結果になった。


　それはＤアームになっても同じ事。


　神話の如ごとき奇き跡せきが起こせるのなら、神話の如き呪いも降りかかる。


「なんだよ、そりゃ……！」


　乾かわいた笑い声。


「てっきり呪いってのは俺に来るモンだとばかり……俺が死ぬ覚かく悟ごなんて、とっくにできてたのによぉ！　なんで美緒なんだよクソがぁっ！」


　ティルヴィングを引き抜ぬき、阿形は怒鳴る。


「どういう事だテメェ！　妹は関係ねぇだろ！　殺すなら俺を殺せ！」


　涙なみだを流しながら叫さけぶ阿形に呼応するように、ティルヴィングが光った。


『我が呪いは等しく訪おとずれる……しかし、だ』


「あぁ!?」


　弱々しい老人の声は、厳おごそかに告げた。


『覚悟の上の絶望など、存在せぬ。汝なんじの望みを裏切ってこそ、呪いの成じよう就じゆじゃ』


「……くっ！」


　先さき程ほどから阿形はずっとゴンドラが落ちた闇を見ている。


　背後で膝丸を構えている練司など気にしてもいない。


　だが、練司も剣を引く。


　今の阿形にかける言葉は、もう何も見つからない。


　大切な人を失う辛つらさは、練司もよく知っているから。








　同時刻、パレットタウン地下にある電力制せい御ぎよ室に複数の人間が訪れていた。弁慶機関の制服を着た男たちが五人。彼らは伝承者テイルキーパーではなく、バックアップを担当する第二課の面々である。そんな彼らに案内されたのは、糸とクトネシリカ。


　大きな配電施し設せつは、素人しろうと目めでも分かるほど乱れていた。


　というのも、地下の制御室全体に電気の渦うずがのたうちまわっているのである。まるで水に電気を流し続けているようにスパークが継けい続ぞくしている。


　紫むらさき色いろの電気の渦は、まるでヘビのようにのたうち回っていた。


　停電の原因を作ったミョルニルが残していったのだろう。


「その、電力の回復がどうしても行えず、故障個所を探したらここに行き着いたんだ。だからいきなりで悪いんだけど」


「ああ、はいはい。了りよう解かいです」


　第三課の課長が気楽に返事をして、


「じゃあ糸ちゃん。さっそく初仕事だ」


「は、はいっ」


「心配しなくても、お給料はちゃんと出るからね。福利厚生もバッチリ。時にはボーナスだって出ちゃう。中学生の就労は違い法ほうになっちゃうけど、そこは法律の抜け穴あなをチョイとね」


「あはは……」


　気を紛まぎらわせてくれる課長に苦く笑しようしつつ、糸は電気の渦を見る。


　これをどうにかするのが、仕事。


　正直、自分にできるのか不安だったが、最初から不可能ならば課長はここに呼んだりはしない。


「できるの、クトネシリカ？」


「うむ」


　クトネシリカは事もなげに頷うなずいた。


「私は狼おおかみの神の化け身しんでもあるが、同時に雷かみなりの化身でもある。この程度の弱い雷なら、私が食いつくしてみせよう」


　クトネシリカ──アイヌのユーカラに登場する宝ほう剣けんだ。いたどり丸まるという別名もある。英えい雄ゆうポンヤウンペが使った刀で、様々な神が宿ると言われている。またポンヤウンペのピンチには、その神が化身となって降臨するとも伝えられている。


「さあ糸よ。私を使え」


　狼の姿から、反りの大きな刀の姿に変身した。


　糸は大きな渦うず巻まきのような装そう飾しよくが彫ほられた柄つかを手にする。


　狼の時のように、ふわりと暖かい感かん触しよくが広がった。


「うん」


　小さく頷うなずいて、糸は雷の蛇へびを見る。


「糸ちゃん」


　固まりきった肩かたに、課長の手が乗った。


「気負わないで。でも、これだけは忘れないで欲しい」


　優やさしい声が上から掛かかると、肩の力ちからが抜けた。


「これから君がやろうとしている事は、練司や人ひと質じちを救う第一歩だ。君の力が、みんなを助けるんだよ」


「──はいっ」


　昨日までは、ひとりぼっちだった。


　だけど今は違ちがう。同じ境きよう遇ぐうの仲間がいる。


　クトネシリカがいる。


　糸は大きく息を吸い──


「わああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　腹の底から叫んだ。全すべての気合いをクトネシリカに伝えるべく、迷いも未練も振ふり切って、ありったけの想おもいを声に乗せた。


「がんばりますっ！」


「……キミ、意外に熱血なんだね」


「振り返る必要がなくなったから、前に突つっ走ぱしるだけです！」


　苦笑する課長だが、糸の返事に大きく頷いて拳を握にぎってみせる。


「よしっ！」


　柄を握りしめ、糸は目を開いて前を見た。





「一いつ緒しよに戦おう、クトネシリカ！」


「──心得た！」
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　クトネシリカの刀身が白く輝かがやき、電でん撃げきが伸のびる。


　それは制御室を支配していた雷の蛇を食い破るように暴れだした。





　　　　＊




　視界が明るくなった。


　パレットタウンの照明がついたのだ。同時に観覧車のイルミネーションも輝き、目を背けたくなるほど眩まぶしくなる。


『練司。今、電気が戻った』


　インカムから聞こえるライラの声。


『糸とクトネシリカがやってくれた』


「……そっか」


　出会って数時間も経たっていないのに、練司よりも早く戦果を出してしまった。帰ってきたら盛せい大だいに迎むかえてやらねば。


『落ちたゴンドラには、別働隊が向かっている。残りの人質に関しては、私に任せろ。お前はもう少しだけ伝承者テイルキーパーを釘くぎ付づけにするんだ』


「了解」


　通信を終えると、練司は膝丸から手を離はなした。


　刀が落ちる前に変身し、人間の姿になる。


「どしたの練司。とどめ刺ささないの？」


「……いや」


　眼前には膝をついたままの阿形。


　彼はゆっくりとティルヴィングを引き抜くと、練司を見た。


「……クッククク…………そうか。これが『覚悟』ってヤツか。確かに生半可な痛みじゃねえなぁ、殺しってヤツはよぉ」


　涙を流しながら、笑っている。


「けど、これで俺はまた強くなる……いや、強くならなきゃいけねぇ」


　ティルヴィングを右手に持ち、身体からだを開いて構える。まるでテニスのラケットのような持ち方だ。


「練司っつったなぁ！　俺はお前を殺すぜ！　次は自分の手で、自分の剣けんで直接テメェを殺してやる！」


「──ああ」


　高らかな宣言を、練司は真正面から受け止める。


「もう俺は逃にげねぇぞ！　殺した罪も背負ってやる！　それが俺の覚悟だ！」


　迷いを断たち切った阿形は、本人がそう思い込んでいるからか、さらに強く見えた。もはやヴィーナスフォートでの彼とも別人に見える。


「膝丸」


「おうっ、やるかい！」


「薄緑に代わってくれ」


「えー」


　露ろ骨こつに残念がる膝丸。


「頼たのむ。膝丸の好きなモン食べさせてやるから」


「……しょーがないなぁ」


　普ふ段だんなら表の人格に出たらなかなか戻もどろうとしない膝丸だが、今回は練司の言葉に素す直なおに従った。口では不満そうだが、顔は嬉うれしそうだ。


「じゃあさ、帰ったらカレー食べたい。最近、作ってないじゃん」


「分かったよ」


「約束だかんな！」


　そう言うと、膝丸の姿が変化した。赤い癖くせっ毛けは黒いストレートに、猛もう獣じゆうのようにしなやかな身体も人形のようにスマートに。


「薄緑──」


　練司が手を伸ばすと、


「ビーフじゃ」


「え？」


「ビーフ以外は認めん」


「チキンじゃダメか？」


「ダメじゃ。牛肉のカレーを、皆みんなで食べるのじゃ。姉上も──糸も、一緒じゃ」


「ああ」


　練司は頷いてもう一度手を差し出す。


　握あく手しゆのように突き出した手を、少し考えて上に向けた。


「？」


「俺には絶対に譲ゆずれない信念がある。Ｄアームで人を不幸にするヤツは絶対に許さない」


「知っておる」


「だけど、俺は未熟だ。お前についていくのがやっとの素人しろうとだ」


　それも知っている、と言いたげに薄緑が微笑ほほえんだ。


　知っていながら、練司に身を任せると言ってくれた。


　だから、これは薄緑に対する覚かく悟ごの表明。


「下手くそで、何度も足を踏ふむかもしれない──それでも」


　阿形の罪は、守れなかった自分も背負う。


　宝石のような薄緑の瞳ひとみを見て、練司は手を伸ばす。





「踊おどってくれるか、薄緑」


「──喜んで」





　練司の手に、微び笑しようする薄緑の手が重ねられる。


　瞬しゆん間かん、練司の手に残る一ひと振ふりの刀。


　ずっと手を繫つないでいるような気持ちだ。


「いくぜ、ティルヴィング」


　正眼の構えを取り、練司は深呼吸をする。


「源みなもとの九郎義経が刀──」
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『薄緑がお相手仕つかまつる！』


　二人の声がイルミネーションで装飾された夜のお台場に轟とどろいた。




　４　Ｄａｎｃｅｒ







　半年前の運命の日。


　伝承者テイルキーパーの契けい約やくを交かわすと、現代社会の勉強という名目で薄うす緑みどりの軟なん禁きんは解かれた。長い廊ろう下かの地下から出ると、もう後は自由にしていいと言われた。


　どうしていいか分からなかったので、とりあえず現代の食事をしたいという薄緑の望みを叶かなえる事にしたのだ。


「──で、そのイマっていうのは何者なんだ？」


「妾わらわの宿敵じゃ」


　弁べん慶けい機関の本部にある食堂で、薄緑はスプーンですくったカレーライスをまじまじと見ている。カレーもスプーンも珍めずらしいらしい。


　まるで邪じや気きのない表情の薄緑を、じっと見つめた。


　Ｄアームになって七百年間、ほとんど外界を知らずに幽ゆう閉へいされていたと聞く。


　主な原因はその性格だが、その具体的な危険も知らない。


　だから、尋たずねた。


「殺したいほど憎にくいのか？　お前とそのイマに何があった？」


「…………」


「答えろよ。まだ契約して一時間も経たってねーけど、いや、だからこそ俺はお前の事を知る権利がある」


「──仇かたきじゃ」


　短く答え、薄緑はカレーをゆっくりと口に含ふくむ。最初は眉まゆをしかめつつもゆっくりと咀そ嚼しやくしていたが、すぐに二口目に取りかかった。口に運ぶ度たびにしかめっ面つらがほころんでいくのは見ていて楽しい。


「イマ……」


　その単語は、すっと胸に入って覚えやすかった。


　しかし当時は、まだ素人だった。自分が標的としている槍やりの名前どころか、薄緑がどういう刀だったのかも知らなかった。だからイマという名がどんなものを指すのか、想像もつかなかった。


　だが、仇という単語は分かる。


　イマは彼女の大切な者の命を奪うばった。


　だから追いかけて、イマを殺す。


「なんだ、俺と同じじゃねーか」


　最終目標が違ちがうだけで、やっている事はまるっきり一いつ緒しよ。


　だからその気持ちには共感できる。


「一緒にするな、若造」


　スプーンを置いて、薄緑はこちらを睨にらんだ。


「九く郎ろうはお主のような凡ぼん庸ような人間とは違う。大望を抱いだいて妾を手にした、真の武士じゃ。妾はここに封ふう印いんされるまで多くの人間によって使われたが、九郎だけは別格じゃ。あれほど面おも白しろい人間はおらなんだ。九郎の死は、妾だけでなく多くの民たみにとっても大きな損失じゃった」


「クロウ……ね」


　その時は、彼女の言っている男が誰だれなのかすら知らなかった。


　ただ分かるのは、薄緑がクロウという男が本当に好きだった事実。彼だけは別格だと言っていたが、彼の事を話す彼女の表情を見れば分かる。


　まるで恋こいする乙女おとめのように輝かがやいている、美しい笑顔。


「しかし、この『かれーらいす』とやらは珍しい味じゃのう。辛からいが匙さじが止まらぬ。唐とう辛がら子しの辛さではないようじゃが……」


　かと思えば、カレーを語る彼女はまるで少年のように朗ほがらかだ。地下で大おお喧げん嘩かをしていた時にはどちらも見られなかった、彼女の笑顔。


　思わず胸が高鳴りそうで──


　それが、ひどく虚むなしい。


「……俺はもっと家庭的な味のカレーの方が好きなんだけどな」


　ため息を言葉に変えて、動どう揺ようを悟さとられないようにした。


「む？　ここのカレーは美味ではないのか？」


「んな事はねーよ。レストランに出せるくらいの味だぜ。ただ、家で作るカレーはまた違った味なんだよ。こう、不出来なんだけど甘くて優やさしい味って言うか──」


　そこまで語って、失敗したと思った。


「甘くて優しくて、どうなのじゃ？」


　目を輝かせている薄緑。


　子供のようにワクワクしている美女を前に、二つの考えが脳のう裏りをよぎる。


　ああ、これから家でカレーを作らされるのだ、という悲しい予感。


　そして、


　──あの時、アイツとは俺のカレーが気に入らないって理由でケンカしたんだ。


　もっと悲しい現実。


　この時はまだ、彼女をいすかの代だい替たい品ひんくらいにしか考えていなかった。


　しかしイマという存在に対する憎ぞう悪お、そしてクロウという男に対する好意はしっかりと伝わった。ついでにカレーに対する興味も。


　その全すべてを満たしてあげたいと──


　あの時、いすかに似た笑顔を見て、思ってしまったのだ。





　　　　＊




　揺ゆれる視界の下方に、宝石のような風景が広がる。


　ハッチを開け放ったヘリコプターには、片かた剣つるぎライラの他に複数の頑がん強きような男たちが待機していた。ライラ以外は自衛隊のレンジャー部隊だ。そもそもこのヘリコプターも自衛隊の輸送機である。


　ライラだけが弁慶機関の戦せん闘とう服ふくを身に着けていた。身体からだにぴったりと張り付くスーツは、豊満なボディラインがくっきりと判別できる。しかしその性能は自衛隊の防ぼう弾だん装備より遥はるかに頑がん丈じようだ。


「……はい。了りよう解かいしました。では作戦を開始します」


　インカムに返答すると、ライラは機内を振ふり返る。


「たった今、許可が下りました。打ち合わせの通りにお願いします」


「許可？」


　首を傾かしげるのは、レンジャー部隊の一人。


「作戦の許可なら、すでに上から下りているが？」


「いえ、そうではありません。準備に必要な許可をいただいたのです」


「どういう事だ？　Ｄアームとやらに使用許可が要いるのか？」


「平たく言えば、そうです。観覧車の乗客を救出するためには、Ｄアームを行使するしかありません。ですが敵もまた伝承者テイルキーパー。少なくとも建物を無傷で済ませるわけにはいきません」


　こっそり救出しようにも、観覧車の下から行けば阿あ形がたに気づかれる。かといってヘリコプターで上から近づけば、もっと気づかれる。


　だから近づいても問題ない状況を作るしかなかった。


「ですから宮く内ない庁ちようと防衛省、それから東京都、並びに関係各社に許可をいただきまして、このパレットタウンを買収しました」


「なっ……！」


「ですから、ゴンドラの扉とびらが開かない場合、こじ開けても問題ありません」


　阿形が籠ろう城じようした時から、この作戦は立案されていた。


　しかし交こう渉しよう上手な課長が取り組んでも、ゴンドラ一つ落とされるまで許可が下りなかったのは納なつ得とくがいかない。官庁の下す決定が遅おそいのは仕方ないが、人命がかかっている時くらい迅じん速そくに決めてもらいたいものだ。


「では、よろしくお願いします」


　優ゆう雅がに一礼して、ライラは右手を伸のばす。


　するといつからそこにいたのか、黒服の男が彼女の右手を握にぎった。忍にん者じやのように陰からつき従うこの男は、ライラの感情を読んだかのように呼応し、その肉体を変化させる。





「我が命めいに従え、八はつ丁ちよう念ねん仏ぶつ団だん子ご刺ざし」


「──御ぎよ意い」





　光と共にライラの右手に収まったのは、一ひと振ふりの打うち刀がたな。


　その鞘さやを左手に持ち替かえ、抜ぬき放つ。


　露つゆが零こぼれそうなほど美しい、銀色の刀身が夜風に晒さらされる。


「はぁ～……」


　レンジャー部隊からため息が零れた。


「な、何ですか？」


「ああ、いや、すまない。刀を持ったあんたがあんまりキレイなんで、つい見とれてしまって」


「な……っ！」


　ライラの顔が赤くなる。


「こっ、こんな時に冗じよう談だんはやめてください！」


「冗談じゃないんだがなぁ」


　機内に小さな笑いが生まれた。緊きん張ちようしていたレンジャー部隊も、刀を持った少女と同席するなどという、普ふ段だんの作戦ではあり得ない状況にようやく慣れてきたようだ。


　逆に動揺してしまったライラは、大きく深呼吸をする。


「まったく……」


　息を吐はくと、ライラはパラシュートも付けずにヘリコプターから跳とんだ。


　目指すは──観覧車の真上。


「──はっ！」


　頂上にあるゴンドラをすり抜け、中央の鉄骨を斬きった。


　刀から発せられる剣気が、十メートル弱のリーチを生み出す。


　さらに鉄骨を蹴けりながら、また別の鉄骨を斬る。切断の際にわずかにズレた鉄骨を足場にして、また別の鉄骨を斬る。


　高さ百メートル以上の観覧車を、まるでジャングルジムのように飛び跳はねながら、刀を通している。布を縫ぬうかの如ごとく、その動きは滑なめらかだ。鉄を斬っているようには感じさせず、一いつ切さいの音もない。


　広こう範はん囲いを切断した八丁念仏団子刺しの剣気は、張りつめた糸のように細い。


　この刀に限らず、日本刀の剣気は暴れず騒さわがず、静かな形を保つものが多い。一点集中して目の前の対象を、ただ切断する。


　鍛きたえられたライラの技術と、凝ぎよう縮しゆくされた剣気が生み出す純じゆん粋すいな切断能力。それが日本のＤアームの特とく徴ちようなのだ。


　また、ライラが切断した鉄骨にも変化が起きている──いや、起きていない。


　切断されたはずの鉄骨は足場を作るために僅わずかに動いたのみで、観覧車は原形を留とどめたまま、まったく崩くずれないのだ。


　降下からすでに二十太た刀ち以上は振り抜いているはずなのに、観覧車自体が斬られた事に気づいていないかのように沈ちん黙もくを守っている。


　むしろうるさいのは頭上のヘリコプターの方だ。


　数十ものヘリから、多くの人間が降下している。彼らはロープにぶら下がったまま、ゴンドラに囚とらわれた人ひと質じちを救出し始めた。泣きながら救出隊員に飛びつく人質を確かく認にんし、ヘリへと引き上げる。


　その間も、ライラは休みなく観覧車を斬り続ける。


　まったく動かない観覧車を。








　もちろん、その行動は練れん司じたちにも見えていた。


「ライラ……やっと動いたか！」


　あれほどまだかと催さい促そくしていた救出作戦が、ようやく動いた。


　これで最後のつかえが取れた。


「テメェ！　どういうつもりだコラァ！」


　阿形は激げき怒どするが、


「人質が最優先に決まってんだろ。俺は時間を稼かせぐための囮おとりだよ」


「だとぉ……!?」


　そうでなければ、第三課でもっとも若い練司が行くものか。もっとも重要な救出作戦の方に優ゆう秀しゆうなライラが行くのが適任ではないか。


「畜ちく生しよう、ブッ殺してやる！」


　阿形がまたティルヴィングを投げようと振り被かぶる。


　すると、周囲が突とつ然ぜん暗くなった。


「あ……？」


　頭上から、巨きよ大だいなものが降ってきた。


　それは今しがたライラが斬った観覧車の鉄骨。


「やっべぇっ！」


　事前に聞いていたが、タイミングくらい教えて欲しかった。


　練司は素す早ばやくその場から離はなれる。猛もうダッシュで逃にげるのだが、鉄骨は一辺が二十メートルほどもある巨大な塊かたまりで、軽かる業わざの能力がなければ確実に潰つぶされていた。


「おおぉおおおおおっ！」


　鉄骨はアミューズメントパークの建物に突つき刺さり、崩ほう壊かいさせる。さらに続いて降ってきた鉄骨が、隣となりのトヨタシティショウケースヴィーナスフォートも砕くだいていく。まるで巨きよ人じんが足で踏ふみ潰すかのように。


『……ちと、やりすぎではないか？』


　手の中の薄緑も、若じやつ干かん引いている。


「アイツ、やる時はエゲツナイからなぁ……」


　観覧車からの攻こう撃げきで、パレットタウンはほぼ全ぜん壊かいしていた。まるでオブジェのように鉄骨が突き刺さったパレットタウンは、今後数年間は営業できないだろう。しかしさすがライラ、敷しき地ちの外には一いつ切さい被ひ害がいがない。


　練司は観覧車を見た。


　きれいに真ん中だけがくり抜かれている。


　鉄骨が支えていたはずのゴンドラは、宙に浮ういたままだ。まるで時計の文字盤ばんのみが残ったように見えた。


　これがライラのＤアーム〝八丁念仏団子刺し〟の能力。


　戦国時代、近きん畿き地方を中心に大暴れした雑さい賀か衆しゆうの長おさ、雑賀孫まご一いちの愛刀として知られるその刀は、辻つじ斬ぎりされた僧そう侶りよが念仏を唱えながら八丁の長さを歩いたという逸いつ話わに由来する。


　その不思議な力は、かつてこの刀が吸った怨おん念ねんか、もしくは使用者の珍ちん奇きな性格が宿ったＤアームの特とく殊しゆ能力。「斬ったという事象を遅おくらせる」その力は、現代では様々な作戦に応用できる便利なものになった。


　救出が終わったゴンドラは、緩ゆるやかに落下していく。これもライラが一つ一つ能力を解放しているからできる芸当だ。


　すでに九割近い人質が助けられており、ヘリコプターの数も随ずい分ぶん減った。


「ちっくしょおおおぉぉおおおおおおっ！」


　地面に突き刺さった二十メートルサイズの鉄骨が、真っ二つに両断される。


　真下にいたのは、瓦が礫れきにぶつかったのだろう、頭から血を流している阿形。あれだけの崩壊に巻き込まれて、まだ生きている。ティルヴィングの力とはいえ、もはや阿形の肉体は生物の常識を超こえている。


「ブッ殺してやる！　どいつだ!?」


　阿形が頭上を見る。手にしたティルヴィングからは暴風のような剣けん気きが集まり、剣の周囲に渦うず巻まいている。まるで彼の怒いかりを表現しているかのように。


「やめろっ！」


　練司が斬りかかる。


　が、練司の真上から鉄骨が落ちてきた。地面に浅く刺さった鉄骨が、バランスを崩して倒たおれてきたのである。


『練司！』


「ちっ！」


　すかさず後方に下がり、紙かみ一ひと重えで鉄骨を避よける。地面が削けずれ、街灯と街路樹を巻き込んで崩れてゆく。


　その間に、阿形は獲え物ものを見つけていた。


「見つけたぜぇ……！」


　観覧車の上にいるであろうライラを見つけた阿形が舌なめずりをする。そうして先さき程ほどゴンドラを落とした時のように、思い切り剣を振ふりかぶる。


「死ねやぁぁぁぁあっ！」


　ブーメランのように回転しながら飛んでいくティルヴィング。剣気を纏まとった刃やいばは、ネズミ花火のように舞まい上がり、観覧車にいるライラを襲おそう。


「ライラ！」


　インカムに叫さけぶ練司。


『慌あわてるな──』


　風のノイズが混ざりつつ、ライラは冷静に答える。


『防ぼう御ぎよは任せてある』


「防御？　誰だれに……？」


　練司の問いは、大きな金属音で搔かき消けされた。


　一直線に飛んでいくティルヴィングが、突とつ如じよ何かに当たって弾はじかれた。まるで見えない壁かべに遮さえぎられているかのように。


　いや、そうではない。ぶつかったのではなく──


「狙そ撃げきか！」


　練司の疑問が氷解した。


　Ｄアームを狙撃できるのは──やはりＤアームしかいない。








　観覧車に乗っているライラよりも、さらに上空を旋せん回かいするヘリコプター。


　開いたハッチから顔をのぞかせているのは、大おお森もり山やま杏あん。


　彼女は手にした狙撃銃じゆうのスコープから目を離すと、銃を担かつぎ上げた。縛しばっていた髪かみを解き、下から吹ふき上げる突とつ風ぷうにはためく白衣を押さえつつ、真下の戦場を見る。


『どうだ、命中したか？　命中しただろう？』


「んなこたぁ分かってるよ～」


　当たり前の質問にうんざりしながら、杏は答える。


『ふふん。また私の腕うでを証明してしまったな』


　上じよう機き嫌げんな若い男の声は、彼女の狙撃銃から聞こえてくる。


「あー、うっさいうっさい。アンタの自じ慢まん癖ぐせはホントウザい」


『いやいや、これでも私は感謝しているのだぞ？　この形態に変身できるようになってから、矢のスピードが恐おそろしく上がった。ライフリングの技術とは素晴らしいものだな』


「別に弓ゆみのままでも良かったのにな～。能力は変わらないし」


　杏自身も彼の性能は評価しているのだ。Ｄアームの変身能力を後天的に変化させる実験の産物だったが、姿は変わっても性格までは変わらなかったようだ。


　彼の名は〝ガーンデーヴァ〟。


　インドの伝承、マハーバーラタに登場する弓だ。シヴァ神が英えい雄ゆうアルジュナに与あたえた武器の一つである。


　その類たぐい希まれなる弓の能力とは、「絶対に命中する」というとんでもないもの。


　つまり自身の能力を知っておきながら、わざわざ杏に命中確かく認にんをさせるのだ。自分の力をひけらかしたくてたまらない弓なのである。


『しかし杏よ。良いのか？』


「なにが～」


『下にいるロキの使い手、このまま私が射い貫ぬいても良いのだぞ』


「それはダメ」


　きっぱりと杏は答える。


「アイツの相手は練ちゃんだよ。ライラちゃんも課長もそれを理解してるから、手を出さないの」


『それは英雄同士の決けつ闘とうには手を出すなと言うことだな。理解できるが、この時代の兵へい法ほうとしては悪あく手しゆなのではないか？』


「ま、ね。だけど──勝たなきゃ、練ちゃんは進めないの。ていうか練ちゃんはまだ一歩も踏み出してないの。崖がけっぷちに立ってる状態で、迷ってるから」


『新兵に経験を積ませるのか。リスクの高すぎる訓練だな』


「その分、得られるものは大きいよ。とっても」


　杏は真下で崩れるヴィーナスフォートを見下ろし、あの瓦礫の上で戦っている不ふ肖しようの弟を想おもう。


　もしも練司が死ぬような事があったら、その時はこのＤアームで犯人の頭をブチ抜ぬいてやるつもりだ。練司の事を信じると、頭では覚かく悟ごしつつも、ガーンデーヴァを持つ手は汗あせばんでいた。








「くそぉぉぉぉぉぉっ！」


　ガーンデーヴァに撃うたれたティルヴィングは、軌き道どうを逸そらしながらも回転を止めず、阿形の元へ戻もどってきた。足あし下もとに刺ささった剣を抜いて、彼は野や獣じゆうのように吠ほえる。


「どいつもこいつも、俺を見下しやがって！」


　阿形はそう怒いかるが、本当に見下しているのであれば、こんな大おお掛がかりな作戦など実行しない。阿形とティルヴィングが厄やつ介かいだからこそ、こんなに苦労しているのだ。


　おそらく阿形を一番過小評価しているのは、阿形自身──


「うぉおおおおおおおおっ！」


　阿形の叫びに負けないように、練司は斬りかかる。


　もはや忠告もしない。


　人ひと質じちもいなくなった今、残るは阿形との決着をつけるのみ。


「ざけんなぁあああっ！」


　阿形が間合いの外から剣を振る。剣そのものは届かなくとも、Ｄアームに宿った剣気が斬ざん撃げきとなって練司を襲う。


「ちっ！」


　剣の軌道に合わせ、練司が横に避ける。阿形の剣気は地面を抉えぐり、その先に落ちていた鉄骨の破は片へんを爆ばく弾だんのように吹き飛ばした。


　神話級のＤアームの力はこの程度では衰おとろえない。


　しかし練司とて負けていられない。


「うぉおおおおおっ！」


　一いつ瞬しゆんで間合いを詰つめる。阿形に肉にく薄はくし、首を取れる距きよ離りまで力を溜ためる。


　薄緑に呼吸を合わせる。


　自然な動作で上から振り下ろす。


「ちっ！」


　阿形はバットを振るような動作でティルヴィングを振り上げる。


　薄緑とティルヴィングが激げき突とつした。


　青い火花が弾はじけた。


　鉄と鉄がぶつかる音と光ではない。


　互たがいの剣気がせめぎあい、押し出そうとするオーラの放出。


　痺しびれそうになる手に力を込こめ、練司はティルヴィングを押し返す。


「だぁああああああっ！」


　ティルヴィングが弾かれ、阿形のバランスが崩くずれた。


　その勢いのまま、練司は薄緑を振り抜く。


　しかし阿形も強化された身、体勢を崩しながらも超ちよう反応で横に倒れこみ、練司の一撃を避けた。


　薄緑から発せられる気が、阿形の背後にあった巨きよ大だいな鉄骨を斬きる。


　竹を斬きるかのように、太い鉄骨が斜ななめにずれ、落下した。


　それでも、練司の手にある薄緑は軽いまま。八丁念仏団子刺しほど鋭利ではないが、その剣気はまっすぐで素す直なおだ。


　──こんな力があったなんて。


『驚おどろくな練司。それはお主ぬしの力でもある』


「……俺の？」


『訓練で培つちかった腕は、お主のものじゃ。本気を出せばこの程度、造ぞう作さもない』


　弁慶機関に入ってから、練司は血を吐はくような訓練を続けてきた。ライラにボコボコにされつつ、剣の基本的な使い方を何度も反復練習したのだ。


　その結果得たものは、剣の腕だけではない。


　薄緑の剣気をコントロールする、伝承者テイルキーパーとしての力も研とぎ澄すまされていたのである。


「今気づいたんだけどよ、薄緑」


『なんじゃ？』


「お前、綺き麗れいな剣だな」


『気づくのが遅おそすぎじゃ、バカ者』


　本心から出た言葉だ。


　美び醜しゆうの問題というより、薄緑の剣気のシンプルさに惹ひかれたのだ。機能美と言い換かえても良い。日本古来より伝わる、奥ゆかしい刃は物ものの美。


　練司はある単語を思いだした。


　どこの国でも忌いみ嫌きらわれた名前で呼ばれている、Ｄアーム。


　しかし、その強さと美しさに恐きよう怖ふ以上の感情を持った国も存在する。


　その国ではＤアームの事を、畏い敬けいを込めてこう呼んでいた。





　──剣乙女デーゲンメイデン。





　まさに薄緑を表現するのにふさわしい言葉ではないか。


「くっ……ぉおお！」


　立ち上がり、剣をまた構える阿形。


「まだまだぁぁっ！」


「おうっ！」


　斬りかかる阿形に、練司も一歩で近づく。


　また青い火花が散った。


　今度は互いに剣を弾はじかれ、同時にバランスを崩す。が、立ち直ったのは練司の方が早い。剣を落としそうになる阿形に向かって薄緑を振ふりおろし、


「つぁあああっ！」


　またティルヴィングと激突する。


　互いの剣気が弾け、お互いの後方にある鉄骨が崩れた。


「はぁ……っ！　はぁ……！」


　阿形は剣を握にぎりしめ、練司を睨にらむ。


　しかしその顔には覇は気きがない。


「な、なんだ畜ちく生しよう！　テメェ……！」


　肩かたで息をするほど焦あせっている。


　それでも闘とう志しを失わないのは大したものだ。


『下がれ、下げ郎ろう！』


　まっすぐに伸のびた薄緑が、凜りんとした声で叫さけぶ。


『貴様如ごときが相手にしていい者ではないぞ！』


「黙だまれ黙れ黙れぇぇぇっ！」


　阿形が無造作に振った剣からも剣気が溢あふれ、周囲に飛び散る。もはや剣が放つオーラを収束できず、暴走させる寸前までいっている。


「さっきからなんだテメェは！」


　青く明めい滅めつする剣で練司を指す。


「斬ろうと思えば、俺を斬れたよなぁ！　今も！　さっきも！」


「……ああ。だが手加減はしていない」


　練司は素直に認める。彼も気づいたようだ。





「最初からテメェ、俺のＤアームを狙ねらってやがったなぁっ！」





　昨日、練司は糸いとに言った。


　Ｄアームを狙うのは、とても難しい。特とく殊しゆな力で守られている神の武器と、大きくて柔やわらかい生身の人間であれば、どちらが簡単に殺せるか。ほぼ全員が人間と答えるだろう。練司だってそちらが楽だと考える。


　だが、Ｄアームを壊こわすのは不可能ではない。


　限りなく難しいだけで、可能なのだ。


　ずっと考えていた。


　人を不幸にするのは、人ではなくＤアームの存在なのだと。呪のろわれた武器によって人生を狂くるわされた人に対し、その死でもってしか償つぐなえない現実にずっと疑問を感じていた。


　いすかを殺したのが、人ではなくＤアームだった事にも起因する。


　とにかく練司は、Ｄアームが許せなかったのだ。


　そう気づいてから、ずっと楽になった。


「──そうだ。俺はＤアームを破は壊かいする」


　薄緑を構え、練司は告げる。


「誰だれかを悲しませるＤアームは、この世に存在しちゃいけないんだ」


　人を殺す覚悟ではない。


　絶対に殺さない覚悟。


　それが練司を動かす力だ。


「くっ……くそっ……！」


　阿形は袖そでで汗を拭ふく。


　攻こう撃げきしてもいないのに辛つらそうな表情だ。


「なんだ……？」


　練司も首をかしげる。


『フフン。ようやく練司もそれらしくなった、という事か』


「どういう意味だ？」


『妾わらわを持つに相応ふさわしい、覇は王おうの器うつわに反応しておるのじゃ』


　言葉が少ないが、練司はそれでも理解した。


「そうか……お前は、そういう刀なのか」


　斬るのではなく、威い圧あつによって敵の気を削そぐ。


　これが、覇王の刀である薄緑固有の能力。


　多くの敵を屈くつ服ぷくさせてきた薄緑は「心を斬る」事に特化した剣という事か。


　無我夢中で戦っている敵にとっては、ほんの少し気け圧おされるようにしか感じられないだろう。


　だが、たった一瞬でも動どう揺ようすればいい。


　その間に──


『──見えた』


　薄緑が、敵のもっとも弱い部分を見つけてくれる。


　使い手に左右されるが、戦い方によっては最強のＤアームではないか。敵を一瞬でも怯ひるませるためには、やはり練司のたゆまぬ努力が必要なのだが。


『練司、妾に合わせろ』


「ああ」


　任せろ、ではなく、合わせる。


　薄緑の動きをトレースするのではなく、彼女の感情を読みとり、どう動きたいのか知る。その上で自ら身体からだを動かす。


　自分の動きを最適化させ、阿形を視界の中央に捕とらえる。


『──良いのか、このままで』


　阿形のＤアームが低い声で呟つぶやくのが聞こえる。


　──しまった。


　アイツはまだ願い事を残している可能性があった。


「うるせぇっ！　黙れぇぇぇぇぇぇっ！」


　しかし阿形は剣を振り回して叫ぶ。


　分かっていて願い事をしないのか、それともすでに願い事を使い切っていたのか。どちらにせよ、好機だ。これ以上強くならないなら、それでいい。


「ぉおおおおおおおっ！」


　練司の殺気を感じ取ったのか、阿形が突とつ進しんした。


　そう、彼は怒いかる時でも前に出る。相手の攻撃を避よける時も、常に前に出て退くことを知らない。それはティルヴィングの呪いによって強化された肉体によるものではなく、彼自身の性格によるものだ。


　その性格を考こう慮りよすると、彼が剣を振るタイミングも分かる。


　薄緑の切れ味に加え、ティルヴィングを振り下ろす力が重なり、その最大の力をもっとも脆もろい点にぶつける──！


「はぁあああああああああっ！」


　すれ違ちがった二人の影かげ。


　交差する剣けん気き。


　硬かたい感かん触しよくと、それが解放される感触。


　──もう、いすかの姿は見えない。


　鉄てつ琴きんを叩たたいたような軽かろやかな音と共に、ティルヴィングの刀身が両断された。


『ぬ──ぬおおおぉおおおっ！』


　地の底から響ひびくような老人の声。


　背後の気配が急速に消えていくのを感じる。


「てめぇぇぇえええっ！」


　大声に振り向くと、すでに折れた剣を鈍どん器きのようにして殴なぐろうとしている阿形の姿。


　練司の身体が自然に動く。


　振り向きざまに、刃やいばが阿形の胴どうを薙なぐ。


「か──！」


　再度すれ違うが、練司は振り返りもしない。


　阿形が地面に倒たおれる音を聞く前に、ゆっくりと薄緑の刀身を鞘さやに収めた。


　折れた剣を最後まで握りしめている阿形。


『安心せい──峰みね打うちじゃ』


　薄緑の声は、彼に届いたかどうか。








　ティルヴィングが両断されたのを知ると、すぐに弁慶機関の構成員が集まってきた。阿形を拘こう束そくし、ティルヴィングを回収するためだ。


　しかし駆かけ寄った構成員を、練司は手で制する。


「くっ……！」


　阿形が起き上がった。


『たいした男じゃのう』


　人間の姿に戻もどった薄緑が呆あきれた声を出す。峰打ちとは言え、刀は金属で出来ている。そんなものを全力で胴に叩き付けられたのだから、最悪死んでも不思議ではないのだ。すぐに起き上がれる阿形の頑がん強きようさは驚おどろくばかりである。


　が、阿形は折れた剣を見ると、それを地面に放ほうり捨ててその場に座り込んだ。


「チッ……負けだ」


　いさぎよく認める阿形。


『残念じゃったのう。願い事を上う手まく使っていれば、勝てたかも知れんのじゃぞ』


　阿形の背後に、ローブを着た老人が立っていた。彼がティルヴィングの化け身しんなのだろう。剣が両断された今、彼に残された時間は少ない。全身がノイズのように乱れている。


　Ｄアームが破壊されると、剣に込こめられた気は霧む散さんし、やがてただの物体に戻る。そこからまた数百年、数千年の時を経てＤアームとして復活するのだ。


『いやはや、勿もつ体たいない……まさか願い事を二つしかせんとは』


　ローブの袖を口元にあて、嘆なげく動作をする老人。


「最後の願いは……とっておいた」


『ほう』


「頼たのむ。妹を……俺が傷つけた奴やつらを治してくれ」


『ほほう！』


　何な故ぜか弾はずんだ声のティルヴィング。


『長年生きてきたが、そのような願い事は初めてじゃ。敵を倒したり、富を得ようとする者は多かったが、まさか人助けとはのう』


「……俺が欲ほしかったのは、力だけだ。関係ねぇ奴を巻き込むのは弱い証しよう拠こだ」


『よかろう。その願い、聞き届けた』


　ティルヴィングの身体が青白く光った。


　その効果がどのようにして現れたのか、今の練司たちには知る由よしもない。


『では、代だい償しようとしてお主の身も不幸にしようと思うのじゃが──』


　ティルヴィングは阿形の肩かたに手を置く。


　しかし、


『ふむ、どうやら時間切れじゃな』


　身体のノイズがどんどん大きくなり、やがて全身に広がる。


　ローブの端はしからうっすらと消えていくではないか。


『さらばじゃ。久しぶりに楽しかったぞい』


「……俺もだ」


　阿形の微び笑しようを見て頷うなずくと、ティルヴィングは消しよう滅めつした。


　後には折れた剣が残るだけだった。


「ハッ！」


　阿形はその場に寝ね転ころび、夜空を見上げる。


「もう悔くいはねぇ！　殺すなり捕つかまえるなりしな！」


　その言葉を合図に、十人くらいの構成員が一気に阿形に飛びかかった。身体中をがんじがらめに拘束されるのを、練司は黙だまって見る事しかできなかった。


「お疲つかれ様です、練司さん！」


　そんな練司にタオルが差し出される。


　笑え顔がおの糸がいた。


「あっちで休みましょうって、課長さんが仰おつしやってました！」


「……あ、ああ」


　糸に手を引かれ、歩き出す練司。


　疲ひ労ろうと傷で、倒れそうなほど足が震ふるえていた。


「聞いたぞ。糸も手伝ってくれたんだってな」


　それでも気き丈じように笑うと、逆に糸は謙けん遜そんして照れた笑みを見せる。


「え、わ、私は別に、そんな」


「ありがとう。助かった」


「……練司さんも、ちゃんと私を守ってくれましたね」


「ああ。約束したからな」


「ありがとうございますっ」


　口元をにんまりとさせて笑う糸。社交辞令ではなく、本当に嬉うれしそうな顔だ。


　歩こうと足を前に出すのだが、身体が思い通りに動いてくれない。薄緑と共に戦った時は、良い意味で自分ではないくらい軽やかに動けたのに。


　全身を酷こく使しした以上に、精神的なプレッシャーが大きかった。


　負ければ死ぬ、という極ごく悪あくなギャンブルから生せい還かんしたのだ。今まで封ふうじ込めてきた恐きよう怖ふ感が一気に解放されたようだ。


「ほらよっ」


　肩を貸してくれたのは薄緑──ではなく、なんと膝ひざ丸まる。


「そこの車まで運んでやるよ！　お前がんばったしな！」


「えっ!?」


　膝丸を初めて見た糸が薄緑を探すように周囲を見る。


「初めましてだな、糸！　アタシ膝丸っての！　よろしく！」


　空いた手で握あく手しゆを求める膝丸。糸が手を差し出すと、摑つかんでぶんぶんと振ふった。


「練司、アンタとの連れん携けい、すっげぇ楽しかったぜ！　またやろうな！」


　膝丸はいつになく上じよう機き嫌げんだ。


　練司も今日ほど彼女を好ましいと思った日はなかった。今までは血に飢うえた人ひと斬きりとしか思っていなかったのに、彼女とシンクロして戦った事で、見ようとしなかった心の内が分かるような気がした。


　彼女にしてみれば、身体からだを動かしたいだけなのだ。スポーツのように発散する場があれば満足なのだ。そういう活発な娘こなのである。


「アタシたち、きっといいパートナーになれるぜ！　薄緑なんかよりも！」


　膝丸がそう言うと、


「黙れ。とどめを刺さしたのは妾わらわじゃ」


　突とつ然ぜん、膝丸から薄緑に変わった。一いつ瞬しゆんの変化に、糸がさらに目を丸くする。そうかと思えば、また膝丸が出現して、


「一番オイシイところ持っていっただけじゃん。練司はアタシの方が相あい性しよういいって」


「フン。減らず口はＤアームを斬れるようになってから叩くのじゃな」


　喋しやべる度たびに変化しながら罵ば倒とうし合っている。


「お前ら、少しは仲良くしろっ！」


　練司が怒ど鳴なると、


「うるさいっ！」


「ぶっ！」


　薄緑が練司の身体を突つき飛ばした。もうまともに歩ける体力が残っていない練司は、アスファルトに顔面をぶつけて動けなくなる。


「きゃーっ！　練司さん！　大だい丈じよう夫ぶですか!?　大丈夫ですか!?」


　糸が身体を揺ゆするのだが、その度にアスファルトが顔面をゴリゴリと刺し激げきして痛みが増加する。だがそれを指し摘てきする体力も練司には残っていなかった。








　目覚めると、柔やわらかい感触がした。


「ん……？」


　周囲の機器に見覚えがある。練司が最初に運ばれた救護車だ。まさかまた運ばれる事になろうとは。


　そう言えば薄緑はどこに行ったのだ。見つけ出して文句の一つも言わねば。


「いってて……」


　起き上がろうとするが、全身が痛い。


　それから鼻の中に詰つめ物が入っている。薄緑に投げ飛ばされた記き憶おくが蘇よみがえり、さらに怒いかりが倍増するが、


「そのままでいろ、練司」


　優やさしい声が上から降ってきた。


「ん……？」


　真上に薄緑の顔があった。


　近くで見ると、動どう揺ようするほど美しい。


　よく見れば、練司が寝ねていたのは薄緑の膝ひざ枕まくらではないか。


「な、なっ……！」


　すぐに退のこうとするが、身体が痛くて動けない。


　それに正直──彼女の膝はとても心地ここちよくて、動きたくなかった。


「べ、別にやりたくてやっているワケではないのじゃぞ。その、課長が、こうすると回復が早くなると言っていてな」


「あのオヤジ……！」


　弁慶機関で最も口の回るオッサンに騙だまされたのだ。元気になったら、真っ先に怒鳴り込んでやると決意する練司。


　救護車の中には、練司たちの他に誰だれもいなかった。


「…………」


　もう一度、薄緑の膝に頭を預ける。
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「ゆっくりこうしていられるって事は、もう終わったのか？」


「うむ。練司が心配するような事はもうないぞ」


　それから薄緑は簡単に事の顚てん末まつを話してくれた。


　大観覧車の人ひと質じちは全員救出され、ケガ人はゼロ。またティルヴィングが本当に願いを叶かなえてくれたようで、彼の妹を含ふくめて死者も重傷者もゼロだったという。


　ただし建物の損そん壊かいはどうしようもない。弁慶機関と関連する省庁が金を出して建物ごと買い取る方針だという。展示されてある自動車だけで億を超こえる被ひ害がい額がくになりそうだが、少なくとも破は壊かいしたのは練司ではない。


「ライラ、後で始末書モンだな」


「それはお主もじゃ、練司」


「え、俺？」


「Ｄアームを破壊したのじゃろう。そのような命令は受けておらなんだ」


　言ってみれば重要文化財に等しい価値を持つ武器を壊こわしたのだから、その損失は大きい。兵器としても、敵の情報を得る目的でもかなりのマイナスになる。


「……けど、俺はこれからもＤアームを斬きる」


　誓ちかったのだ。


　人を不幸にするＤアームを、絶対に許さないと。


「頑がん固こじゃな」


　苦く笑しようする薄緑。


「まぁな」


「しかし、そういう所は九郎によく似ておる」


「元カレと比べられたって嬉しかねーよ」


　そうぼやきつつ、見上げる彼女の顔から連想する、一人の少女。


　──いすか。


　彼女はあの日、飛行機と共に散った。


　死体すら見つからない、凄せい惨さんな状じよう況きようだったと聞く。


　それでも、練司はあきらめない。


　弁慶機関にしがみついて、いつか必ず追いついてみせる。


　──命を操あやつるという、あの槍やりに。


　その力でいすかを生き返らせて、もう一度会うのだ。





　　　　＊




　時を同じくして、埼さい玉たま県けん北西部。


　人も車も通らない国道に、炎ほのおが広がっていた。周囲に広がる田畑も焼け焦こげているが、住宅は百メートル以上離はなれた場所にある。


　そんな辺へん鄙ぴな場所を選んだのは、彼女の意志だ。せめて他人に迷めい惑わくがかからない場所で戦せん闘とうしたかった。弁慶機関の伝承者テイルキーパーたちもそれを望んでいただろうから。


「…………」


　彼女は自分の周囲の炎の向こう側を見る。


　弁慶機関のワゴン車が前後を取り囲むように停車しており、さらに彼女を取り囲んでいる七人の男たち。その全すべてが彼女を狙ねらってＤアームを構えていた。弁慶機関の戦闘服を身につけた彼らは、戦闘職の第一課。弁慶機関で最強の兵士たち。


　それに対して彼女の服装はパーカーにスカートという簡素なもの。肩かたの上で切り揃そろえた髪かみに化け粧しよう気けのない顔。とても年相応には見えない、感情のない表情。


　いや、感情がないのではなく、その目は絶望に満ちあふれていた。


　彼女の中で最も煌きらびやかなものは、その手に持ったＤアームくらいだろう。


　西洋風の長ちよう剣けん。まっすぐに伸のびた刃はは日本刀とは違ちがった無骨な強さを思わせる。


　また、それを持つ彼女の右手も鉄のように輝かがやいていた。


「どうする……まだ、続ける？」


　輝く右手を下げて、彼女は尋たずねる。


　その問いに、弁慶機関の男たちは動揺する。


　なぜなら、すでに一人やられているからだ。


　ワゴン車に運ばれている伝承者テイルキーパーと、気を失った彼がまだ手にしている折れたＤアーム。先せん陣じんを切るくらいだから腕うでに自信はあったようだが、Ｄアームを折るのは容易たやすかった。


「そうでないなら、見み逃のがしてくれると嬉しい」


「みっ、見逃せるわけがないだろう！」


　弁慶機関の一人が剣を突き付ける。


「いざ尋じん常じように──！」


　そして、それを正眼に構えた。戦いを続けるという合図だ。


「そう──」


　彼女は悲しい顔をして、右手の剣を掲かかげる。


　何もする必要はない。


　重要な動きは、全て剣が教えてくれる。


「とぉっ！」


「ッ！」


　勝敗は、たった一瞬で決まった。


　猛もう禽きんのような速さと鋭するどさで斬りかかる弁慶機関の若者だが、その剣を彼女の右手ががっちりと受け止めた。


「なぁっ!?」


　Ｄアームですら斬れない右手に驚きよう愕がくする彼に、


「ごめんね」


　謝罪しつつも、彼女は容よう赦しやのない剣を振ふり下ろす。楽器のような音色を立てて、Ｄアームはぽっきりと両断された。


　──これで、二つ。


「そ、そんな……」


　周囲に炎があるにもかかわらず、剣を折られた男はがっくりとうなだれて動かない。彼女も戦せん闘とう意い欲よくを失った敵に対して追つい撃げきしようとは思わない。


「……まだ、続ける？」


　先さき程ほどと同じ質問を繰くり返す。


　六人になった弁慶機関の男たちは、全員無言で剣を構えた。Ｄアームを二つも破壊されて、黙だまってはいられなくなったのだろう。


「そう──」


　彼女は悲しそうな顔で剣を握にぎる。


　その時だった。


「やめなさい」


　彼女の背後から肩を叩たたく女性が。


　その次に、周囲の炎が一いつ瞬しゆんで消えた。彼女たちを中心に衝しよう撃げき波はが広がったようだ。それは雷かみなりのような高速移動によって生じたもの。


　彼女は肩を叩いた女性を、やはり無表情で見る。長い金きん髪ぱつに日本人離ばなれした体格。野や暮ぼったい衣い装しようの彼女とは対照的に、派手なコートを身につけていた。


「……Ｊ」


「これ以上の戦闘は無益よ、いすか」


「でも──」


　彼女──いすかは薄緑と同じように憂うれいを帯びた表情で、取り囲んでいる敵を見回す。先程まで意気込んでいたが、Ｊの出現により動揺している。戦力が倍になったことで、うかつに動けなくなったのだ。


「こちらの目的は達成したわ。帰りましょう」


『僕も賛成だ。もう戦う必要はないよ、いすか』


　いすかの手の中の剣が、甲かん高だかい声で囁ささやく。


「……わかった。〝クラウ・ソラス〟がそう言うなら」


　いすかは剣を下げる。


　そして大きく深呼吸をすると、その姿が大きく発光し、消えた。


　同時にＪの姿も紫むらさき色いろの電気に変化し、その場から離り脱だつする。


「ど、どこへ行った!?」


　残された弁慶機関の男たちだが、光と雷の速さで逃にげる伝承者テイルキーパーを追うことはできなかった。後に残されたのは炎の名残なごりと、折れた二つのＤアーム。


　この日、日本だけで三つのＤアームが失われた。


　それは数千年の歴史の中でも異例の出来事であった。








　秘密結社ロキが根城にしている雑居ビルの一室は、きれいに片付いていた。阿形が荒あらしまくった形けい跡せきなど、どこにもない。掃そう除じ好きのＤアームが全て片づけてしまった。家具ごと。


　そのＤアーム、ミョルニルは掃除が終わると無言で料理の支し度たくを始める。これは料理好きだからではなく、命令されたからだ。細くて長い手が動く様は、まるで楽器を演奏しているかのように華か麗れいだ。


「夜分遅おそく、申し訳ありません。現状を報告します」


　彼女の伝承者テイルキーパー、Ｊは壊れた箱に腰こし掛かけながら携けい帯たい電話で会話している。彼女もミョルニルに劣おとらず美しく、並んで立てば画家が放ほうっておかない構図になるだろう。


「埼玉での接収は成功しました。〝天あめの沼ぬ矛ぼこ〟はこちらで保管しております。ですが逃とう走そう中にいすかとクラウ・ソラスが戦闘に巻き込まれ、弁慶機関のＤアーム〝無む想そう正まさ宗むね〟と〝相さ模がみ大だい進しん坊ぼう濡ぬれ燕つばめ〟を破壊する結果になりました」


　Ｊにとって、クラウ・ソラスがここまでやるとは誤算だった。


　来きたるべき日に備えて、できるだけＤアームは破壊すべきではない。


「……また、お台場の件も失敗に終わりました。阿形は拘こう束そくされ、ティルヴィングも破壊されました。こちらは予想の範囲内ですが」


　ティルヴィングは呪のろわれていたので、処分に困っていたところだ。阿形共々、データ収集に役立ってもらった。こちらも破は壊かいされるのは予想外だったが、それでも一向に困らない。


　ただ、クトネシリカの伝承者テイルキーパーをこちら側に誘ゆう致ちできなかったのは惜おしかった。あれは阿形よりもずっと先が楽しみな少女だったのに。


「ですので、計画を早めるつもりです。弁慶機関と事を構えてしまった以上、時間を与あたえるだけ守りが堅けん牢ろうになってしまいます。ええ、そうです、残りの兵隊も集めて、すぐにでも」


　いすかの力も把は握あくできた。


　ならば来るべき「あの日」に向けて、早急に準備すべきだ。





「──一刻も早く、三種の神じん器ぎを奪うばいます」





　Ｊの視線が移動する。


　食事の支度をしているミョルニルのさらに奥、部屋の隅すみで膝ひざを抱かかえているいすか。そんな彼女の隣となりに並んでいる、金髪の少年。小学生くらいの白人だが、日本語は流りゆう暢ちようで表情も年ねん齢れい以上にしっかりしている。
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「大だい丈じよう夫ぶだよ、いすか」


　少年──クラウ・ソラスはいすかの頭を抱だきしめる。


「きっとすぐに平和な世界が来るから」


「…………」


　いすかは俯うつむいたまま、何も言わない。それでもクラウ・ソラスは優やさしい声をかけ続ける。どちらが子供か分かったものではない。


「また戦う事になるけど、今日みたいにＤアームを狙ねらえばいい。君の仕事は殺す事じゃない。逃げる日々を終わらせるために、戦うんだ」


「……うん」


「そうしたら会いに行こう、練司くんに」


「うっ……」


　涙なみだを流して、いすかは頷うなずく。


　Ｊは何も指し摘てきせずに、電話を続けた。


「はい。ヴィーナスフォートの件ですが──阿形が出した被ひ害がいは、パレットタウンの全損。人間の被害は二十五名だそうです。それもティルヴィングの力で治ち癒ゆしたので、実質は建物の被害のみです。はい、予測より少ないですね。これならおそらく──」


　眩まぶしい光に顔をそむける。


　すでに夜が明けようとしていた。


　Ｊは厚い唇くちびるをほんの少しだけ歪ゆがませ、こう締しめくくった。


「もっと暴れても問題ないでしょう」




　エピローグ







　お台だい場ばでの戦いから、三日が過ぎた。


　平日はきちんと学校に通っている練れん司じだが、それでも周囲の生徒と同じようには振る舞まえなかった。


「なんだ練司。お前まだ筋肉痛治んねーの？」


「おう……頼たのむから触さわらないでくれ」


　クラスメイトに心配されつつ、机に突つっ伏ぷしている練司。筋肉痛もさることながら、阿あ形がたと戦った時に全身打だ撲ぼくを負っており、それも激痛を伴ともなっている。加えて一度、脳のう震しん盪とうで倒たおれたので明日また検査を受けに行く。


「土日ずっとバイトしてたんだろ？　よくやるよなー」


「まぁな……イレギュラーな事態が起きて、超ちよう過か労働だ」


「お前、警備員のバイトだろ？　万引き犯でも捕つかまえたのか？」


「そんなもんだ」


　クラスメイトの質問に適当に答えつつ、練司は帰り支じ度たくをする。カバンに教科書を詰つめ込んでいると、教室の扉とびらが開いた。


「御ご免めんっ！」


　武士のような名乗りを上げて入ってきた女生徒に、クラス中の視線が釘くぎ付づけになる。背が高くてグラマーなため、日本の制服が似合わない。それでも元が美しいのと、ブレザーのジャケットをラフに着こなしているため、キレイというよりカッコ良く見える。


「おい彼女、片かた剣つるぎさんじゃん！」


「だから揺ゆするな！　痛ぇんだよ！」


　クラスメイトの手をはねのけ、練司は席を立つ。


「……よぉ」


　軽く手を挙げると、ライラも気づいて微笑ほほえむ。


「ちょっとよろしいか、先輩？」


「ああ。一いつ緒しよに帰るか」


　自然な流れで下校しようと歩き出す練司だが、


「ちょっと待てやゴルァァァッ！」


　背後から二人分のドロップキックが命中する。顔面から倒れる練司に、巨きよ漢かんがのしかかって動うごきを封ふうじる。こういう時の男子生徒の団結力は称しよう賛さんに値あたいする。


「ねぇ片剣さん！　若わか林ばやしとどういう関係なの!?」


「付き合ってるの!?　あんなボンクラと!?」


　かと思ったら女子たちがライラに群がっている。団結しているのは男子だけではないらしい。


　──ていうかお前ら、なんで後こう輩はいに色目使ってんだ！


「え、ええとですね」


　むしろ男子より女子に人気があるライラ、多少困こん惑わくしつつも焦あせらず言葉を選んで説明してくれる。


「若林先輩は、うちの父が経営する会社でバイトをしているのです。ですから私は社長の命令を伝えに来ただけです」


　事実だ。ライラの父はベンケイ警備保障の代表取とり締しまり役やく兼けん、弁べん慶けい機関の総長を務めている。弁慶で最も強い男であるが、デスクワークや外交に関しても一目置かれている、まさに人の上に立つべき人物である。


「じゃあ、若林と付き合うとかは？」


「天地神明に誓ちかって、あり得ません」


　きっぱりと宣言するライラ。それも事実なのだが、そこまで強調しなくても良いではないかと練司は複雑な気分になる。


「だーっ！」


　柔じゆう道どう部とレスリング部の巨漢二人に拘束されていた練司だったが、大声を出して怯ひるませたスキを狙ねらって、気合いで押し退のける。身体からだが自由になると、ライラの脇わきをすり抜ぬけて教室を飛び出した。


「あ、待てコラァ！」


　教室から暴動のような罵ば声せいが飛んでくるが、無視して練司は走った。








「お前のクラスはいつもああなのか？」


「……おおむね、そんなモンだ」


　学校を出た所でライラに追いつかれた。さすがにそこまではクラスメイトも追ってこなかったので、安心して下校できる。


「なんだか楽しいな。私のクラスは、なんだか皆が遠ざかっている気がして、少し居い心地ごこちが悪いのだ」


「それは遠ざかっているというか、声をかけづらいんじゃ……」


　上から下までライラを見て、思わず苦く笑しようする練司。


　彼女ほどの美人になれば、クラスメイトも動どう揺ようするだろう。練司だって最初に出会った時は驚おどろいたものだ。今では口うるさい上司としか思っていないが。


「少しは可愛かわいい所も見せた方がいいんだぜ。コレとか」


　練司が触ふれたのは、ライラのカバンについた小さなキーホルダー。可愛いクマが観覧車を背景に手を振ふっている絵が描えがかれている。


「なっ……！　べ、別にいいだろう、これくらい！」


「だからいいんだってば」


　お台場限定のキャラクター商品だ。人が糸いとの護衛をしている間に、こんなものを購こう入にゆうしていたとは。


「そ、そんな事より、報告だ！」


　大きく咳せき払ばらいをして、ライラは顔を赤くしつつも真ま面じ目めな表情に戻もどる。


「つい先さき程ほど、弁慶機関から連れん絡らくがあった。島しま原ばら糸の入隊手続きが終わったそうだ。今後は私の指揮下に入ってもらう」


「おっ、そうか」
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　言ってしまえば「なんでも屋」の弁慶機関第三課ならば、色々と融ゆう通ずうが利きくだろう。練司やライラと同じ部署ならば彼女も安心して働けるはずだ。


「練司の方は問題ないか？」


「中学校の編入手続きは終わってるけど、学校に提出しなきゃならない書類とかもらって来たから、後で持っていくわ」


「ああ、課長に提出してくれ」


　糸は身寄りもないので、弁慶機関の監かん視しの下もと、練司の家に住むことになった。監視者とは杏あんの事。薄うす緑みどりだけでは飽あき足らず、クトネシリカも研究したいと言い出したのだ。学校での保護者も杏になっているが、必要書類などは練司が提出した。


「しかし、ひとつ屋根の下に男子が一人、女子が三人……」


　ライラの顔が険しくなる。


「何か間ま違ちがいを起こさねば良いのだが」


「起こすか！　むしろ俺じゃなくて杏に言えよ！」


　その杏はというと、三日前の事件から機き嫌げんが悪い。


　練司がティルヴィングを破は壊かいしたせいで、研究対象が一つなくなったからだ。急いで現場に駆かけ付けた時には、もう傷ついた練司しか残っていなかったと言うわけだ。しかし倒れた練司を治ち療りようしたのも彼女なので、もう平ひら謝あやまりするしかなかった。


「では、また用があれば連絡する」


　交差点でライラが立ち止まる。ここで別れると言うのだろう。信号の先に黒くろ塗ぬりの外車が停とまっているが、あれは彼女の家の車だ。運転席に八はつ丁ちよう念ねん仏ぶつ団だん子ご刺ざしが座っているのが見えた。


「ああ、またな」


　手を挙げて別れようとした練司だが、


「練司──一つ聞かせろ」


「ん？」


「お前、あの戦い方をこれからも続けるつもりか？」


　それは言外に警告している。


　Ｄアームのみを斬きる戦法はリスクが高すぎる。真しん剣けん勝負よりも遥はるかに危険な行こう為いだ。それは練司も承知している。だから薄緑にもきちんと話し、承しよう諾だくを得た。


「そう決めたからな」


「何がそうさせるのだ？　男のロマンに浸ひたっているつもりか？　だとするなら、遅おそかれ早かれ確実に死ぬぞ？」


　彼女の言葉を否定する材料は見つからない。


　それでも練司は首を横に振る。


「正義だとか信念だとか──言葉を変えりゃ、みんな同じさ。結局は己おのれの心に従って、それを貫つらぬくか貫かないかの違いだ」


　大切なのは、どんな理由だろうと戦い続ける意思。


　糸が教えてくれたのは、それだ。


「それが男のロマンだって言うなら、俺は浸るぜ」


「──そうか」


　ライラはそれ以上何も言わず、手を振って交差点を渡わたっていった。


　彼女の車が発進したのを見送ると、練司は自分の手を見る。


　この手で、これからもＤアームを壊こわし続ける。


　いすかに届くまで。


「……待ってろよ、いすか」


　いすかの顔と一緒に、最後に交かわした会話を思い出す。


　確か、カレーの味で文句を言われたのだったか。


「っと、そうだ」


　慌あわてて携けい帯たいを取り出し、自宅にかける。


「もしもし？　薄緑か？　あのさ、今下校中なんだけど、スーパーマルゴシで鳥の胸肉が百グラムよんじゅ──って、そうまでしてビーフカレー食いたいのか!?　分かったよ、じゃあ買ってくるから家で──いや」


　そこまで言ってから、思い直す。


「あのさ、もし良かったら一緒に買い物行くか？　糸も誘さそって」


　どうせ練司が独断で決めた所で、ルーの辛からさで文句を言われるに決まっている。糸の辛さの好みも分からないし、だったら皆みなで買いに行った方がいい。


　電話の向こうで糸が喜ぶ声を聞きつつ、薄緑と待ち合わせの場所を決める。


　これから先、また激しい戦いが待っているだろう。


　だからこそ平和な時間は享きよう受じゆすべきだ。


　──今度は、いすかも満足するカレーを作ってやる。


　霧きりのかかった未来に思いを馳はせながら、練司は青空を見上げるのだった。







つづく







　あとがき







　っしゃあ！　あとがきの時間だぁーっ！


　前作『本日の騎き士しミロク』じゃあ、色々と変なあとがき書かされてっから、どうせ今回もキャラを使ったコントとか要求されるんだろ！　もう見え見えなんだよ！


「あの……すみません田た口ぐちさん。今回二ページしか取れませんでした」


　シット！　まさか二ページでコント要求されるとは思わなかったぜ！


「二十ページくらいにしますか？」


　すいません二ページでいいです。


　ところで担当様。『デーゲンメイデン』ってどう略すのがいいんでしょう。俺、執筆中はずっと「でげめで」って呼んでたんですけど。


「あ、私もずっと『でげめで』って呼んでたんですよ」


　でげめで……。





　今回もお世話になりまくりでした、担当Ｔ女史！　俺は基本的に何も考えずに突つっ走るのが得意なので、いい感じにブレーキかけてくれて助かりました！


　イラスト柴しば乃の櫂かい人とさん！　すっげぇカッコイイ絵をありがとうございます！　こんなにクールな感じの挿さし絵えは初めてですわ。次もクールにお願いします！


　そして柴乃さんのクールな絵に惹ひかれて、この本を手にとってくださった皆様！　満足していただけたでしょうか!?　できれば次以降も買ってくれると嬉うれしい！





　えっ、もう二ページ!?


　ああ、少ないあとがきじゃ物足りない身体からだに調教されつつある……。


　ほいじゃ、また次巻で！


　読んでくれてありがとーっ！







田口　仙せん年ねん堂どう
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デーゲンメイデン


１．台だい場ば、両りよう断だん





田た口ぐち仙せん年ねん堂どう
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